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「自然環境保全基礎調査」 とは、わが国 における自然環境の現況及び改変状況 を把握 し、

自然環境保全の施策を推進す る基礎資料 を整備す るため、環境庁(当 時)が 昭和48(1973)年

より自然環境保全法に基づき行っているものであ り、今回で5回 を数える。 一方、近年 の

生物多様性 の重要性 に対す る認識 の高ま りにあわせ 、平成6(1994)年 度 よ り 「生物多様性

調査」が新たな枠組み として開始 された。本調査は第3回 ・第4回 自然環境保全基礎調査

で実施 され た動植物分布調査(全 種調査)を 踏襲す るものであ るが、今 回、「生物多様性 調

査」の一環である「種 の多様 性調査」とい う位置づけで実施 された。本報告書 は、平成9(1997)

～10(1998)年 度 に行われた 「種 の多様性調査(動 物分布調査)」 の うち哺乳類 についての調

査結果 を とりま とめ、最新の知見を盛 り込 んだ ものである。

わが国に産す る全ての動植物 について、分布の現状 とその時系列的変化 を把握す るため

には、一つ一つ の確実なデー タを丹念に収集 し、蓄積す ることが必要である。 しか し、全

国にわた るこの種の調査 を実施す るためには、種の分類、同定に関す る確か な知識 と能力

を有す る専門研究者 の長期間にわた る協力が不可欠である。

今 回の調査 は、よ り詳細な分布情報を得 るため、過去2回 の調査 とあわせて結果の集計

を行 った。この結果、約108万 件(う ち今回調査分45万 件)の 分布情報 とな り、お よそ2,800

枚 の分布 図が作成 され た。また、多 くの種 において、前回調査 に比 して大幅に情報量が増

加 し、また、分布 に関す る新知見、新情報 もよせ られた。 しか し一方で、専門家 の少な さ

や地域 的偏在 、あ るいは調査期間の制約 な どの事情 によ り、分布状況 を的確 に表現す るに

至 らなか った もの も相 当数 にのぼってい る。 このため 自然環境保全基礎 調査検討会(分 科

会)に お いて、 それ ぞれ の分布 図ご とに得 られた情報量 を評価 し、短い コメン トを してい

る。 このコメン トは、今後調査 を継続す る際 に、あるいは、本資料 を活用す る際に十分留

意 され るべきものである。

なお、本報告 書の作成にあた り、分布 図及び集計表の作成等、情報の集計業務 にっいて

は、環境庁 自然保護局(当 時。現環境省 自然環境局)か らの請負 業務 として(財)自 然環境研

究セ ンターが実施 した。

最後 に、本調査の企画立案からまとめに至るまで御指導頂いた自然環境保全基礎調査検

討会 ・同検討会 哺乳類分科会の学識経験者の方々、ならびに貴重な時間をさいて分布情

報の提供に御協力頂いた専門家の皆様に心か ら感謝の意を表する次第である。

環 境省 自然環境 局

生物多様性センター



発刊によせて

阿部 永

日本産哺乳類124種 の うち、今回全国の専門家等 よ り寄せ られた116種 についての分布

情報に基づ き、第5回 調査報告書が発刊 され る運び となった。

ここに提供 され た分布情報は全国各地に在住す る調査関係者、研 究者 、狩 猟者等、多 く

の関係者 の長年 にわた る大変な努力に よって得 られた ものであ り、一次資料 として極 めて

貴重な ものである。

この調査は回 を重ねるごとに新 たな情報 が追加蓄積 され、第5回 目となった現在、陸上

性 の 中大型種 の大部分 にっいてはほぼ予想 され る分布 図が描 かれた とい える段階に達 した。

しか し、野外観察等 、手軽な 目視観 察等 によっては生 息確認 が難 しく、捕獲i等による標本

の検査、 あるいはそれに よっても種の同定 に困難 を伴 う場合 がある小型種にお いては 、分

布情報の不十分な もの、あるいは大 まかな分布パ ター ンは得 られ た ものの、地域間の連続

性 の有無な ど個体群 の保護上重要 な情報 を欠 いてい るものも多い。小型種 のよ うに情報 提

供者 その ものが限定 され ていることのほか、情報提供者数の地域間較差な ども分布 図の完

成度 に大 きく影響 してい るもの と考 えられ る。

詳細 な分布 情報 は動物の保護管理上にお いて も、また有害種の個体数調整 のための管理

計画立案 に際 して も極めて重要な基礎情報 となる ものである。環境改変 と野生動物の衰退

が進むなかで、その動向を把握す るため、分布情報は有力な指標 として今後益々重要 にな

るものである。分布情報収集 システ ムの改良 と、その一環 と して、よ り強力な人的組織 作

りこそが今後 に課せ られた重要な課題 である。

上述 のよ うに、 日本にお けるこの調査計画 も軌道 に乗 り、収集情報 も豊富な ものにな っ

てきた。 しか し、 この分 野におけ る先進地、イギ リス にお ける陸上生態学研究所の生物 学

情報セ ンターに よってな されてきた詳細な分布調査の段階まで、我 々も早 く到達 したい も

の と希望 している。今 回の調査を終 えるにあた り、本調査に協力 され、情報収集 の原動力

となった多 くの情報提供者諸氏に対 し改めて感謝の意 を申し述べる次第である。
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第1部 調査方法





1.種の多様性調査(動 物分布調査)の 概要

(1)目 的

本調査 は、平成5(1993)年 度 よ り第5回 自然環境保全基礎調査の一環 の動植物分布

調査 として、動物の主要分類群 の全 種 ・亜種(ま たは一部の種)を 対 象に専門研究者

の参加 ・協力 を得 て実施 した ものである(図1-1)。 なお、平成6(1994)年 度 か らは、

「生物多様 性調査(種 の多様性調査)」 として実施 された(以 下、本調査 を 「動物分布

調査」 とい う)。

わが国に生息す る野生動物 に関す る自然環境保全施策 として は、 当面、絶滅のお

それのある種 の保護や、人間生活 との関わ りのなかで適切な保護管理を要す る種 に

対す る施策が優先的 に講 じられ ているところであるが、動物分布調査は、 これ ら施

策の対象 となるべ き種の洗い 出 しや 、今後講ずべき施策検討 のための、基礎 的かっ

客観 的資料 を提供す る 目的で、全国的分布 の現状及 び経年変化 の状況 を把握 しよ う

とす るものである。

(2)調 査 の内容及 び方法

本調査の最終 的 目標 は、わが国に産す る全ての動物種 にっ いて、分布 の現状 を把

握す るとともに調査の積み重ねに より経年変化状況 も把握 しよ うとするもので ある。

このために必要な最小限の情報 は 「いっ、 どこに、何が」いたかとい うことである。

また、必要に応 じ情報源 をた どるためには 「誰が」報告 した か とい うこ とも重要で

ある。本調査 では、調査対象種が多 く、 また、多数 の調査員(専 門研究者)の 協力 を

得て実施す るため、調査項 目は上記 に示すで きるだけ単純か つ客観 的な資料 を得 る

ためのものに絞 りこんだ。

これ らの調査項 目に関す る具体的な調査方 法及 び調査体制な らび に今回調査 にお

ける調査対象種 については、前 々回 ・前回調査 と同様 、環境 庁(当 時)が 設置 した 自

然環 境保 全基礎調 査検討会 の下に動物の各分類群 ご とに設 けた分科会(以 下 「分科

会」 とい う)に おける検討 作業を経て下記の とお り決定 された。

なお、鳥類 については、本報告 書に記述 されてい る調査方 法、 とりま とめ方 法 と

は異なる方法で実施 され たため、特に断 りがない場合、本報告 書におけ る記述 は鳥

類 を除 く全調査分類群を対象 としたものである。

①調査対象種

今 回の調査では 、生態系 の主要 な位 置 を占め、分類学的知見の蓄積 が ある等の

要件を満 た し、さ らに調査実施体制 の構 築が可能 とい う観 点 を加味 して次の分類

群に属する全部 または一部の種 ・亜種 を対象 とした。
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図1-1自 然環境保全基礎調査骨子

ア 。哺 乳 類(全 種)

イ.鳥 類(〃)

ウ.両 生 類 ・爬 虫類(〃)

エ 。 淡 水 魚 類(〃)

オ.昆 虫 類(ト ンボ類 ・セ ミ類 及 び 水生 半翅類(一 部)・ チ ョ ウ類 ・ガ類

(一部)・ 甲 虫類(一 部))

カ.陸 産及 び 淡 水 産貝類(全 種)

今 回の調査 か ら、水生昆 虫を代表す る分類群 と してアメンボ等の半翅類、 ゲ

ンゴロウ等の 甲虫類のそれぞれ一部 を新規の調査対象種 とした。
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これ らの調査対象種群 について、本調 査 におけ る種名 の呼称 の統一 を図る とと

もに既存の知見を整理す るため、新たに本調査用 の調査対象種一覧(巻 末資料3)を'

各分科会 にお いて作成 した。調査対 象種 一覧は、過 去の調査で とりま とめ られ た

調査対象種一覧 を参 考に、種の追加整理 ・名 称の修 正 を行 うな どして作成 され 、

種 ・亜種 の学名及 び和名 を対応 させ る とともに電算 処理のためのコー ド番 号が付

されてい る。 この際 、前回調査以 降分類学 上の変更が生 じた種 については、別 途

調査対象種変更点一覧(巻 末資料4)と して とりま とめた。

②分 布 地

調 査 対 象 種 の分 布 地 を記 録 す る方 法 と して は 、 地 名 呼 称 に よる あい ま い さを避

け、 電算 処 理 を容 易 とす るた めに、 「標 準 地 域 メ ッシ ュ ・システ ム」(昭48.7,12行

政 管 理庁 告 示 第143号 「統 計 に用 い る標 準 地域 メ ッシ ュ及 び標 準地域 メ ッシ ュ コ

ー ド」)に よる第3次 地域 区画(「 基 準地 域 メ ッシ ュ」 また は 「3次 メ ッシ ュ」 と も

い う。 本 報 告 書 で は以 下 「3次 メ ッシュ」 とい う。)を 基本 とした。 この3次 メ ッ

シ ュの大 き さは 、 タテ(緯 度差)30秒 、 ヨ コ(経 度 差)45秒 で あ り、おお む ね1km×

lkmで あ る。

な お 、補 助 情 報 と して 従来 どお りの 地 名 に よる表 記 も採 用 し、 メ ッシ ュ コー ド

の チ ェ ッ クが 可 能 とな る よ うに した 。 なお 、今 回調 査 で は、 一 部過 去 の記 録 も収

集 したた め 、3次 メ ッシ ュの特定 が不 可 能 な場 合 には 「第2次 地 域 区画 」(以 下 「2

次 メ ッシ ュ」 とい う。約10km×10kmの 範 囲 で 、1/25,000地 形 図1枚 分 に対応 す る)

に よ り記録 した。
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■メ ッシ ュコー ドの付 け方

「標準地域 メッシュ ・システム」(昭48.行 政管理庁告示第143号 「統計に用 い

る標 準地域 メ ッシ ュ及 び標 準地域 メッシ ュコー ド)は、一定の経線、緯線 で地域 を

網 の 目状 に区画す る方法を用いてい る(下 図の とお り)。

第1次 地域 区画は、経度差1度 緯度差40分 で区画 された範囲を指す。 第2'次

地域 区画は、第1次 地域区画を縦横8等 分 したもので、第3次 地域 区画は第2次

地域区画 を縦横10等 分 した ものであ る。一般に、この第3次 地域区画のこ とを 「基

準地域 メ ッシュ」 あるいは 「第3次 メッシュ」 と呼ぶ。
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表1-1メ ッシ ュ コー ドの付 け方

第
i
次
地
域
区
画

第
2
次地

域
区
画

基準

地域

メ
ン
ソ

子

第
3
次
地
域
区
画

メッシュコー ドの

桁数

4桁

6桁

8桁

メッシュコー ドの付 け方

● 上2桁:南 端 緯 度 ×1.5

(た だ し、分 の 蛍 位 も含 む)

● 下2桁:西 端 経 度 の 下2桁

● 南 端 緯 度36。00'

西 端 緯 度138。 の 場 合

〈上2桁=36x1.5=54>

〈下2桁=38>

・→ メ ッ シュ コー ドは

[5438]

●上4桁:第1次 地域区画の メ

ッシュコー ド

●晰 目:第1次 地域 区画の縦

の 等分 区画に南か ら

0～7の 番号 をつ け、

これ をそれ ぞれの 区

画 を示す数宇 とす る

●6桁 目:第1次 地域 区画 の横

の等 分区画 に西か ら

0～7の 番 号 をつ け、

これ をそれ ぞれの区

画 を示す数字 とする

●右 図のO印 の メッシュ

コー ドは[5438231

●上6桁:第2次 地 域区画 のメ

ツシ ュコー ド

●7桁 目:第2次 地 域区画の縦

の 等 分 区画 に南 か ら

0～9の 番 号 をつ け 、

これ をそ れぞ れ の区

画 を示す数字 とす る

●8桁 目:第2次 地域 区画の横

の 等分 区 画 に西か ら

0～9の 番号 をつ け、

これ をそ れぞれ の 区

画 を示す数字 とす る

●右 図のO印 の メッシュ

コー ドは[543823431

例

36ｰ40'

36ｰ00'

糸勺80×80km

、

、

7

6

5

4

3

z

1

0

、

、

覧

第1次 地域 区画

,(メ ッシコー ド5438)、 覧
亀

'

'

'

0

、

、

、ノ
01'234、567

'、

'、

'、

'、

'、

'、

'、

'、

,、

'、

約10x10k醗

9

9

フ

6

5

4

3

z

1

0

'、

'、

,、

,、

タ も

'第2次 地域 区画 、、
ノ

'(メ ッシ:コー ド543823)、 、

0

0123456789

細xlk銅
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③調査時期

今 回調査 は、全 分類群 について平成9(1997)年 度～10(1998)年 度 に実施 した(一

部、 とりま とめの段階で得 られ た平成11年 度以降のデー タも含む)。 また、調査期

間中のデー タのみ では分布 図を作成するには不十分で あったた め、過 去の記録 、

標本等で あって も採 用す ることとし、前回調査(第4回 自然環境保全基礎調査)以

降のデー タ(平 成4年 度以 降)を 中心に収集 ・記録 した。

調査年,月 日は、実際に記録(観 察 もしくは標 本採集)さ れた時点を調査票 に記入

した。

④調査体制

本調査 では、前 回調査 に引き続 き全国各地の調査員(専 門研究者)が 、 自らの フ

ィール ドで得 た情報 を直接 環境庁(当 時)に 報告 し、環境庁 はこれ らの報告 を集 計

して調査員 に還元 す ることに よ り、今後の継続的情報 収集 に資する調査網づ く り

と調査精度の向上 を 目指す調査体制 を採用 した。

特 に動物 の分布 調査 にお いては、 目指す動物 との 出合 の機会 は偶然性 に左右 さ

れ 、少数 の調査 員が 限 られ た期間 に十分 なデー タを収集す るこ とは困難 であるた

め、継続 的 ・反復 的調査の必要性 が高い。

また、本調査 の調査員 は、種 の分類 ・同定に関す る確か な知識 と能力 を備 えて

い るこ とが必須 で ある。 一方で、過 去の調査において は、参加 依頼対象者が限定

され ていたため、調査協力者の絶対数が十分でない ことが指摘 され ていた。

このため、分科会検討員や学会等か ら推薦 され た専 門研 究者 に加 え、参加承 諾

頂 いた協力者 か ら、 さらに推薦 を受 けるな どして、広範 な専 門研究者 に対 し、環

境庁 か ら調査 への協力要請 を行い、承諾頂いた方々 を中心 とした調査体制 を作 っ

た。
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調査承諾者 は全分類群を通 じ、延べ4,894人 であ り、

一 タの提供 を受けた
。

うち3,433人 よ り実 際 に デ

分科会 事務局

調査対象種
目録作成

調査員推薦

調査員

囲 掛
調査票回収

(外注)

一

・大学

・学会

・研究所

・鳥獣保護員

等

情報処理

専門的知見による
データチェック、

考察の執筆

←一一 →

・闘
_妻

図1-3調 査体制

また、前 回に引き続 き、狩猟対象 とな ってい る大型鳥獣 に関 し広 く情報 を収集

す るた め、鳥獣保護員約1000名 をを対象 に狩猟鳥獣29種 の情報収集 を別途行 っ

た。

収集 した情報については、専門家所 有の情報 と同様 な処理 を し、デー タを統合 し

て、集 計 ・解析 に使用 している。 なお、前回行 った大 日本猟友会に よる分布情報

収集 は、今 回は行わなかった。

⑤ 実施方法

各調査員 には、調査のてびき(巻 末 資料2参 照)の ほか、次に示す調査 票、メ ッ

シ ュ地形図を送付 し、原則 として平成10(1998)年1L月30日 までに調査結果を環

境庁 あて返送す るよう依頼 した。

9



ア.調 査票

調査票は、分類群別 に、図1-4に 示す ような様 式のものを使用 した。 これ

は、調査員の作業の便 を考慮 した もので、「調査地」 ごとの情報整理 には、タ

テ型 の調査票(E票)、 「種」 ごとの情報整理には、 ヨコ型 の調査票(N票)と い

うよ うに自由に選択 して使用 でき ることとした。加 えて、哺乳類独 自の調査

票 として、H票 を作成 した。 これ は、鳥獣保護員専用の調査票であ り、E票 と

類 似 の形 式であるが、鳥獣保護員 に調査協力 を依頼 した大型 鳥獣 のみ を対象

種 とした ものである(図1-4-3)。
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図
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種の多様性調査(動物分布調査)調査票

2 7.4 哺 乳 類

調査者名

(姓} (名)

カタカナ メッ シュ コー ド

調査者コー ド

調査年月日 年 月 日

1.9

日

調査地 都
道
府
県

市
区町

村

(モグラ目)

0010ナ ミハ リネズミ

0020チ ピトガ リネズミ

0021ト ウキョウトガ リネズミ

0030ヒ メトガリネズミ

0040ア ズ ミトガリネズ ミ

0041ア ズミトガリネズミ

0042シ ロウマトガリネズミ

0050ト ガリネズミ

0051シ コクトガ リネズミ

0052ホ ンシュウトガ リネズミ

0053'エ ゾトガリネズミ

0060サ ドトガリネズミ

0070オ'才 アシトガリネズミ

0080カ ワネズミ

0090コ ジネズミ

0091チ ョウセンコジネズミ

0100オ ナガジネズミ

0101ワ タセジネズミ

0110ジ ネズミ

o>〉>

0112

0113

0t14

0115

ホンシュウジネズミ

サイゴクジネズミ

タネジネズミ

才キノシマジネズミ

ヤクジネズミ

0120オ リイジネズミ

0130ジ ャコウネズミ

0131リ ュウキュウジャコウネズミ

(riukiuana)

凹32リ ュウキュウジヤコウネズミ

(temmirtcki)

0140ヒ メヒミズ

0150ヒ ミズ

0151ッ シマ ヒミズ

0152シ コクヒミズ

m53ホ ンシュウヒミズ

0154オ キ ヒミズ

田55キ ュウシュウヒミズ

0160ミ ズラモグラ

0161ヒ ワミズラモグラ

0162フ ジミズラモ グラ

0163シ ナ ノミズラモ グラ

0170セ ンカクモ グラ

0180ア ズマモグラ

0181コ モ グラ

(加a伽 而∫)

0182コ モ グラ

(而nor)

〇四〇 サ ドモグラ

0191エ チゴモグラ

0192サ ドモ グラ

0200コ ウベモグラ

020

0202

0zoa

OTO4

コウライモグラ

ヤクシマモグラ

コウベモグラ

(kobeae)

コウベモグラ

(wagura)

(コウモリ目)

0210ク ビワオオコウモリ

0211ダ イトウオオコウモリ

0212エ ラブオオコウモリ

※生息確認種 にO印 をつける

0213オ リイ才オコウモリ

0214ヤ エヤマオオコウモリ

0220オ キナワオオコウモリ

0230才 ガサワラオオコウモリ

0240キ クガシラコウモリ

0241ニ ホンキクガシラコウモリ

0242ミ カドキクガシラコウモリ

0250コ キクガシラコウモリ

0251ニ ホンコキクガシラコウモリ

0252オ リイコキクガシラコウモリ

0260オ キナワコキクガシラコウモリ

0261ミ ヤココキクガシラコウモリ

0262オ キナワコキクガシラコウモリ

0270ヤ エヤマコキクガシラコウモリ

0271イ リオモテコキクガシラコウモリ

0272ヤ エヤマコキクガシラコウモり

0280カ グラコウモリ

0290ク ロァカコウモリ

0291ッ シマクロアカコウモリ

0300モ モジロコウモリ

0310ド ーベントンコウモリ

0311ウ スリドーベントンコウモリ

0320ホ オヒゲコウモリ

0321ウ スリボ才ヒゲコウモリ

0330ヒ メホオヒゲコウモリ

0331

0332

0333

0334

0335

フジホオヒゲコウモリ

シナノホオヒゲコウモリ

ヒメホオヒゲコウモリ

オ'ゼホオヒゲコウモリ

エゾホ才ヒゲコウモリ

0340ク ロホオヒゲコウモリ

0350カ グヤコウモリ

0351カ グヤコウモリ

0360ノ レンコウモリ

0361ホ ンドノレンコウモリ

0370ア ブラコウモリ

0380モ リアブラコウモリ

0390オ オアブラコウモリ

0391ク ロオオァブラコウモリ

0392コ ウライオオアブラコウモリ

0400オ ガサワラアプラコウモリ

0410ヒ メホリカワコウモリ

0411ヒ メホリカワコウモリ

0420ク ビワ:コウモリ

0430ヤ マコウモリ

0440コ ヤマコウモリ

0450ヒ ナコウモり

0460チ チブコウモリ

046,チ チブコウモリ

0470ウ サギコウモリ

0471ニ ホンウサギコウモリ

0472ユ ビナガコウモリ

0480リ ュウキュウユピナガコウモリ.

0490テ ングコウモリ

049,ニ ホンテングコウモリ

0500コ テングコウモリ

0501ニ ホンコテングコウモリ

05沁 クチパテングコウモリ

0520オ ヒキコウモリ

0521ス ミイロオヒキコウモり

(サル目)

0530ニ ホンザル

(裏面に続 く)

0531ホ ンドザル

0532ヤ クシマザ ル

0540タ イワンザル

(ネコ目)

0550タ ヌキ

0551エ ゾタヌキ

0552ホ ンドタヌキ

0560キ ツネ

0561ホ ンドキツネ

0562キ タキツネ

0570ノ イヌ

0580オ オカミ

05田 エゾオオカミ

0582ニ ホンオ オカミ

0590ノ ネコ

0600ベ ンガル マヤネコ

0601ッ シマヤマネコ

06mイ リオモテヤマネコ

0620テ ン

0621ホ ンドテン

0622ッ シマテン

0630ク ロテン

0631エ ゾクロテン

0640イ タチ

0641オ オ シマイタチ

0642ホ ンドイタチ

0643コ イタチ

0650チ ョウセンイタテ

0651チ ョウセンイタチ

0660イ イズナ

066書 ニホンイイズナ

0670オ コジョ

0671ホ ンドオコジョ

0672エ ゾオコジヨ

0680ミ ンク

0690ア ナ グマ

0691ニ ホ ンアナグマ

0700カ ワウソ

0701ニ ホ ンカワウソ

(nippon)

0702ニ ホ ンカワウソ

(whiteleyi)

0710ラ ッコ

0720セ イウチ

0730ア シカ

0731ニ ホンアシカ

0740ト ド

0750オ ットセイ

0760ゼ ニガタアザラシ

0770ゴ マフアザ ラシ

0771ゴ マフアザラシ

0780ワ モンアザラシ

0790ク ラカケアザ ラシ

0800ア ゴヒゲアザ ラシ

0田0ア ライグマ

0820カ ニクイアライグマ

0830ヒ グマ

0831エ ゾヒグマ

0840ツ キノワグマ

0841ニ ホンツキノワグマ

0850ハ クビシン

0860ジ ャワマングース

(ウ シ目)

0870イ ノシシ

0871ニ ホンイノシシ

0872リ ュウキュウイノシシ

0880ニ ホンジカ

0881ケ ラマジカ

0882ニ ホンジカ

0883ッ シマジカ

0884ヤ クシカ

0685エ ゾジカ

0890キ ョン

0900ニ ホンカモシカ

0910ノ ヤ ギ

(ネ ズミ目)

0920タ イワンりス

0921タ イワンリス

0930キ タりス

0931エ ゾリス

0940ニ ホンリス

0950シ マりス

0951チ ョウセンシマ リス

0952エ ゾシマリス

0960ホ ンドモモンガ

0970タ イりクモモンガ

0971エ ゾモモンガ

0980ム ササ ビ

0981キ ュウシュウムササ ビ

0982ニ ッコウムササ ビ

0983ワ カヤ マムササ ビ

0990タ イリクヤチ ネズ ミ

0991エ ゾヤチネズ ミ

0992シ コタンヤチネズミ

1000ム クゲネズミ

1001ミ ヤマムクゲネズミ

1002リ シりムクゲネズミ

1010ヒ メヤチネズ ミ

1011ミ カドネズミ

m20ヤ チネズミ

1021ト ウホ クヤチネズミ

1022ニ イガタヤチネズミ

川23ワ カヤマヤチネズミ

1030ス ミスネズミ

1031オ キスミスネズミ

1032ス ミスネズミ

1033カ ゲネズミ

1040ハ タネズミ

10羽 サ ドハ タネズミ

田42ハ タネズミ

1050マ スクラット

1060カ ヤネズミ

10田 ツシマカヤ ネズ ミ

1062シ コクカヤネズ ミ

1063ホ ンシュウカヤ ネズミ

1070セ スジネズミ

竃080ハ ントウアカネズミ

1081カ ラフトアカネ ズミ

1090ア カネズミ

田91エ ゾアカネズミ

m92セ グロアカネズミ

1093オ オシマアカネズミ

1094ミ ヤケアカネズミ

1095オ キアカネズミ

1096ホ ンドアカネズミ

1097サ ドアカネズミ

田98ツ シマアカネズミ

1㈹0ヒ メネズミ

1101ホ ンドヒメネズミ

1102オ キヒメネズ ミ

1103エ ゾヒメネズミ

1104ツ シマヒメネズミ

1105タ ネ ヒメネズミ

1106ヤ クシマヒメネズミ

1110ト ゲネズミ

1111オ キナ ワトゲネズミ

1112ア マミトゲネズミ

1120ド ブネズミ

1121ニ ホンドブネズミ

1122ヨ ウシュウドブネズミ

1130ク マネズミ

1131マ レーシア クマネズミ

1132ニ ホンクマネズミ

1140ケ ナガネズミ

1150ハ ッカネズミ

1151ホ ンドハ ッカネズミ

1152ヨ ウシュウハッカネズミ

1150オ キナワハッカネズミ

1170ヤ マネ

1180ヌ ー トリア

(ウ サギ 目)

1190ナ キウサギ

1191エ ゾナ キウサ ギ

1200ア マミノクロウサギ

1210ユ キウサギ

1211エ ゾユキウサギ

1220ノ ウサ ギ

1221ト ウホクノウサギ

1222キ ュウシュウノウサ ギ

1223サ ドノウサギ

1224オ キノウサギ

1230ア ナウサギ

備考(標 本所蔵場所、引用文献、生息環等)

環境庁畠然保護局 自然環境調査室



種の多様性調査(動 物分布調査)調 査票
分類群コード 分類群名

2, []=
調査者名

(姓) (名)

カタ カナ 採集者名

調査 』コー ド

種名

種 コー ド

メ ッ シ ュ コ ー ド

一[]一[]

一[]一[]

一[コ[=]

一[コ[コ

[コ 「⊂]

[]「]

[!][]

O一

鯛査地 年 月 日 生息環境

1.9

1'9

19

口
[=
=]
[=]
=

19

19

19

19

1,9
F'

C一!
一〇

一[-一[コ

ー[-一[コ

o-o

[コ[コ

O-O

o-o

o-o

o-o

「二]「コ

[=][工]

19

1,9

1,9

1,9

19

「=ユ]一 1,9

19

1.9

1.9

[コ

L二_■ 一

1,9

一 一
i

1,9

19

標本所蔵場所

環境庁 自然保護局 自然環境調査室

図1-4-2第5回 動 物 分布 調査 票N票(表 ・裏)
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種の多様性 調査(動 物分布調査)調 査票

(鳥獣保護員用)

2 1.4 哺 乳 類

調査者名

(姓) (名)

カタカナ
メ ッ シ ュ コー ド

調査 者 コー ド
,

調査年月日 輩 皐 日 日

19

調査地 都
道
府
県

市
区
町
村

※生 息 を確認 した種 の番号 に○ 印 をつ け て下 さい。

0530ニ ホ ンザル0871ニ ホ ンイ ノシ シ

0550タ ヌ'キ0872リ ュ ウキ ュウ イ ノシシ

0560キ ツ ネ0882ニ ホ ンジ カ

0570ノ イ ヌ0883ツ シマ ジ カ

0590ノ ネ コ0885エ ゾ ジカ

0620テ ン0900ニ ホ ンカモ シ カ

0630ク ロテ ン0910ノ ヤ ギ

0640イ タチ0920タ イ ワ ン リス

0650チ ョウセ ンイ タチ0931エ ゾ リス

0690ア ナ グマ0940ニ ホ ン リス

0810ア ライ グマ0950シ マ リス

0820カ ニク イア ライ グマ0980ム ササ ビ

0830ヒ グマ1180ヌ ー トリア

0840ツ キ ノワグマ1220ノ ウサ ギ

0850ハ ク ビシ ン

注 ・調査 者 コー ド、 メ ッシ ュ コー ド及 び調 査年 は必 ず記 入 して下 さい。

・生息 の確 認 は、足 跡 、糞 等 に よ る もの で な く、 実 際 に 目で確 認 した もの の み と します。

環境 庁 自然保 護局 自然環 境 調査 室

図1-4-3第5回 動 物 分 布 調 査 表H表
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イ.メ ッシュ地形図

調査地(分 布 地)の メッシュコー ドを読み とるために、5万 分の1地 形図上 に

3次 メ'ッシュ区画線等 を加刷 し、地形図の1/4の 範囲 を1ペ ー ジにま とめたも

のを都道府県単位 で冊子 とした 「1/5万メ ッシュマ ップ」を今 回新たに作成 し、

各調査員が必 要 とする調査地域分 を配布 した。(図1-5参 照)
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2.取 りま とめの方法

(1)情 報処理の内容 と方法

情報処理は図1-6の 手順で進 め られ た。

①入力

調査員 よ り返送 された調査票 は、記入 の不備等 を点検 した上で、分類 群別 、調

査票種別(タ テ型 、ヨコ型)ご とに整理番 号を付 し、分類群別マス ター ファイル(MT)

を作成 した。

②デー タの点検

デー タの記入 ミス、調査対象 種の誤認等 を訂正す るため、次 に示す3通 りの方

法でデー タの点検 を行い、必要 に応 じ調査者 に照会す るな どによ り、所要の訂正

を行った。

なお、本作業 を行 うにあたっては、マ スター ファイルを編集 し、作業用 ファイ

ル を作成する とともに、分布図出力及び調査票検索 システムを作成 した。

点検 の結果 、訂正等を要す るデ ータにつ いては、マスター フ ァイル に遡 って訂

正 した。

ア.論 理チェック

デー タの 中に あってはな らない空 白もしくは許 された もの以外 の数 字、符

号、文 字がないか ど うかを点検す るとともに、各項 目の コー ド番号 として用

い られている範囲(レ ンジ)外 のコー ド番号がないか どうかを点検 した。

イ.メ ッシュコー ドの点検

メ ッシュコー ド表 との照合 を行い、明 らかに陸地(陸 生種の場合)を 含 まな

い メッシュコー ドの記入 された調査票を検索 し、調査票:記入の調査地(地 名)、

も しくは調査者への照会に基づ き訂正を行った。

ウ.専 門家 による点検

各分類 群 ごとの分 科会検討 委員等に よって抽出 された、分布 図上で、明 ら

かに誤 りと考 え られ るデー タ、 これまでの知見に照 らして疑 問のあるデー タ

について、調査票に遡 って点検 を行 い、必要に応 じ調査員 に照会 を行 った上

で所要の訂正 または削除 を行った。

③分布図及び集計表の出力

第3回 及び第4回 自然環境保全基礎調査動植物分布調査結果のマスターファイ

ル と統合 し、上記の点検修正作業を経た上で本報告書掲載の分布図及び集計表の

16



調査票

記入事 項 記入不備等,:
チエック ← _____i調 査 者 へ照 会i

ナンバリング
分類群別 ・タテ型、 ヨコ型調査票別に

1から順の整理番号

データ入力

ファイル編集
プログラム

分類群別 ・タテ型、ヨコ型調査票別

製鵬繁

論 理チェック

i調 査者 へ照会:
r

分布図表示・
検索システム

メンシュコードチェック

が 分科会検討員による
チェック

〉 調査票検索

A

集計表 分布図

コメント

考 察

・ ・
口 巽

図1-6情 報処理の手順
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出力 を行 っ た。

(2)調 査結果の検討及び考察

調査結果 については、分類群 ごとに分科会で下記の とお り検討を行 った。

①分布 図の表示単位

本調査 の原 データは、前述の とお り3次 メッシュ(約1㎞ ×lkm:一 部除 く)単 位

で収集 された が、今回の と りま とめにお いて作成す る分布 図は次の観点 か ら原則

として2次 メ ッシュ(約10km×10km)単 位で表示す ることとした。

ア.全 国的分布 図 として見 る場合、見やす いもので あること。

イ.乱 獲 等の人為 に よる影響 を考慮 し、公表 に よ り生息地が特定 され ない よ う配

慮 した表示単位 であること。

ウ.各 種 開発 に あた り、配慮す べき地域(貴 重種 の生息地等)に 関す る基礎的情 報

をあ らか じめ提供するこ とは、 自然環境保全上重要で あるので、上記イ.の 観

点 も踏ま え公表可能な表示単位 であること。

なお、分布図 の基 図につ いては、 日本全 図を用 いるこ とを原則 として きたが 、

分布 が限定 され 、 日本全 図では判読 しに くい種 を考慮 し、特 定の島喚等 に分布 す

ることが 明 らか な種 につ いてはその地域の拡大図 を採用 した。拡大図の要件 には

当てはま らない が、特に判読 しにくい種については、適宜メ ッシュを○印で囲む

こととした。

②分布図につ いての コメン ト

今回調査 では、調査の期 間が限 られ てお り、また分類群 あるいは地域 によって

は十分 な調査員数 が確保 で きなかった こと等 か ら、調 査対象種すべてについて従

来か ら知 られてい る分布パ ターンを十分表 した分布 図が作成 されたわけではない。

そ こで、分布 図の誤った解釈や不適切 な引用 を避 けるために、各分科会検討員

によ りそれ ぞれ の調査対象種が どの程度従来か ら知 られてい る分布パ ター ンを表

現で きて いるかについて類型 区分 の判定 を行い、分布 図上に短 いコメン トと して

付記す ることとした(第2部 調査結果 の項参照)。

③ 考察

調査結果 に関す る考察は、各分 科会 において選 出 された担 当者に よ り執筆 され

た。
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(3)分 類群 別 の調査状況

分類群別 の調査状況 は表1-2の とお りである。今 回調査 の集計結果 を上段 に、第3

回か らの調査全ての累計の集計結果を下段に示す。

表1-2分 類群別調査状況

(今回調査)

対 象

分類群

哺 乳 類

両生類 ・爬 虫類

淡 水 魚 類

ト ン ボ 類:

チ ョ ウ 類

セ ミ 類 ・

水 生 半 翅 類

ガ 類

甲 虫 類

陸 産 淡 水 産

貝 類

計

調査対象

種 数

124(271)

164

343

206

311

74

122

377

1,236

2,957

報告

種数

108

150

317

205

269

73

113

361

1,089

2,686

未報告

種数

16

14

26

1

42

1

9

16

147

271

延 べ

報告件数

26,902

29,258

51,653

84,798

139,642

12,646

18,435

33,837

52,404

449,576

延 べ報 告

2次 メツシュ数

12,104

12,414

20,571

37,094

57,693

6,690

11,014

19,199

27,030

203,809

延 べ報告

3次 メツシ・数

22,164

23,227

37,880

54,539

101,842

10,497

13,080

26,258

44,082

333,570

報告

2次 メツシュ数

2,668

2,208

1,950

2,868

3,117

1,693

1,375

2,502

2,238

20,619

報告

3次 メッシュ数

10,709

10,501

7225

10,882

18,463

5,115

2,846

8,206

9;707

83,654

調

査

員

数

1,223

278

250

293

551

217

163

245

218

3,438

(全調査累計)

対 象

分類群

哺 乳 類

両生類 ・爬 虫類

淡 水 魚 類

ト ン ボ 類

チ ョ ウ 類

セ ミ 類 ・

水 生 半 翅 類

ガ 類

甲 虫 類

陸 産 淡 水 産

貝 類

計

調査対象

種 数

124(271)

164

343

206

311

74

122

377

1,236

2,957

報告
種数

116

160

326

206

276

73

114

368

1,155

2,794

未報告

種数

8

4

17

0

35

1

8

9

81

163

延 べ

報告件数

254,218

41,154

111,695

107,717

307,069

18,790

40,063

50,947

144,412

1,076,065

延 べ 報 告

2次 メッシュ数

32,783

16,423

38,059

44,452

98,767

8,969

21,530

26,733

53,676

341,392

延 べ 報告

3次 メツシュ数

241,972

31,125

76,104

66,869

213,433

14,507

26,821

35,531

107,750

814,112

報 告

2次 メッシュ数

4,247

2,731

2,975

3,083

3,526

2,279

1,670

2,927

3,204

26,642

報 告

3次 メッシュ数

118,107

14,074

15,429

13,358

31,536

7,201

3,902

10,557

21,486

235,650

調

査

員

数

2,525

319

356

319

goo

238

189

284

316

5,247
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注)

・調査対象種数

・報告種数

・未報告種数

・延べ報告件数

・延 べ 報告 メ ッシ ュ数

・報 告 メ ッシ ュ数

・調査員数

:各 報告書の巻末資料 に示 された調査対象種 ・亜種(コ ー

ド番号が付 された もの)の 数 である。なお、哺乳類 にっ

いては調査 コー ドを付 した271種 ・亜種で情報 を収集

したが、集計 ・公表に関 しては種単位(124種)で 行 うこ

ととした。

:本 調査の結果、分布 に関する報告が された種 ・亜種 の数

である。

:対 象種 中、分布 に関する報告がな され なか った種 ・亜種

の数である。

:各 調査票に記載 された情報の うち、記入 ミス、記入漏れ

等 によ り不採用 となった情報 を除いた分布情報の総数

で ある。

:上 記延べ報告件数の分布情報か ら、同一種 、同一 メッシ

ュにおける報告 を統合 し、 「種 一メ ッシュコー ド」 とい

う単位 で整理 して得 られた数である。

当該分類群 にお いて、いずれかの種の報告 が得 られた2

次/3次 メ ッシュの数 である。

各分類群 ごとに、報告 をよせ られた調査員 の数。
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3.哺乳類の調査実施状況

(1)調 査対象種(専 門家)

本調査 で は、専 門家 と鳥獣保護員 で調査対象が異 なるため、以下については、専

門家、鳥獣保護員 の別 に調査対象 とした哺乳類 について概説す る。

本調査 にお ける調査対象種見直 しに際 し、亜種及び シ ノニムの採否に関 し調査 専

門家の見解 に差異が あるこ とに配慮 し、 また、情報収集 の便宜 を図 る観 点か ら、調

査対象種一覧(巻 末資料3巻 末資料参照)を 作成 した。一覧では、専門家が調査 に当

た り採用 してい る可能性の高い名称 は作業の単位 と して有効 と考え、亜種 ・シノニ

ムについての分類 学的判断を留保 した上で列挙 し、種の下 に併記 した。 その上で、

それ ぞれ に コー ドを付 して情報収集の単位 とした。 従 って、以下では便宜上 これ ら

を 「亜種」 と表記す るが、必ず しも分類 学上 の意 味で亜種 として認定 されてい るこ

とを示 してい るものではない。

哺乳類では、 日本産(含 む移入種)の 既知の哺乳類271種 ・亜種(シ ノニム とされ る

もの を含む)が 調査対象 とな った(巻 末資料3対 象種 一覧参照)。 なお、集計 ・公表

に関 しては亜種 ・シノニムの未整理 による煩雑 さを防 ぐため、種単位(124種)で 行っ

ている。
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(2)調 査対象種(鳥 獣保護員)

各都道府 県の鳥獣保護 員を対象 として情報収集 を行 った際に情報収集対象 とした

の は狩猟鳥獣 を中心 とした種の判別が比較的容易な29種 である(図1-4-3参 照)。

区分 はおおむね狩 猟鳥獣 に準 じるが、地域に よって区分が可能 なニ ホシイ ノシシ/リ

ュウキュ ウイ ノシシ、ニホンジカ/ツ シマジカ/エ ゾジカ はより細分化 して報告 を依頼

した(図1-7左 列)。 集計に際 しては、分類上の種単位 で とりま とめた(図1-7右 列)。

報 告時 に区別 して扱 ったツシマ ジカお よびエ ゾジカはニホンジカに、ニ ホンイ ノシ

シ、 リュ ウキュ ウイ ノシシはイ ノシシに統合 した。一方 、例 えば本調査 で対象 とし

た 「ノ ウサ ギ」 は分類学上の単位 で はな く、種 としては北海道 に生息す るユキ ウサ

ギZρρ鋸 伽1ぬ5本 州以南 に生息す るノ ウサギLρρ〃5ゐ7αo加鷹 の両者の総称 である。

これ らを踏まえ、種単位 でま とめる と、対象は27種 となった。

調査対象名称

鳥獣保護及狩猟二関
スル法律第一条 ノ四

第二項の規定に基づ

く狩猟鳥獣の種類

1イタチ

チ ョウセ ンイ タチ

分類学上 の 「種」

イ タ チ ル伽'ε10ゴ 傭5ゴ

チ ョ ウ セ ン イ タ チ

ル伽5'εzα5ゴ∂かノcα

ニ ホ ンイ ノ シシ

リュ ウキ ュ ウイ ノシシ

イ ノシシ

(イ ノブタを含む。)

イ ノシ シ3〃 ∫50ハψ

ニホ ンジカ

ツシマ ジカ

ェ ゾジカ

シカ ニホ ンジ カCθ ㎜5η 辺ρoη

1エ ゾ リス

1ニホ ン リス

リス(94年 よ り削 除)

キ タ リス5ヒ 川7μ5v以gα715

(亜種名 エ ゾ リス)

(北海道)

ニ ホ ン リ ス8α π耀 ∫〃5

(本州以南)

レ ウサギ 1ノウサ ギ
ユ キ ウサ ギLρP粥 ガ厩 ぬ∫

(北海道)

ノウサ ギ 功 ρπ5加α訪卿r〃5

(本州以南)

図1-7哺 乳類調査対象種比較
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(3)調 査員

調査員 の居住地(都 道府県)別 人数は、表1-3の とお りであ る。

表1-3調 査員居住地(都 道府県)別 人数

都道府県

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

調査協力者数

累計

236

38

53

92

27

28

82

82

28

71

71

62

46

37

82

50

41

12

58

80

81

99

41

35

前回

120

17

28

52

12

11

44

52

11

48

37

29

22

9

39

35

22

9

35

41

42

51

21

11

今回

124

23

27

42

うち鳥獣
保護員

(96)

(18)

(24)

(35)

15i(14)

18(14)

38(38)

31i(24)
17(16)

23(22)

35

33

25

29

43

16

19

3

23

40

40

49

26

24

(30)

(29)

(16)

(21)

(39)

(12)

(16)

(3)

(20)

(30)

(33)

(43)

(16)

(22)

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

不明

合計

調査協力者数

累計

21

28

27

18

55

47

16

60

61

38

58

19

40

50

47

55

24

46

52

47

70

91

22

1

2,525

前回

6

8

12

2

46

31

3

37

31

27

39

9

2s

18

32

27

11

28

27

29

43

41

9

0

1,342

今回

15

20

16

16

IO

16

13

23

30

13

20

11

12

32

15

30

13

18

26

18

27

51

14

1

1,223

うち鳥獣

保護員

(14)

(17)

(14)

(11)

(s)

(16)

(12)

(19)

(30)

(11)

(19)

(lo)

(10)

(30)

(11)

(23)

(11)

(13)

(24)

(18)

(25)

(46)

(11}

0

(1,034)

今回の調査において は、分 科会検討員 よ り推薦 され た専門研究者 、及 び各都道府

県の協力 によ り鳥獣保護員 に対 し調査協力 を依頼 した。協力依頼対象者 中、1,233名

(うち鳥獣保護員1,034名)が 参加 ・協力 した(表1-3右 列)。 過 去2回 の調査 もあわ

せ ると、本調査に参加 した調査員 の数 は累計2,525名 である(表1-3左 列)。
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(4)調 査状況

①全国の調査状況

哺乳類 に係 る調査状況 は表1-4の とお りである。

なお 、本 調査で は、情報収集 にあたっては調査年度 の指定 をせず収集 を行 って

いるが、哺乳類 の分布図公表 にあたっては、戦後のデー タ(1945年 以降)の もの を

採用 し、1944年 以 前及び年度表記 のないデー タにっいては公表デー タか ら除外 し

た。従 って、特に断 りのない場合、本報告書の分布 図 ・集計値等 は戦後 のデー タ

を元に してい る。

また、当該分類群 のいずれかの種にっいて報告 のあった2次 メ ッシ ュをすべ て

表示 した ものを 図1-8に 示す。

表1-4哺 乳類調査状況総括表

調査対象種数

報告のあった種数

延べ報告件数*1

延 べ報告2次 メ ッシュ数*2

延 べ報告3次 メッシュ数*3

報告2次 メッシュ数*4

報 告3次 メ ッシ ュ数*5

調査員数

124(271)

108

26,902

12,104

22,164

2,668

10,709

1,223

*1

*2

*3

*4

*5

「あ る調査員」 か ら 「ある調査対象種」 について 「あるメ ッシュ」において 「ある

調査年月 日」に記録 された報告 を1件 としてカ ウン トされ た数の総合計

*1の うち、同一種 、同一メ ッシュ(2次 メッシュ)に おけ る情報を統合 して得 られた

延 べ数(種 別分布 図に記 され たプ ロッ ト数 の総合計)

*1の うち、同一種、 同一メ ッシュ(3次 メッシュ)に おける情報を統合 して得 られた

延 べ数

当該分類群のいずれ かの種 について報告のあった2次 メ ッシュ数(全 国:4,866メ

ツシュ)

当該分類群 のいずれかの種にっいて報告のあった3次 メッシュ数(全 国:386,555

メ ッシュ)
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②分布 図デー タの年代別状況

前記 の基準 に従 い採用 され 、分布 図に表示 されたデータの調査年代別 の内訳 は、

表1-5の とお りである。 ただ し、分布 図(図1-8)で は、全報告データの うち、同一

種、 同一2次 メ ッシュの報告については、最新のデー タをもって代表 させ集計 じて

い るため、分布図上のメ ッシュ合計値 と、表 の合計値 とは一致 しない。

表1-5分 布図デー タの年代別状況

データ収集時期

1945～1949年

1950年 代

1960年 代

1970年 代

1980年 代

1990年 代

2000年 代

デー タ数

5

414

456

1,785

7,900

243,574

84

比(%)

0.00

0.16

0.ig

O.70

3.11

95.81

0.03

合計 254,21810000

参考:分 布図作成に際 し、不採用 としたデー タの年代別状況

データ収集時期

1900年 代

1910年 代

1920年 代

1930年 代

1940～1944年

調査 年代 無 記入

デー タ数

615

207

7

2

11

884
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哺乳類の調 査協力対象者 は専門家 ・鳥獣保護員 ・大 日本猟友会(第4回 調査のみ)

に大別 され る。 その観 点か ら表1-5を 調査協力者別 に評価 す ると以下の とお りと

な る(表1-6)。 なお、猟友会提供 のデー タは、データの収集 に際 し、詳細な調査年

,月日の記録は行われていない。 このため、調査 実施年度 である1990年 を確認年 度

として入力 してい る。

表1-6分 布図データの年代別状況

データ収集時期

1940年 代

1950年 代

1960年 代

1970年 代

1980年 代

1990年 代

2000年 代

専門家撫 賢

5 0

1

448 鋲 8

1,742j43

7,539]361
ト

15.330125.040,
_一 」,

841 0

猟友会

0

0

0

0

0

203,204

0
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第2部 調査結果





1.分 布 図

第1部 で示 した ように、本報告 では過去の調査デー タも用 いて分布 図を作成 した。

調査対象種の集計 ・公表に関 しては亜種 ・シノニムの未整理 による煩雑 さを防 ぐため、

種単位で分布 図を作成 した(23ペ ー ジ 「調査対象種」の項参照)。 分布 図の配列は、分

類順(巻 末資料3「 調査対象種一覧」に示 された調査対象種 ・亜種の順)で ある。過去の

調査 を含 めた本調査 を通 じて報 告が得 られず、分布 図を作成 しなかったのは以下の6

種 である。

0010ナ ミハ リネズ ミ

0580オ オ カ ミ(注)

0720セ イ ウチ

0730ア シカ

0820カ ニ クイ ア ライ グマ

1050マ ス ク ラ ッ ト

また、以下の2種 については、今 回までの調査で報告 はあったが、調査年次が無記入、

もしくは1945年 以前のため、分布図 を作成 しなかった。

0220オ キナ ワオオ コウモ リ(注)

0400オ ガサ ワラア ブ ラ コ ウモ リ(注)

※ 注:改 訂 ・日本 の絶滅 の おそ れ の ある野 生生 物(2002)に お い て絶滅 種

分布 図の表示単位は2次 メッシ ュ(1/25,000地 形図1枚 の区画に相 当す る。お よそ10km

×10km)と した。2次 メッシュは□で表 し、1992年 以前 に生息確認 した場合 、1993年 よ

り新 しく生息確認 した場合 をそれ ぞれ 区別 して表示 した。分布図 に記 した メッシュは、

当該種 ・亜種が生息す ると報告 のあった2次 メッシュの位智 を示す ものであ り、そのメ

ッシュ全体 に分布す ることを意味 しない。また、必ず しも、分布地 の中心を示す もので

はない。

それぞれの種 ・亜種の分布図 には種 ・亜種 ごとに、得 られた情報量の評価 とその種 に

関す る特記事項 を付 した。得 られた情報量の評価は前回用いた 「分布パ ターンを表 して

いる」、「やや情報不足」、 「情報不足」に加 え、「判定不能」 を追加 し、4段 階 とした。基

準は下の とお りである。

「分布パ ターンを表 してい る」

従来か ら知 られている当該種の主たる分布 の8割 程度 の情報 が収集 された もの。 ま
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たは分布 の輪郭がおおむね把握 されたと判断 される もの。

「やや情報不足」 '9

従来 か ら知 られ ている当該種の主たる分布 をかな り表 しているが、分布 の輪郭 を表

す上で必 要な地域 か らの情報が欠けてい るな ど、完全 に表 した とはいい難 い もの。今

後 なお情報空 白地域の解消に努 める必要がある。

「情報不足」

従来 か ら知 られてい る当該種の主たる分布 の1割 程度 しか情報が得 られ なか った も

の。 または模 式産地な どの重要な分布地や周辺地域 の情報 がない ものなど、当該種あ

分布 を示す上で極 めて不十分な情報 しか得 られなかった もの。

「判定不能」

既存 の情報が極 めて少 なく、情報の充足の程度が判断で きない もの。

___1_...,.,,_._____.,_.______1____..____.___.___t.___._,__._..

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査》2002

0026Dチ ビ トガ リネ ズ ミ②

5。1。肋 加 渉∫∬ 加 。③

7メ ッシュ④RDBラ ンク 、VU⑤

分布パ タ_ン を表 して いる⑥

レッ ドデ ー タブ ックでは 亜種 で対象(醜 名 トウ⑦

キ ョ ウ トガ リネ ズ ミ)。

/

島

厘綴幣 葱
L___」

霧

分 布 図 凡 例 解 説

①:種 コー ド

②:和 名

③:学 名

④:情 報の得 られた2次 メッシュ数

⑤:レ ッドデータブックにおけるランク

⑥:情 報量の評価

⑦:特 記事項

⑧:平 成4(1992)年 以前に生息確認 した

メツシュ数

⑨:平 成5(1993)年 以降に生息確認 した

メツシュ数
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小

笠

原 、父島

群 、母島

島

2Sｰ

火
,,硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(115)
■1993一(56)

i3Sｰ 1000
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iasｰ 130ｰ 口 吟。

e5ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0060サ ド トガ リネ ズ ミ

Sorexsadonis

2メ ッシュRDBラ ンク:NT

分布 パ ター ンを表 して いる

礼文 島

穐()

利尻 昌.

奥尻島 ロ

択捉島

後島

乃 色丹島・'歯舞諸 島

司5。

40ｰ

40。

佐脇

35ｰ

隠岐

0

ごノ

。二 占島

]Sｰ

3Bｰ

対昭

壱岐9

五島列島詳

'ノ

甑島列島

大隅諸島oO

..e

.a

吐喝 嘲列 島'

ダ大
'㌦

之島
'秀 秀中永良部

詑㌔ 薪縄島
久米島

バ リ

与那国魏 鮮 宮古島

腫 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

八丈島

.鳥 島

30。

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

aｰ

火
。硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿蒙雪 一1992(0)
■1993一(2)

1～5。 i30ｰ 口5。 i十〇ｰ
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0070オ オ ア シ トガ リネ ズ ミ

30rθx召 η8召1ω1∂亡α5

109メ ッシュ

分布パ タ ー ンを表 して いる

北海道 にお いては広域分 布種 であるが、未記録 地

が多い。

礼文島
択捉島

45ｰ

利尻 島
ゴ

團

囲 囲

翻

口

毒 國
'轟

圏

匿i魍 囲

圏 囲

㌔

瞬㌔謂

国後島

3色 丹島
くフム'ザ歯舞諸島

σ 團

D

分 布確 認 年 代 別

翻 一1992(94)
■1993一(15)

40ｰ

39



itsｰ uoｰ X35ｰ 1鱒o Il5。

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0080カ ワ ネ ズ ミ

α1加∂rro8∂1θρ1∂わ!0θ助31∂

103メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

礼 文島

覧O

利尻 島.

奥尻島 σ

択捉島

後島

な1島

/Sｰ

400

o,

,

麟

40◎

佐渡φ
0

75ｰ

3Dｰ

対噌

壱 岐 δ

五島列島ノ 口

'ノ 畠

甑 島列 島

大隅諸 島 塾○

rsｰ

∵
吐喝嘲列島.

ダ大

努 擁

譜㌔ 薪 縄島
久米島

隠岐
0

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

ニ

ロL口 巴

ロ

馬 。 ●

ぜ
大0

ノ 。二 自 島

八丈島

.鳥 島

小

笠

原

群

島

1S'

与那国島驚 　

30ｰ

、父 島

、,母 島

rsｰ

火
、.硫黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

匿翻 一1992(43)
■1993一(60)

1～5。 13じ● 1350 口oo

40



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0090コ ジ ネ ズ ミ

Crocidurasvaveolens

7メ ッシ ュRDBラ ンク:NT

分布パ ター ンを表 して いる

対㍗

壱岐 β

五島列ン

!

ノ甑島列島

30ｰ

25ｰ

与那国島

先 島 諸

西表島

。ム

大隅諸 糧ノ 種子島

吐喝ロ刺列島
q屋 久 島

'o

e

奄

ド 大島

努 潅 之島

!轟 磐
久米島

美

諸

島

大東諸島
0

0

南大東島

ダ 石塩 宮鵠

分 布確 認 年代 別

一1992(3)

■1993一(4)

125ｰ 130ｰ
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35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0100オ ナ ガ ジ ネ ズ ミ

Oroo曲raカor5ffθ1dfゴ

10メ ッシュRDBラ ンク=NT

や や情 報不足

喜界 島 ・久米 島な ど既知 の11の 小島の情 報が欠

如。

対智

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ 大隅諸 も 隔 島

q屋 久 島

吐喝 嘲 列 島'・

25ｰ

'秀

愈 臨 轟 亀島
久米島

与鍵 難 垣蜜宮古島
西表島

奄

鑑 島 美
諸

1■ 徳 之 島

ダ 日沖永良部 島

大東諸島
a

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

0-1992(4)
■1993一(6)

125ｰ 130ｰ

42



1350

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0110ジ ネ ズ ミ

OroOld〃r∂d3f、 ηθZα〃ノ

206メ ッシュ

分布 パ ターンを表 し二ている

400

15ｰ

30ｰ

t5ｰ

与那国野黛

対噌

韓 『

珊 島ノ 嘆

証島列島 ぐ

大隅諸島6

久島∵

吐喝嘲列島・

ダ大

㌦鵡
ノ発 ら中永良部

譜㌔ 誤縄島

粥
へ宮酷

115ｰ

隠 岐

O
㊨

巳

画1.

二 田 『'

㌶ 種子島

奄

美

諸

島

大東諸島
よ南大東島

1;oo

43

1/pｰ

礼文 島

穐o

利鴎

召奥尻 島

佐脇

%

,、

,
・蝋

・二
。8,

.早
'

函
.

腸

ゆ

■

働 琶

'巳 日

齪"

i…ε 大

'。 三占 島

・馬

八丈島

iaSｰ

.鳥 島

欝

艦 島

450

4gｰ

1Sｰ

7Bｰ

小

笠 ・
.

原 、父島"

群 、,母島

島

25ｰ

火 硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

匿蓬麹 一1992(129)

■1993一(77)

tSSｰ 日o●



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0120オ リイ ジ ネ ズ ミ

Crociduraorii

2メ ッシュRDBラ ンク:EN

分布 パ ター ンを表 して いる

徳 之 島の情 報が 欠如。

30ｰ

対智

壱岐 β

五島列ン

!

鵠 列『 ぐ

大隅諸
も!種 綿

吐喝嘲列島 ∵

榔 ・藩
餐 い 沖永良部

鴨 轟 亀島
久米島

25ｰ

与癬.薦 垣蜜宮古島
西表島

屋久島

奄

美

諸

島

125ｰ

大東諸島
O

v

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

圏 一1992(2)

■1993一(0)

130ｰ

44



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0130ジ ャ コ ウ ネ ズ ミ

SuncusIDurinus

23メ ッシュ

分布パ ター ンを表 して いる

奄美大 島 ・伊 江 島な ど既知 の9島 の情報が欠如。

対智

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐 喝 劇 列 島'・

25ｰ

教 島
努

評 徳之島

轟 轟:讐
久米島

先 島 諸 竜

与那鴎 画 掩 鵬 宮古島

西表島

奄

美

諸

島

大東諸島
0り

南大東島

分 布確 認 年 代 別

圏 一1992(16)
■1993一(7)

125ｰ 130ｰ

45



115ｰ i3Sｰ 胴o。 1司5。

司50

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0140ヒ メ ヒ ミズ

肋 θoodo刀 ρ〃 か05亡r13

104メ ッシュ

分 布パ タ ーンを表 して いる

礼文 島

穐o

利尻亀

奥尻 島 σ

択捉島

後島

ん 色丹島
・'歯舞諸島

/$ｰ

4pｰ

面

口

lo。

佐脇

, 7Sｰ

隠岐
0

'色o

大野

.'。 三 山 島

35ｰ

対昭

壱岐 贔

五島列島話

八丈島

30ｰ

.鳥 島

30ｰ

'!

甑島列 島

大隅諸 島oO

..G

.G

吐喝噺列 島'

♂大

緊 之島
'秀 ら中永良部

愈礁 薪 縄島
久米島

ゐ り

与那国親 絆 宮古島

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、,母島

島

25ｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(73)

■1993一(31)

iasｰ 110ｰ i75ｰ iaaｰ

46



125。 iaaｰ i3Sｰ 1400 1450

G50

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0150ヒ ミ ズ

砂0亡r10加3亡a1Pof(1θ3

399メ ッシュ

分布パターンを表 して いる

新潟県粟島 ・山口県見島 ・長崎県五島列島など、

島喚部の情報が欠如。

礼 文島

穐Q

利尻昌,

口奥尻島

択捉島

後島

な 二島

45。

十aｰ

魅

,

o層

40。

35ｰ

対曜

壱岐9

五島列島♂ ・§P

隠岐

♂

佐脇
.

.含"

圃…巳',●

岬4

田

皿

9馳

鶉

0

田 母

■

ｩr

。大

ノ 三自 島0

八丈島

7Sｰ

30ｰ

.鳥 島

30ｰ

'ノ

甑 島列 島

大 隅諸島oO

.o"

吐喝嘲 列島・

♂大

㌦之島
'鄭 ら中永良部

譜㌔ 薪 縄島
久米島

バ リ

購 撫 　

謝

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
げ

南大東島

小

笠,.

原 ㌔父 島

群 、,母島

島

!Sｰ

火
、,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿墾 一1992(242)
■1993一(157)

iasｰ iioｰ i3Sｰ 1司o。
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issｰ 13Sｰ iiOｰ 145。

,s,

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0160ミ ズ ラ モ グ ラ

亙αrOsoaP亡or1〃fz召r8

53メ ッシ ュRDBラ ンク:NT

分布 パ ター ンを表 して いる

京都 ・広 島な どの情報 が欠如 。

礼文 島

馳o

利尻亀

奥尻島 σ

択捉島

後島

κ讃

/Sｰ

400

40.

35ｰ

1Bｰ

対噌

壱岐o

五島列島話

'ノ

甑島列島

大隅諸島oO

o

.o

吐喝 噺列島・

♂大
』 ㌦

之島
'秀 秀中永良部

～㌔ 薪縄島
久米島

隠岐
0

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

佐脇

9.灘

彊 皿

0

ノ 。二 占 島

八丈島

.鳥 島

75ｰ

をう　

与那国糠 浦 宮古島

3Bｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

25ｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年代 別

匿嚢鋼 一1992(36)

■1993一(17)

irsｰ 130ｰ 傭50 月o。
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35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0170セ ン カ ク モ グ ラ

漏θ3・3・艇 ・r〃・カ1d∂1

1メ ッシュRD8ラ ンク:CR

分布パ タ ー ンを表 して いる

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島.・

25ｰ

臨1

ノ秀

愈 臨 訴 縄島
久米島

奄

紘 島 美
諸5

げ 徳之島

ノ 。沖永良部 島

大東諸島
a

O

南大東島

惹 鵜;L噛
西表島

分 布確 認 年 代 別

[藝ヨ ー1992(1)■
1993一(0)

125ｰ 130ｰ

49



1250 i3aｰ

ISｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0180ア ズ マ モ グ ラ

MogeraI-DalZu1D11

219メ ッシ ユ

分 布 パ ター ンを表 して いる

広 域分布 種 であ るが、本 州 中部以北 では未記録地

が多 い。 。

40。

35ｰ

30ｰ

対曜

壱岐5

五島列島ノ

'/

甑 島列 島

大隅諸 島ｰo

∵
吐喝嘲列 島・

ダ大
'鴫

鳩
'秀 ら中永良部

譜㌔ 薪 縄島
久米島

コジ

与那国燃 評 宮古島

隠岐
0

脾 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
げ

南大東島

4

125。 130ｰ

50

!40。 M5。

礼 文 島

穐()

利鴎

奥尻島 σ

佐脇

o

覧

口'・

,♂ 巳'

二

択捉島

後島

z讃

rr

r

・ 講
. .ロ

日 口

層

ご 大ノ

。三 占 島

八丈島

.鳥 島

ISｰ

司o。

7Sｰ

婁o●

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、,母島

島

zsｰ

火
,,硫黄島

列島

分 布確 認 年 代 別

屋翻 一1992(70)
■1993一(149)

iiSｰ 1司oo



itsｰ 135ｰ i<aｰ Ii5ｰ

45◎

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0190サ ドモ グ ラ

鞠 θr∂オαを〃o偽θ

18メ ッシ ュRDBラ ンク:VUNT

分 布パ ター ンを表 して いる

亜種 エチ ゴモ グラVU/亜 種 サ ドモグ ラNT。

礼 文島

、o

利尻 場.

奥尻島G

択捉島

後島

艦 島

45。

40●

/pｰ

佐脇

75ｰ

ユ50

対解

壱岐 ゆ

五島列島ノ

隠岐
0

30ｰ

r

甑島列島

僻 子島大隅諸島oO

久島

吐喝嘲列 島6

♂大

㌦之島
'灸～ 秀中永良部

詑㌔鹸
久米島

バ リ

与那謂 鮮 宮古島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

0

.～ 二 占 島0

0

八丈島

.鳥 島

小

笠

原

群

島

30ｰ

、父 島

、,母 島

2Sｰ

火
ひ硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿嚢】 一1992(3)
■1993一(15)

115ｰ 1300 i3Sｰ 日oo

51



iaｰ X30ｰ 135ｰ

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0200コ ウ ベ モ グ ラ

Mogerawogura

203メ ッシュ

分布 パ タ ーンを表 して いる

広 域分 布種 で あるが、 本州 西部 ・四国 ・九州 では

未 記録 地が 多い 。

110ｰ

礼文島

穐o

利尻亀

奥尻島G

145。

択捉島

後島

な 二島

eSｰ

4pｰ

40。

佐脇

35ｰ

隠岐
4

国
ロ ロ

回

対瑠

壱岐 ゆ

五島列島ノ

雷

… 。 大

ノ 三 白 島0

'ノ

甑島列島

大隅謡島♂ 種子島

久島

吐喝痢列 島・

4

3Qｰ

轟
㌦鳩

'鈷 ら中永良部

譜㌔ 薪 縄島
久米島

奄

美

諸

島

大東諸島
げ南
大東島

八丈島

.鳥 島

3Sｰ

33ｰ

aｰ

与那国麹 斜 宮古島

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

aｰ

火
,,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

[一1992(89)

■1993一(114)

ItSｰ 130ｰ 135ｰ 110ｰ

52



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0210ク ビ ワ オ オ コ ウ モ リ

P孟θr・Pα5d∂5遡 〃〃3

22メ ッシ ュRDBラ ンク=CR

やや情 報 不足

沖縄 島 ・石垣 島 ・西表 島 ・与那 国島 ・宮古 島 ・伊

良部 島で情報 不足、 または欠如 。ダイ トウオオ コ

ウモ リ ・エ ラ ブオオ コ ウモ リCR。

対留

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅靴

。!種 子島

吐嚇 』列島 帯 屋久島
躍

奄

25ｰ

先 島
　

与那国島

紘 島
努 漏 之島

♂ 圃沖 永 良部

◎ 臨 轟 亀島
久米島

諸.磁

.心吃 聴 宮古島

西表島

美

諸

島

大東諸島

南大東島

分 布確 認 年 代 別

一1992(13)

■1993一(9)

125ｰ 130ｰ

53



0 島

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0230オ ガ サ ワ ラ オ オ コ ウ モ リ

P亡θrOPα3ρ5θ1∂ρ加 盟

3メ ッシュRDBラ ンク:CR

やや情 報不 足

母 島にお け る調 査 が必要 。

・鳥 島
30ｰ

小

竺
」」∠一 凡

原 塵父島

群 翫母島

島

25ｰ

火

列
島

・・硫 黄 島

團

分 布 確 認 年 代 別

匿垂1-1992(1)
■1993一(2)

140ｰ 145ｰ

54



11Sｰ uoｰ 口5。

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0240キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

勧f刀01ρρ加31『θrr㎜θqαf刀α〃

190メ ッシュ

情報不足

多 くの府 県で情報 が欠如 または不足(調 査 が行 な

われて いない)。

礼 文島

穐()

利尻亀

奥尻島 σ

択捉島

後島

な離島

i5ｰ

婦o

・誕 、
.

i';爵

400

3Sｰ

対解

壱岐5

五島列島ノ

隠岐

@o

口

ρ

佐脇

口

o

o

■

ノ 三鵠
0

八丈島

3Sｰ

,oo

.鳥 島

30ｰ

'/'
鴨

甑 島列 島

大隅諸 島'(密

.σ ら

吐喝嘲列 島●

ダ大

㌦ 之島
'発 ら中永良部

磯礁 薪縄島
久米島

わ り

購 驚 　

腫 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
よ

南大東島

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、母島

島

tSｰ

火
.硫 黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

翻.一1992(100)

■1993一(90)

itSｰ 13ザ 口5◎ 1400
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itSｰ 130ｰ ilSｰ 145。

459

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0250コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

勧f12010P加3001rη 〃亡α5

124メ ッシュRDBラ ンク:VU

情報不 足

多 くの府 県 で情報 が欠如 または不足(調 査 が行 な

わ れてい ない)。 また 島嗅部 も情報 不足。 オ リイ

コキクガ シラ コウモ リVU。

礼 文島

穐o

利鴎

奥尻島 σ

o

択捉島

後島

な 離島

/Sｰ

40●

♂ 略

ol⊃ ㎎o

+oｰ

佐脇

75ｰ

3S'

30ｰ

aｰ

対曙

壱岐5

五島列島ノ

'!

甑島列 島

器
日

s

隠岐
0

糠 輪 雷種子島

G

O

吐喝嘲 列島'

ヂ大

竪鵡
'秀 ら中永良部

§礁 薪 縄島
久米島

繍 喩 　

久島

奄

美

諸

島

a

大東諸島
げ
南大東島

。急

2二 占島O

a

八丈島

・■

.鳥 島

30●

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

asｰ

火
ひ硫黄島

列島

分 布確 認 年 代 別

匿嚢}一1992(64)
■1993一(60)

t25ｰ i30ｰ 175ｰ 1司o。
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35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0260オ キ ナ ワ コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

R舳010蜘3Pα 〃f1〃3

7メ ッシ ュRDBラ ンク:CREN

情報不足

沖縄 島内で の分 布の一部 しか情報 がな い。 ミヤ コ

コキクガ シラコ ウモ リCR/オ キ ナ ワコ キクガシ

ラコ ウモ リEN。

対馬〆

壱岐 β

五島列γ

!

甑島列島

30ｰ 大隅諸 ℃ 紬 島

q屋 久 島

吐 喝 劇 列 島 ・

奄

25ｰ

'iら

曝.

◎"'

久米島

先 島 諸 、 込

与那国島,ダ 石塩 宮古島

西表島

〆 夫島 藷
ヴ 徳之島

島罪 ・沖永良部

瞬轟 亀島 大東諸島
O

O

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

0-1992(3)
■1993一(4)

125ｰ
130ｰ

57



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0270ヤ エ ヤ マ コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

ノz力fη010Pカ〃5Pθr(1f亡α5

5メ ッシ ュRDBラ ンク=VUEN

や や情 報 不足

石 垣 島 ・西表 島の1青報 が不足 。イ リオモ テコキ ク

ガ シラ コ ウモ リW/ヤ エヤ マコキクガ シラコ ウ

モ リEN。

対留

壱岐 β

五島列ン

1

甑島列島

30ｰ
大隅諸 ・。 葡 島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島 ●σ

25ｰ

.紘 島
5努 げ 徳之島

愈㌔ 轟 弊
久米島

先 島 諸 磁
宮古島与那国島

.轟 ・石垣島

西表島

奄

美

諸

島

大東諸島
a

O

南大東島

分 布確 認 年 代 別

D-1992(3)■
1993一(2)

125ｰ 130ｰ

58



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0280カ グ ラ コ ウ モ リ

伽P・31dθr・5亡 即f3

4メ ッシュ.RDBラ ンク:EN

やや情 報不足

与那 国島の情報 が欠如 。石垣 島 ・西表 島の情 報が

不足 。

対馬〆

壱岐 β

五島列㍗

!

甑島列島

30ｰ 大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐喝 劇 列 島Gσ

25ｰ

紘 島
努 潅 之島

ダ ・沖 永 良 部

愈 臨 轟 電島
久米島

与鍵 髄 ぎ鵬
西表島

奄

美

諸

島

大東諸島
O

O

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

國 一1992(3)
■1993一(1)

125ｰ 130ｰ

59



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0290ク ロ ア カ コ ウ モ リ

吻0亡f3for盟05〃5

1メ ッシ ュRDBラ ンク:DD

情報 不足

対馬 か らのみ記録 。迷入 の可能 性が ある。

対ヤ

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

!

甑島列島

大隅諸 溜 種子島

吐喝劇列島 ∵

紘 島
榔 漏 之島

肇 い 沖永良部

叫 轟 電島
久米島

25ｰ

与鍵 難 垣齢宮古島
西表島

屋久島

奄

美

諸

島

大東諸島
O

O

南大東島

分 布確 認 年 代 別

一1992(1)

■1993一(0)

125ｰ 130ｰ

60



it5ｰ 13む¢ 1?Sｰ 1/8ｰ

450

哺乳類分布図
種め多様性調査(動 物分布調査)2002

0300モ モ ジ ロ コ ウ モ リ

吻0亡ゴ51ηaorodao亡γ1〃5

101メ ッシュ

情報 不足

多 くの府 県で情報 が欠 如 または不足(調 査 が行 な

わ れてい ない)。 また島喚部で の情報 も不足 。

礼 文島

、o

利尻統

奥尻島 σ

口

択捉島

後島

な離島

450

40.

悔

D'

o

4r

佐%

隠岐
e

ロロ

ロ ゆ
35ｰ

.'二 白 島O

a

3Sｰ

30。

対解

壱岐 ゆ

五島列島ノ

'～'

甑島列島

大隅諸 島 、o

二∵

吐喝曙列 島G

ヂ大

㌦ 之島

づら 吟中永良部

母礁 藩縄島
久米島

ハ リ

与那国鰹 鮮 宮古島

辞 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島

甫大東島

口
八丈島

.鳥 島

7Aｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

aｰ

火
ひ硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

匿翻 一1992(48)

■1993一(53)

12Sｰ 130ｰ 13Sｰ 1/0ｰ

62



140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0310ド ー ベ ン トン コ ウ モ リ

吻oオf3d8召 わθη伽ff

8メ ッシ ュRDBラ ンク:VU

情 報不足

北 海道 の情 報 が不足 。

45ｰ

礼文島
勺
()團

利尻島
oｰ

圏

園

騒

團 瞬

択捉島

国後島

ジ 色丹島
a

拶
・ 歯 舞:諸 島

U

D

分 布確 認 年 代 別

匿翻 一1992(8)
■1993一(0)

40ｰ

62



140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0320ホ オ ヒゲ コ ウ モ リ

妙o亡f3〃y3亡 ∂o加3

2メ ッシュRDBラ ンク=VU

情報 不足

北 海道 の情報が不足 。

45ｰ

礼文島
博
()

利尻島
oｰ

圏

択捉島

国後島

∴ 色丹島
でノ'

・ 歯 舞 諸 島

σ

D

分 布 確 認 年代 別

睡覇 一1992(2)
■1993一(0)

40ｰ

63



日oo 1<Sｰ

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0330ヒ メ ホ オ ヒ ゲ コ ウ モ リ

吻0亡f3f左Olηη1左07f

47メ ッシ ュRDBラ ンク:ENVUDD

情報 不足

多 くの地域 で情報 が欠如 または不足 。エ ゾホオ ヒ

ゲ ・シナ ノホ オ ヒゲrヒ メホ オ ヒゲEN/フ ジホ

オ ヒゲVU/オ ゼ ホオ ヒゲDD。

礼文島

穐(9

利尻 昌.

奥尻島 σ

D

%魅o

択捉島

後島

な賭

aSｰ

40。

試.
.

.・'醤

40◎

佐脇

1S'

隠 岐

⑳o
Q大

ノ 三 山島
0

3Sｰ

33ｰ

対昭

壱岐o

五島列島ノ

'～'

甑 島列 島

大献b僻
久島

吐 喝嘲列島●

♂大

㌦鳩
'努 曽中永良部

譜㌔ 誤縄島
久米島

ハ ゆ

与那国鰹 籍 宮古島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

八丈島

.鳥 島

70ｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

aｰ

火
◎硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

瞬嚢1-1992(38)
■1993一(9)

iaｰ 130ｰ iasｰ 1/0ｰ
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1400 口5。

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0340ク ロ ホ オ ヒ ゲ コ ウ モ リ

〃0亡f5ρ 溜f1205〃3

8メ ッシ ュRDBラ ンク:EN

情 報不足

多 くの地 域で情報 が欠如 また は不足(調 査 が行 な

われ ていない)。

礼文島

、o

利尻 昌.

奥尻島G

択捉島

後島

なll島

45◎

40。

400

佐脇

7Sｰ

隠岐
0

も 大

.～ 二 出 島0

35ｰ

対昭

壱岐 か

五島列島ノ

八丈島

11ｰ

.鳥 島

30ｰ

'!

甑島列島

大隅諸島oO

C

.C

吐喝嘲列 島'

♂大

㌦ 之島
'iら 吟中永良部

§礁 薪 縄島
久米島

ゐ 　

与那国騰 鳶　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

aｰ

火
レ硫黄島

列

分 布確 認 年 代 別

一1992(8)

1993一(0)

iiSｰ i70ｰ i35ｰ
lloo

65



izsｰ iaoｰ USｰ 140。 iasｰ

<5ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0350カ グ ヤ コ ウ モ リ

吻0亡f3fra6θr

43メ ッシ ュRDBラ ンク:VU

情 報不足

多 くの地:域で情報 が欠如 または不足(調 査 が行 な

われて いない)。

礼 文島

穐(9

利尻亀

奥尻島 σ

0

恵

口

ppc

ｩp

択捉島

後島

ん 色丹島
・'歯舞諸 島

<Sｰ

十〇ｰ

d

紫

40。

佐脇

15ｰ

隠岐

O

大
ご

ノ 。三出島

]S'

3Dｰ

対呼

壱 岐 贔

五島列島ノ

'ノ

甑島列島

大隅諸島 oJti

∵
吐喝剛列島・

ダ大
'緊

之島
'秀 ら中永良部

愈礁 薪 縄島
久米島

ゐ り

与那国言喩 　

腫 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
げ南大東島

八丈島

.鳥 島

1Bｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

aｰ

火
,,硫 黄島

列

分 布確 認 年 代 別

匿嚢】 一1992(39)
■1993一(4)

125。 130ｰ i7Sｰ 140。

66



170ｰ 昭50 日o◎ 口50

15。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0360ノ レ ン コ ウ モ リ

妙0亡f5刀a亡 亡θrθ1ゴ

19メ ッシュ 、RDBラ ンク:EN

情 報不 足

多 くの地域 で情報が欠如 また は不足(調 査 が行 な

われ てい ない)。

礼文 島

穐o

利尻 昌.

奥尻島 σ

択捉島

後島

な 繋島

i5ｰ

400

O

40。

佐脇

75ｰ

隠 岐

㊧o
。大

」 三出 島
'ひO

o

3Sｰ

30ｰ

対啄

壱岐 δ

五島列島湧

'!

甑 島列 島

大隅諸 島 品○

.oq

吐喝嘲列 島・

ダ大

㌦ 之島
'秀 吟中永良部

母幾 盛縄島
久米島

ゐ り

与那国量愉 　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
げ南大東島

八丈島

.鳥 島

aoｰ

小

笠.

原 、父 島

群 、,母島

島

aｰ

火
,,硫 黄 島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(15)

■1993一(4)

iasｰ i30ｰ t35ｰ 胴o。

6?



125' 130'

45'

聴
哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0370ア ブ ラ コ ウ モ リ

1)ノP/5かθ〃z15∂ わr∂加〃3

219メ ッシュ

情報不足

調査が行 われてい る地 域 とそ うでない地域 が明瞭

にわかれて い る。

tao'

礼文島

穐o

利尻亀

奥尻島 σ

145'

択捉島

玉後島

なll島

45'

40・

●

AD'

佐脇
.

,日
ロ

く

35'

30'

対留

壱岐 轟

五島列島ノ
o

隠岐
0

'/

甑 島 列 島 。.

大隅嘉輪 爵種子島

。 島
ロ リ

吐喝嘲列島

謝 島

び 戦

奄

美

諸

島

3

大東諸島
0

南大東島

⑲,

ti

●

顧

9

葛

ご

.'。 二 島

八丈島

.鳥 島

35'

25'

30'

与那国島 転 垣鉾 古島'西表島

125'

　

　

小

笠 、

原 、父島

群 、、母島

島

130'

25'

火
。硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿莚爵 一1992(66)
■1993一(153)

＼

135'

へ

＼
140'

68



usｰ 1/0ｰ 胴5。

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0380モ リア ブ ラ コ ウ モ リ

Pipistrellusendoi

13メ ッシ ュRDBラ ンク:EN

情報不足

多 くの地域 で情報 が欠如 または不足(調 査が行 な

わ れてい ない)。

礼文島

飛o

利尻 昌.

奥尻島 ロ

択捉島

後島

z讃

45。

ioｰ

o

40。

佐脇

7Sｰ

対昭

壱岐5

五島列島ノ

'!

甑 島列 島

大隅諸島'や○

.σ ◎

吐喝嘲列島・

編之島
'秀 ら中永良部

∴ 薪縄島
久米島

隠岐

⑳ρ

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

駆

30ｰ

大東諸島
げ南大東島

ノ 三鵠O

e

八丈島

。鳥 島

7Sｰ

ハ の

与那国魏 緋 宮古島

aoｰ

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、.母島

島

aｰ

火
.硫 黄島

列島

分 布確 認 年 代 別

匿覇 一1992(11)
■1993一(2)

,aｰ uoｰ 13Sｰ 日o●

69



125ｰ 135ｰ 140。 1曙5。

450

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0390オ オ ア ブ ラ コ ウ モ リ

Pipistrellussavii

3メ ッシュRDBラ ンク:DD

情報 不足

過去 の記録 は迷入個体 の可能性 が高 い。

礼文 島

穐Q

利尻 昌.

奥尻 島 σ

択捉島

後島

ん 色丹島
・'歯舞諸島

e5ｰ

400

400

佐脇

35。

隠岐

⑳o

。大

ノ 二占島
O

e

3f'

対昭

壱岐5

五島列島ノ

八丈島

30ｰ

.鳥 島

aaｰ

'!

甑 島列 島

大献 』僻
久島

吐喝嘲列 島・

♂大

緊 之島
'努 曽中永良部

譜㌔ 薪縄島
久米島

ゐ り

与那国書喩 　

奄

美

諸

島

大東諸島
ず南大東島

小

笠

原

群

島

』父 島

、.母 島

aｰ

火
,,硫黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

翻 一1992(3)
■1993一(0)

11Sｰ 130。 i35ｰ uoｰ

70



140ｰ 1145.

～

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0410ヒ メ ホ リカ ワ コ ウ モ リ

βρ亡θ3ゴoα5ηf1550刀1f

8メ ッシュRDBラ ンク:EN

情報 不足

道 内の多 くの地域で情報 が欠如 または不足(調 査

が行 なわれてい ない)。

45ｰ

礼文島

勺
()醒

択捉島

国後島

利尻島
O

口

翻

睡
ジ 色丹島

でゴ
・ 歯 舞諸 島

翻

σ

D

40ｰ

愉
分 布 確 認 年 代 別

匿璽麹 一1992(6)

■1993一(2)

71



Ii5ｰ i3Sｰ 1/pｰ 145。

45.

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0420ク ビ ワ コ ウ モ リ

亙ρ亡θ5foα3。ブ∂ρ0刀θη3f5

4メ ッシュRDBラ ンク:EN

情報 不足

多 くの地域 で情報 が欠如 または不足(調 査 が行 な

われ てい ない)。

礼文島

陣o

利尻鳥.

奥尻島G

択捉島

後島

な 繋島

e5ｰ

司oo

40◎

佐脇

35。

3Sｰ

対解

壱岐 ゆ

五島列島ノ

'!

甑島列 島

大隅諸 島'

..G

O

吐 喝痢列 島'

♂大
嚇 緊

之島
'努 ら中永良部

∴ 薪縄島
久米島

隠岐
0

30。

も 宏種子島
久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

大
ご

.'。 二 占 島

八丈島

.鳥 島

30ｰ

ハ リ

与那魏 繋 宮古島

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

rsｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

屡嚢】 一1992(4)
■1993一(0)

iiSｰ i30ｰ i35ｰ 140。

72



t2Sｰ 17Sｰ 140。 IiSｰ

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0430ヤ マ コ ウ モ リ

珈0亡∂1召3∂yfa亡or。

38メ ッシュRDBラ ンク=VU

情報不 足

多 くの地 域で 情報 が欠如 または不足(調 査が行 な

われて いない)。

礼文 島

、○

利鴎

奥尻島 σ

o

択捉島

後島

ど讃

45。

400

イo◎

佐脇

35ｰ

対昭

壱岐 δ

五島列島ノ

口'!

甑島列 島

大隅諸 島'oO

..G

.Y

吐喝嘲列 島'

ダ大

㌦之島
'発 ら中永良部

詑㌻ 誤縄島
久米島

隠岐
0

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

巳

顧 幽

竃

o大

ノ 三鵠0

30●

大東諸島
O

南大東島

八丈島

.鳥 島

3Sｰ

ね り

与那国麹 辮 宮古島

30。

小

笠 、

原 』父島

群 、.母島

島

ssｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

睡墾 一1992(27)
■1993一(11)

itsｰ 130ｰ i15ｰ 140。

73



i3Sｰ uaｰ 145◎

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0440コ ヤ マ コ ウモ リ
●

〃o亡∂加5fαr碗13

5メ ッシ ュRDBラ ンク:EN

情 報 不足

多 くの地域 で 情報 が欠 如 または不足(調 査 が行 な

われ て いな い)。

礼文 島

、o

利鴎

奥尻島 σ

欝

艦 島

45。

400

圃

40●

佐脇

35ｰ

隠岐
0

7Sｰ

対昭

壱岐o

五島列島ノ

ノ ニ鵠0

・、

八丈島

100

.鳥 島

30ｰ

'ノ

甑島列島

大隅諸島'oO

a

.a

吐喝嘲列 島・

ダ大

藩之島
'秀 ら中永良部

～㌻ 盛縄島
久米島

ゐ り

購 愉 　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南
大東島

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

aｰ

火
,,硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

匿嚢1-1992(5)
■1993一(0)

It5ｰ i30ｰ 17Sｰ 1400

74



125ｰ 13Sｰ 140。 i/$ｰ

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0450ヒ ナ コ ウ モ リ

晦5Pθr亡flfo5μ ρθr8η5

27メ ッシュRDBラ ンク:VU

情 報不足

多 くの地 域で情報 が欠如 または不足(調 査 が行 な

われて いない)。

礼 文島

穐o

利 尻 鳥.

奥尻島G

択捉島

後島

な 二1島

/Sｰ

40。

"

Ot3

,

40。

佐脇

き50

隠岐
0

◎ 大

.～ 二 自 島
O

e

]Sｰ

対啄

壱岐 ρ

五島列島ノ

八丈島

30ｰ

.鳥 島

3aｰ

aｰ

'!

甑島列島

大隅諸島oO

..e

.a

吐喝嘲 列島'

♂大
● 鴇

之島
'努 ら中永良部

母礁 薪 縄島
久米島

与那国讐 　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
げ

南大東島

小

笠

原

群

島

、父 島

、.母 島

25ｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

一1992(13)

■1993一(14)

IPSｰ 130ｰ 口5● 1400

75



It5ｰ i30ｰ 1/0ｰ 1/Sｰ

450

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0460チ チ ブ コ ウ モ リ

βarわa5亡亡θ11a1θ 〃cαηθ1a5

19メ ッシュRDBラ ンク:VU

情報不足

特に本州において情報が欠如または不足(調 査が

行 なわれていない)。

礼文島

穐Q

利鴎

奥尻島 ロ

ゆ
魅

0

択捉島

後島

猛 島

45。

/pｰ

o

口
o

/8ｰ

佐脇

1Sｰ

隠岐
0

isｰ

対馬5

壱岐5

五島列島ノ

'ノ

甑島列島

大隅諸島 o

.'◎ ◎

吐 喝劇列 島●

轟
㌦之島

'iら
.吟 中永良部

譜㌔ 評縄島
久米島

僻 子島

久島

.～ 二 白 島
O

e

30●

バ リ

与那国鰹 絆 宮古島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南
大東島

八丈島

.鳥 島

33ｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

tSｰ

火
,,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿鋼 一1992(18)

■'1993一(1)

itsｰ 130● 135ｰ 1/0ｰ

76



12Sｰ 130ｰ 140。 145。

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0470ウ サ ギ コ ウ モ リ

P1θoo亡召5aαrf亡α5

49メ ッシュRDBラ ンク=VU

情 報不足

多 くの地域 で情報 が欠如 または不足(調 査 が行 な

われてい ない)。

礼文島

穐(9

利鴎

奥尻島G

o■ ㌧

択捉島

後島

z讃

45。

/@ｰ

秘
自

oo

400

佐脇

75ｰ

隠岐

0

皿
f-

大
ご

ノ 。二占 島

1Sｰ

対昭

壱岐5

五島列島ノ

口 ■1

八丈島

70ｰ

。鳥 島

3Bｰ

'/

甑島列島

大隅諸 島 や○

.,a

.a

吐喝嘲列 島'

♂大

㌦之島
'努 巧中永良部

愈礁 魏
久米島

わ り

与那魏 辮 宮古島

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
よ

南大東島

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

火

列 ・島

2Sｰ

硫 黄島r

分 布確 認 年 代 別

翻 一'1992(27)
■1993一(22)

1259 130● 瞳5●
140。

77



IfSｰ 135ｰ 日o。 胴5。

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0472ユ ビ ナ ガ コ ウ モ リ

班.ηfρρ亡θ溜3f召1f8fη05π5

60メ ッシ ュ

情 報不 足

多 くの地域 で情報 が欠如 または不足(調 査が行 な

われ てい ない)。

礼文島

穐o

利尻 昌.

奥尻島G

択捉島

後島

ん 色丹島
・'歯舞諸島

<Sｰ

00。

40●

佐脇

口,
7Sｰ

隠岐
e

ご

ノ 。二 占島
口

3Sｰ

aoｰ

対昭

壱岐 β

五島列島ノ

'秀

譜㌔飾
久米島

ハ リ

与那国量喩 　

日'

'～'
画

甑 島列島

大隅諸 島' o

∵
吐喝嘲列島'

ダ大
'鴫

之島

吟中永良部

膵 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

八丈島

.烏 島

3●。

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

!Sｰ

火
,、硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿嚢彗 一1992(32)
■1993一(28)

125◎ X30ｰ 13Sｰ iioｰ

78



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0480リ ュ ウ キ ュ ウユ ビ ナ ガ コ ウ モ リ

Miniopterusfuscus

10メ ッシ ュRDBラ ンク:EN

やや情報 不足

多 くの地 域で情報 が欠如 または不足(調 査 が行 な

われて いない)。

鳩 〆

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

r

甑島列島

大隅諸 溜 種子島

吐喝劇列島 ∵ 屋久島

25ｰ

先 島 諸 、

与那国島

西表島

奪飼 ∵
久米島

鴫 雷 宮古島

努 ㌧斎
餐 磨 沖永良部

轟 縄島

奄

藷
島

大東諸島
O

南大東島

分 布確 認 年 代 別

一1992(4)

■1993一(6)

125ｰ 130ｰ

79



12Sｰ X35ｰ
140。 145。

/Sｰ

哺乳類分布図
種 の多様性調査(動 物分布調査)2002

0490デ ン グ コ ウ モ リ

〃勘rノ,η∂1θZ!0ρ8ヨ3オθr

62メ ッシ ュRDBラ ンク:VU

情報 不足

多 くの地域 で情 報 が欠 如 また は不足(調 査 が行 な

われ ていな い)。

礼 文島

穐()

利尻亀

奥尻島G

幽

♂評

o

業
なll島

45。

IBｰ

/0ｰ

佐脇

7fｰ

30ｰ

対留

壱 岐 鼻

五島列島ノ

努

!瀞 縄島
久米島

'!

甑島列島

大隅諸島

∵
吐喝嘲列島・

♂大
● ㌦

之島
ブし
沖永良部

`o

口

o

や○

隠岐

O

腫 子島

久島

奄

美

諸

島

口

大東諸島
0南大東島

0

ノ 。三占島

八丈島

。鳥 島

3S'

aｰ

与那国鰹 撫

0㌧ 宮古島

3Bｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

aｰ

火
。硫黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

1嚢ヨ ー1992(39)

■1993一(23)

itsｰ
日o● 135。 日o◎
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itSｰ i3Sｰ 口5◎

45.

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0500コ テ ン グ コ ウ モ リ

〃口rf刀a召53αrノθηsf3

77メ ッシュRDBラ ンク:VU

情報 不足

多 くの地域で 情報 が欠如 または不足(調 査 が行 な

わ れていな い)。

礼文 島

穐o

利鴨 .

奥尻島G

ao

嚇 ・

vo翻

欝
κ讃

45。

イo。

臼;鼓 「.

40。

佐脇 匿

1Sｰ

函
隠岐

⑳㊦

350

30ｰ

t5ｰ

対啄

壱岐5

五島列島ノ

'ノ

甑 島列島

大隅諸 島'℃く5〕

..C

.C

吐喝 嘲列島・

♂大
'㌦

之島
'秀 ら中永良部

∴ 薪縄島
久米島

与那詑 欝 宮古島

腫 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南
大東島

o大

ノ ニ鵠0

・勺

八丈島

.烏 島

30●

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

aｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(62)

■1993一 ・(15)

usｰ 170ｰ 醤5。 146●
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35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0510ク チ バ テ ン グ コ ウ モ リ

物rfηa亡 θ刀θわro3∂

1メ ッシ ュRDBラ ンク:DD

情 報不足

対 馬の情 報 が不足。

対移

壱岐 β

五島列ン

1

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島'・

25ｰ

教 島
努 潅 之島

愈㌔ 轟弊
久米島

先 島 諸 、 込

与那鶴 登 吃 塩 宮古島

西表島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

0

南大東島

分 布 確 認 年代 別

匿翌 一1992(1)
■1993一(0)

125ｰ 130ｰ

82



i25ｰ 175ｰ 口o・ H5。

150

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0520オ ヒ キ コ ウ モ リ

Tadaridainsignis

11メ ッシュRDBラ ンク:DD

情報 不足

多 くの地域 で情報 が欠如 または不 足(調 査 が行 な

われ ていない)。

礼 文島

、o

利尻馬

奥尻 島 σ

択捉島

後島

匹 色丹島・'歯舞諸 島

i5ｰ

40。

+oｰ

佐脇

3Sｰ

隠岐

0

ノ 三鵠O

a

35ｰ

対呼

壱岐 鼻

五島列島ノ .口

口

八丈島

JOｰ

.鳥 島

30ｰ

'・/

甑 島列島

大隅諸 島oO

o

.a

吐 喝嘲列 島'

♂大

緊之島
'努 ら中永良部

磯礁 薪 縄島
久米島

お り

購 喩 　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

小

笠 、

原 、父島

群 駕母島

島

aｰ

火
.硫 黄島

列

島

分-布 確 認 年 代 別

匿鋼 一1992(9)

■1993一 ∫(2)

i7Sｰ t70ｰ i7Sｰ 1/0ｰ

83



itsｰ 130ｰ 1/0ｰ IASｰ

45●

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0530ニ ホ ン ザ ル

吻o∂o∂ ん50∂ オ3

1263メ ッシ ュRDBラ ンク:LPNT

分 布 パ ター ンを表 して いる

亜 種ヤ ク シマザルNT。 亜種 ホ ン ドザルLP。

礼文島

穐o

利尻馬

奥尻島G

択捉島

後島

なr

45。

40●

彊o,

葛

40●

3S'

対噌

壱岐 ゆ

隠岐
0

0

38'

佐脇

・電

魅9

ノ ニ占 島O

a

五島列島ノ
.巴.

'ノ

甑島列島

大隅諸島', 糎 子島

久島

八丈 島'

り'

◎ ◎

吐喝嘲列 島・

♂大

緊之島
'iら 吟中永良部

譜㌔ 盛縄島
久米島

.鳥 島

35.

sｰ

与那国鰹 撫 　

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

70'

小

笠 、

原 」父島

群 、.母島

島

aｰ

火
。硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代別

匿鋼 一1992(754)

■1993一(509)

itsｰ 130◎ 135・ 140●
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iaｰ i3Sｰ 140● usｰ

450

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0540タ イ ワ ン ザ ル

吻o∂o∂oア01ρρ13

9メ ツシ ュ

分布パ タ ーンを表 して いる

礼 文島

穐o

利鴎

奥尻島 召

択捉島

後島

z讃

450

40。

iOｰ

佐渡φ

3Sｰ

隠岐
0

ヂ
ノ 。三 占島

35ｰ

3Bｰ

aｰ

購驚

対昭

壱岐5

五島列島ノ

'～'

甑 島列 島

大隅諸 島oO

..c

.a

吐喝嘲列 島●

ダ大
● ㌦

之島
'発 ら中永良部

譜肇藩 縄島
久米島

。L宮 古島

糎 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

4,

八丈島

.鳥 島

10ｰ

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、母島

島

asｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

罐藝1-1992(6)

■1993一(3)

iaｰ 1～o。 i3Sｰ 量10●
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issｰ 口o。

<5ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0550タ ヌ キ

〃0亡θrθπ亡θ5proOア0η ゴ(1θ3、

2940メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

対馬 で近年 移入 と思 われ る分布が確 認さ れた。

礼文 島

穐Q

利尻 昌.

守"奥尻島

ll50

欝

な離島
蝿

睾撫 こ

d$ｰ

+aｰ

40。

3Sｰ

対噌

壱岐,

五島列島ノ'

隠岐

'

佐憾

,二 鵠
O

a

・陶

八丈島

7Sｰ

30ｰ

.鳥 島

1Bｰ

aｰ

与那国書驚

ダ大

'発

譜㌔ 訴縄島
久米島

。弧 宮古 島

1250

証島列島 ぐ

大隅 諸島'

。'◎ 亀

吐喝痢列島・

㌦之島
ら中永良部

!ｰ

,bか 重子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

X30ｰ

小

笠 ・
.

原 、父島

群 、,母島

島

aｰ

火
ひ硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿覇 一1992(1848)

■1993一(1092)

i7Sｰ 140。
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i30ｰ 日o。 i十sｰ

iSｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0560キ ツネ

晦1Pθ5昭1ρ θ5

2795メ ッシ ュ

分 布パ ター ンを表 して いる

礼 文 島 .

VO

利尻亀

a奥 尻島

択捉島

後島

磁 島

45。

40。

/8ｰ

佐脇
怠,.

3Sｰ

隠岐
0

u大

.'三 占 島O

e

35'

30ｰ

aｰ

対馬3

壱岐 鼻

五島列島ノ

'ノ

甑島列島

大隅諸島oO

..e

.a

吐喝噺列 島・

ダ大

㌦ 之島

努 聯 永良部

§曝㌔飾
久米島

掘 灘鮮 宮古島

磐 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

八丈島

.鳥 島

30◎

小

笠 、

原 も父島

群 、.母島

島

!Sｰ

火
ひ硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

匿嚢1-1992(1907)

■1993一(888)

itsｰ 130. u5・
日o・

87



t3Sｰ

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0570ノ イ ヌ

oヨ11∫3抽加flf8rf3

408メ ッシュ

情 報不足

野生 化 してい る地域 は多 い と考 え られ る。

40・

75'

対昭

壱砂

五島列学

飯島列評

大憾

30.二 ∵

吐 喝 嘲 列 島'

努 噛

詑㌻ 多縄島
久米島

ハ 　

与那国親 鮮 宮古島

125◎

篭

隠岐

'

■.

…巳

'こ♂ 種子島

久島

奄

轟 藷
㌦之島 島

曽中永良部

大東諸島
0

南大東島

130ｰ

ロロ

88

140●

礼 文島

"oo

利尻亀

奥尻島 σ

cf

佐渡¢

巳 『 ・

1量

o・ 畠i

鵬.

o

口"

●

■

6

葛

口

0

二自 島

・勺

八丈島

■■

i'9

喝-

O

U

iisｰ

m,

欝
な1島

層

.鳥 島

45。

400

75ｰ

30・

小

笠 ・
.

原 、父島

群 、、母島

島

!S'

火
.硫 黄島

列島

分 布 確 認 年 代別

匿嚢 一1992(259)
■1993一(149)

iSSｰ 1覗 。



125。 NSｰ 1弓o● 1/Sｰ

45●

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0590ノ ネ コ

泥θ万50∂ 加3

383メ ッシュ

情報不足

野生化 している地域は多いと考えられる。

礼文島

嘱嚇

利尻島
睦

a奥尻島

9

.9

択捉島

後島

.な 離島
9

m

/Sｰ

尋o。

,

1pｰ

、

。,日9

佐脇.
'転

35ｰ

30ｰ

対昭

製
五島列島≠

'♂

甑島列島

大隅諸島 o

聰'

o曜L

吐喝嘲列島・

ヂ大
嚇 緊

之島
ノ努 ら中永良部

§礁 飾
久米島

唄

隠岐

働

糎 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

羅.
6

口

ぞノ

。二 自島

八丈島

.鳥 島

3Sｰ

ハ リ

購 撫 　

300

小

笠 、

原 色父島

群 購母島

島

aｰ

火
◎硫黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

匿嚢】 一1992(198)

■1993一(185)

IiSｰ uoｰ ilSｰ 圓0●

89



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0600ペ ン ガ ル ヤ マ ネ コ

Fθ1f3わ θη8∂1θη8ゴ3

9メ ッシュRDBラ ンク=CR

や や情 報不 足

レ ッ ドデー タ ブ ヅクでは亜種 で対象(亜 種名 ツ

シマヤ マネ コ)。 他文献 に よる分布情報 の補完 が

必要。

対ヤ

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸

℃!種 子島

吐醐 列島 ∵ 屋久島

奄

25ｰ

.議 島
5努 げ 徳之島

愈飼轟1弊
久米島

先 島 諸 、 磁

与那鴎 査 指 塩 宮古島

西表島

美

諸

島

大東諸島
0

0

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

D-1992(3)
■1993一.(6)

125ｰ 130ｰ
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35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0610イ リオ モ テ ヤ マ ネ コ

πθ1f5かfo盟o亡 θη5f5

1メ ッシュRDBラ ンク=EN

やや情 報不足

近年 の情報 が欠 如。他文 献 によ る分布情報 の補完

が必要 。

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

!'

甑島列島

大隅諸 も!種 子島

吐喝劇列島 ∵

議 島
努 漏 之島

肇 ♂ 。沖永良部

臨 遜 縄島
久米島

25ｰ

与鍵 難 垣齢宮古島
西表島

屋久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

0

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

團 一1992(1)
■1993一(0)

125ｰ 130ｰ

91



itsｰ iisｰ

ISｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0620テ ン

吻r亡θ31〃θ1a1ηρ〃8

1742メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布 パ ター ンを表 して いる

石狩 一門別 を結ぶ線 よ り道 東側 ではテ ンの生息 す

る可 能性 は低 く、 恐 らくク ロテ ンの誤認 。亜種 ツ

シマテ ンがVU。

礼文島

発o■

利尻亀

σ ロ奥 尻島
鳴

'

・

♂」

Q

択捉島

後島

な 二島

e5ｰ

400

/0ｰ

佐噛
・ 琶

隠岐

⑳o

■
35。

大
ご

ノ 。二出島

7S'

30・

aｰ

対曝

壱 岐 ρ

五島列島ノ

r

甑島列島

大隅諸島oO

八丈島

.o

.,G

O

吐喝嘲列 島'

♂ 大

輪之島
'努 曽中永良部

詑㌔ 薪縄島
久米島

無 撫 　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

.鳥 島

1Bｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

rsｰ

火
、,硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(1282)
■1993一(460)

1250 X33ｰ X35ｰ 1/0ｰ

92



140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0630ク ロ テ ン

吻r云 θ3z1わ θ11ノ刀∂

138メ ッシ ュRDBラ ンク=DD

や や情 報不 足

石 狩 一門別 を結 ぶ線 よ り道南側 ではク ロテ ンの生

息す る可能性 は低 く、 恐 ら くテ ンの誤認 。

45ｰ

礼文島
℃
○

択捉島

国後 島

利尻 島
oｰ

圏

囲9

唱

ボ ・

罵r評 鴨

凱 制

搾 鞠

ジ 色丹島
」=L.

譲
・ 歯 舞諸 島

a

D

分 布 確 認 年 代 別

睡謝 一1992(106)

■1993一(32)

40ｰ

93



11Sｰ i3Sｰ 圃0。 145。

4Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0640イ タ チ

〃03亡θ1af亡 ∂亡3f

2559メ ッシ ュ

分 布パ ター ンを表 して いる

チ ョウセ ンイタチ との誤認 も考え られ る。

礼文島

嘱鴨

利鴨 幽 3㌔ 。

野 巳・罰 ご
oも

a奥
尻島

択捉島

後島

轟鐙

i5ｰ

+oｰ

/pｰ

臼'

佐撃

75ｰ

隠岐

35ｰ

対馬3

壱岐艶.

顧

㌔ 三鵠

哩
八丈島

五島列島
30ｰ

.鳥 島

33ｰ

'♂

甑島列島

大臨島・》 酔

吐喝嘲列島嘔

♂大

魅之島
'努 鴎中永良部

譜㌻飾
久米島

ハ リ

購 襯 　

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島
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火
,.硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(1820)
■1993一(739)

It5ｰ 130ｰ i3Sｰ 1/Bｰ
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130ｰ 17Sｰ iioｰ 145。

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0650チ ョ ウ セ ン イ タ チ

〃お 亡θ1∂3力うfr10∂

372メ ッシュ

分布パターンを表 して いる

イタチとの誤認も考えられ、特に分布境界付近で

の情報は注意すべ きである。

礼文 島

穐()

利鴫

奥尻 島 ロ

択捉島

後島
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40。
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諸
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大東諸島
0

南大東島
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島
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火
ひ硫黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

匿覇 一1992(286)
■1993一(86)

125ｰ 口o● 175ｰ 1鱒o
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哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0660イ イ ズ ナ

舳5亡θ18η10γalf5

47メ ッシュRDBラ ンク:NT

情報不足

北海道 ・青森の近年の情報が不足。岩手以南の情

報が欠如。

礼文 島

『o

利尻島 。
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♂
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♂大
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諸
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.鳥 島
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群 、.母島

島
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火
ひ硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(33)

/1993一(14)

irsｰ i30ｰ 115ｰ Hσ 。
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45●

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0670オ コ ジ ョ

〃レ5亡θ1aθ㎜fηθa

70メ ッシュRDBラ ンク:NT

やや情 報不足

北海道 の情報 が不足 。

礼文 島

飛Q

,

利尻島

a奥尻島

画o

9

二

択捉島

後島

な 二島

45。
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30ｰ
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五島列島話
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甑島列島

大隅諸 島oO
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吐喝嘲列島囎

ダ 大
'緊
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譜㌔ 薪縄島
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久島
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美

諸
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げ南大東島
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八丈島

.鳥 島
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小

笠.

原 、父島

群 、.母島

島

aｰ

火
,,硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(21)
■1993一(49)

125・ 110' 135。 閥o●
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130ｰ 図0。 uSｰ

450

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0680ミ ン ク

〃と13亡θ13yf50四

226メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

礼文 島

穐魅

利鴎

9奥尻島

O
D

驚'謎 麟
ロ噛

択捉島

後島

z讃
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3Sｰ

隠岐
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大
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.'。 二 出 島
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与那国言喩

対昭

壱岐 δ

五島列島ノ
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甑島列島

大隅諸島oO

∵
吐喝嘲列島・

♂大
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。L宮 古島

僻 子島

久島

奄

美

諸
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島

aｰ

火
"硫 黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

匿垂妻 一1992(216)■
1993一(10)

125。 i30ｰ 135。 胴oo
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It5ｰ i3Sｰ 110ｰ 1/Sｰ

.sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0690ア ナ グ マ

MelesIDeles

1127メ ッシュ

分布 パ ターンを表 して いる

礼文 島

no

利 尻易.

奥尻 島 σ

択捉島

後島

な 離島

450

410

顧.

'

.φ

400

佐脇
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曙
魅
国 ロ

75ｰ

35ｰ

30。

aｰ

与那国言喩

対昭

壱岐5

五島列島詳

.口

'!
国 、

甑 島列 島

大隅諸 島oO

隠岐
0

四

.'

9亀

吐喝嘲列 島.

♂大

㌦之島
'努 ら中永良部
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四
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昇

奄

美

諸
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0

南大東島

ご
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tSｰ

火
,,硫黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

睡鶉 一1992(851)
■1993一(276)

,aｰ 130。 13Sｰ 140。
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45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0700カ ワ ウ ソ

五乙1亡ra1召亡r∂

4メ ッシ ュRDBラ ンク:CR

分布 パ タ ーンを表 して いる

近年 の情報 が欠 如。

礼文島

穐Q

利尻 島.

奥尻島 σ

択捉島

後島

κ諾

45。

40●
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佐脇
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隠 岐

⑳o

ち 三鵠

35ｰ

30'
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対噌

壱岐9
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'ノ

甑島列島
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吐喝嘲列 島'

♂大

緊之島
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久米島
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僻 子島
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奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

八丈島

.鳥 島
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群 、,母島

島

aｰ

火
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島

分 布 確 認 年 代 別

匿嚢1-1992(4)
1993一(0)

iaｰ uaｰ 目5◎ .1弓o。
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哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0710ラ ヅ コ

石励y伽1召 孟r∫5

2メ ッシュRDBラ ンク:DD

やや情 報不足

知床 半島、野付半 島にも記録 あ り。ユ ル リ ・モユ

ル リ島 に定住傾 向。

礼文島
℃

45。()

利尻島
D

　

　
択捉島

国後島

∴ 色丹島.

歪 ノ'

・ 歯 舞 諸 島
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》

D膨

、
400冨r

き

　

　
～

分 布 確 認 年 代 別

屡翻 一1992(0)
■1993一(2)

一
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哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0740ト ド

zrαπθむopf∂5、 ブ乙め∂む召3

8メ ッシュRDBラ ンク:VU

情報不足

雄冬、礼文島のほか、奥尻島襟裳岬などの情報が

欠如。択捉島南端、歯舞諸島に上陸場あ り。
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礼文島
勺
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利尻島
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謄
rカ/ ～

～

　

分 布 確 認 年 代 別

匿翻 一1992(4)
■1993一(4)
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45'

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0750オ ヅ トセ イ

02110ハ 醒刀α3〃r3f刀〃3

12メ ッシュ

情報不足

金華山沖、武蔵堆など主 として冬期の索餌海域に

来遊するほか、根室半島では毎年数十頭が羅網す

る。

マ
＼

＼ 礼文島

利譲

弓 卜喬
奥尻島
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八丈島
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火
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島

分 布確 認 年 代 別

睡肇 一1992(8)
■1993一(4>

735' 110'
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0760ゼ ニ ガ タ ア ザ ラ シ

乃ooayf加1fηa

6メ ッシ ュRDBラ ンク:EN

分布 パ タ ーンを表 して いる、

北 方四 島の主 と して太平 洋側 の各 地 に分布 してい

る。

45ｰ

礼文島
博
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分 布 確 認 年 代 別
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■1993一(5)
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45'

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0770ゴ マ フ アザ ラ シ

P加0∂1∂rgゐa
●

52メ ッシュ

分布パ ター ンを表 して いる

主 として北 方四島オ ホー ヅク海側 の各地 に分布 し

てい る。オ ホー ヅク海海氷上 に約2万 頭来遊 。
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分 布確 認 年 代 別

騒翔 一1992(7)
■1993一(45)
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459

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0780ワ モ ン ア ザ ラ シ

勘00∂ ゐf5ρf(1∂

4メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

主 と してオ ホー ヅク海 の海氷 上に数千頭来 遊 して

出産 ・交尾 。
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火
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分 布 確 認 年 代 別

匿嚢】 一1992(1)
■1993一(3)

IZSｰ t30ｰ i7Sｰ 140。
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0790ク ラ カ ケ ア ザ ラ シ

1万5亡rfOP加oa飴30ゴ ∂亡a

17メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

主 と してオホ ーツ ク海 の海氷 上に約3000頭 来

遊 して出産 ・交尾 。
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分 布確 認 年 代 別

圏 一1992(1)
■1993一(16)
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哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0800ア ゴ ヒ ゲ ア ザ ラ シ

Erゴ8ηa伽3わarわa加3

1メ ッシ ュ ・

分 布 パター ンを表 してい る

主 と してオホー ヅク海の海氷上に 少数来 遊 して 出

産 ・交尾 。紋別 でも混獲例 あ り。
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分 布 確 認 年 代 別

薩圏 一1992(0)
■1993一(1)
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450

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0810ア ラ イ グ マ

ProOア0刀10亡or

47メ ッシュ

やや情 報不足

2000年 時点で17都 道府 県か ら侵入 の情 報が

あ る。分布 は拡 大の傾 向にあ る。
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原 、父島

群 、.母島

島

aｰ

火
ひ硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

睡蜀 一1992(13)
■1993一(34)

iaｰ t30ｰ i3Sｰ 胴o.
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0830ヒ グ マ

伽 召5aro亡03

377メ ッシュRDBラ ンク=LP

分 布パ タ ー ンを表 して いる

45ｰ

礼文島

㌔

利尻 島
〃4

薩 郵 ∴

σ

〔急 、

唱

択捉島

国後島

/ ジ 色丹島
のロ

唱 擁 瞬 諸島

40ｰ

分 布 確 認 年 代 別

一1992(293)

■1993一(84)
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135ｰ 1400 145。

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0840ヅ キ ノ ワ グ マ

伽3乙15亡乃fわθ亡∂η乙15

976メ ッシュRDBラ ンク:LP

分布 パ ター ンを表 して いる

礼文島

穐o

利尻昌.

奥尻島 σ

択捉島

後島

な1島

45。

40。

匡玉.

/Bｰ

佐脇

3Sｰ

15ｰ

対昭

隠岐
0

ロ
囲4

ノ 三占 島
o

薗

八丈島

壱妓 贔

30ｰ

rsｰ

与那国親 撫

五島列島詳

'/

甑島列島

大隅諸島 ◎○

..C

.V

吐喝嘲列島'

♂大
』 輪

之島
'秀 ら中永良部

母礁 薪 縄島
久米島

。し 宮 古島

腫 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

.鳥 島

30ｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

zsｰ

火
,,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿翻 一1992(738)
■1993一(238)

1～5。 iaoｰ i3Sｰ 140。
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!i5ｰ 110ｰ 1/$ｰ

459

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0850ハ ク ビ シ ン

PagulDalarvato

718メ ッシユ

分 布パ タ ー ンを表 して いる

礼文島

穐o

利尻場.

奥尻島 σ

鴇

脚 ¢ 働

択捉島

後島

κ諾

45。

尋0●

40。

35'

30。

対叩

壱岐 島

五島列島ノ

隠岐
0

佐脇 窺

ぎ.

'/

甑島列島

大隅諸島oO

=%

口 ♂9

圃ロ
ロ

..G

.Y

吐喝痢 列島・

ダ大
'緊

之島
'発 吟中永良部

譜㌻ 夢縄島
久米島

口

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

ご

ノ 。二占島

大東諸島
0

南大東島

八丈島

.鳥 島

3Sｰ

asｰ

与那国爵驚

。し 宮 古島

30ｰ

小

笠 、

原 、父島

群 瓢母島

島

aｰ

火
,,硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

匿翻 一1992(444)
■1993一(274)

1250 口o。 i35ｰ 140。
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35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0860ジ ャ ワマ ン グ ー ス

砺塑θ3オθ3」∂昭刀ノω3

2メ ッシュ

情報不足

奄美大島の情報が欠如。沖縄本島の情報が不足。

他文献による情報の補完が必要。

対智

壱岐 β

五島列γ

r

甑島列島

30ｰ
大隅諸 ・♂ 種子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島.・

奄

25ｰ

紘 島
廃 漏 之島

愈飼轟 漕
久米島

先 島 諸 、 込

与那国島 鳶 鮨 塩 宮鵠

西表島

美

諸

島

大東諸島
p

O

南大東島

分 布確 認 年 代 別

[ヨ ー1992(1)

■1993一(1)

X25ｰ 130ｰ

113



i75ｰ iioｰ 日5。

i5ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0870イ ノ シ シ

Susscrofa

1524メ ッシュRDBラ ンク:LP

分布 パ タ ー ンを表 して いる

礼文島

穐(〉

利尻 易.

奥尻 島 ロ

択捉島

後島

な 二島

450

40。

ioｰ

佐渡φ

臼. 3Sｰ

隠岐
0

大
ご

.'。 二 占 島

15ｰ

対噌

壱岐5

五島列学

八丈島

1Bｰ

.鳥 島

33ｰ

'!

甑島列島

大隅諸島oQ

」'

o◎

吐喝嘲列 島'

壁大
● 輪

之島
げ 　
沖永良部

譜㌔ 夢縄島
久米島

ゐ り

与那国撫 爵　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
よ南大東島

小

笠 、

原 』父島

群 、,母島

島

aｰ

火
,,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(912)

■1993一(612)

itsｰ 砲o。 i35ｰ Ho。
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iaｰ 135。 口o。 1司5。

450

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0880ニ ホ ン ジ カ

0θr四5η 加 ρ0刀

1540メ ッシ ュ

分 布パ ター ンを表 して いる

礼 文 島

、o'層 圃

利尻 易.

択捉島

a奥尻 島
.

後島

藏 島

459

409

ti

40・

佐脇

,・9

7Sｰ

35ｰ

対曜

壱岐 塾

五島列島ジ

隠岐

0
愚 層・

国' u大

2三 鵠0

八丈島

き1。

.鳥 島

aoｰ

aｰ

与那国言驚

'ノ

甑 島列 島

大囎 ∫」7種子島

∵
吐喝嘲列島・

ダ大
凸 ㌦

之島
'iら 巧中永良部

∴ 薪縄島
久米島

。』 宮古 島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

小

笠 、

原 』父島

群 、,母島

島

tsｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年代 別

匿覇 一1992(922)

■1993一(618)

iaｰ i3aｰ i3Sｰ 目oo
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1を5。 130ｰ

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0890キ ョ ン

吻 η亡f∂oα3rθθ7θ3/

1メ ツシ ュ

情 報不足

房総 半 島の情報 が欠 如 。

40。

3Sｰ

対解

壱岐 『

五島列島ノ

証島列島 ぐ

大隅諸 島'

30●
.σ も

吐喝嘲 列 島唖

ダ大

㌦之島
'発 巧中永良部

愈礁 誤縄島
久米島

PSｰ

購 撫 　

125。 咀

隠岐

0

も 宏種子島
久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

iaaｰ

116

1司o。

礼文 島

『Q

利尻亀

Q奥尻島

佐渡φ

135◎

曹大

～ 二鵠
0

・ミ》

八丈島

.鳥 島

欝

艦 島

45。

40。

3Sｰ

30ｰ

小

笠 ・.

原 、父 島

群 、,母島

島

aｰ

火
。硫黄島

列島

分 布 確 認 年代 別

翻 一1992(0)
■1993一(1)

140●



125ｰ 1/0ｰ 1450

ISｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0900ニ ホ ン カ モ シ カ

Capricorniscrispvs

1154メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

礼文 島

、o

利尻亀

奥尻島 σ

択捉島

後島

z讃

459

40●

40・

佐脇

懸

0
6

D

i5ｰ

35ｰ

対啄

壱岐5

五島列島ノ

隠岐
0

30ｰ

'ノ

甑島列島

大隅諸島oO

..e

.a

吐喝嘲列 島・

ダ大
し 鴇

之島
'努 ら中永良部

奪礁 藩縄島
久米島

ゐ り

与那国魏 鮮 宮古島

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

ノ ニ鵠0

八丈島

.鳥 島

30ｰ

小

笠 、

原 』父島

群 、,母島

島

aｰ

火
ひ硫黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

圏 一1992(658)
■1993一(496)

縫5・ 鵬 ・ iii' 140。

11?



130ｰ 目5。 1耀o。 1司5。

4Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0910ノ ヤ ギ

Oapra乃 かoα3

9メ ッシュ

やや情報不足

小笠原諸島の情報が不足。

礼文 島

穐o

利尻概

a奥尻島

択捉島

後島

猛 島

/Sｰ

40。

十〇ｰ

佐渡多

15'

隠岐
O

ノ 三鵠
0

3Sｰ

対噌

壱 岐 鼻

五島列饗

ゆ

八丈島

3Dｰ

.鳥 島

30ｰ

'!

甑 島列 島

大隅誌島てb宏 種子島

久島

吐喝嘲列 島'

♂大

㌦ 之島

努 聯 永良部

母礁 薪 縄島
久米島

パ リ

購 灘辮 宮古島

奄

美

諸

島

大東諸島
a

南大東島

小

笠 、

原 覧父島

群 、.母島

島

f5ｰ

火
。硫黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

屡圏 一1992(4)
■1993一(5)

17Sｰ i30ｰ i3Sｰ 110ｰ

118



itSｰ 17Sｰ 140● 145。

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0920タ イ ワ ン リス

Calloscluruserythraeus

116メ ッシュ

情報不足

既存の知見か らみて、東北地方など検討を要する

分布情報が含 まれる。

礼文島

縄Q

利尻亀

奥尻島G

択捉島

後島

ん 色丹島ヅ歯舞諸島

45。

/9ｰ

惨 £

400

佐脇

fSｰ

70ｰ

対馬8

壱岐5

五島列島ノ

'ノ

甑島列 島

大隅諸 島oO

..a

.a

吐 喝嘲列島・

ダ大

奏'編

～㌻ 藩縄島
久米島

隠岐
O

｢r

僻鴨
久島

奄

美

諸

島

田

大東諸島
0南
大東島

⑫ ㌔

4四

O

陸i

鴛 …窩9

?
ノ 。二 由 島

八丈島

.鳥 島

3Sｰ

ゐ ゆ

与那国暑喩 　

1Bｰ

小

笠 、

原 ㌧父島

群 、母島

島

aｰ

火
伊硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿鋼 一1992(101)
■1993一(15)

1～50 i30ｰ i75ｰ 冒o。
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0930キ タ リス

3・加 π3四18arf3

494メ ッシ ュ

分 布パ ター ンを表 して いる

45ｰ

礼文島
℃○

利尻島

唱

択捉島

国後 島

匹 鵬
謡
歯舞諸島

0

囑

v

40ｰ

分 布確 認 年 代 別

D-1992(367)
■1993一(127)

120



issｰ 130。 1400 i<Sｰ

45・

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0940ニ ホ ン リス

30九1rz131/3

1344メ ッシュRDBラ ンク:LP

分布 パ ター ンを表 して いる

礼文 島

、o

利尻 島.

a奥尻島

択捉島

後島

z諾

ISｰ

40●

lo・

佐脇
喝

]Sｰ

隠岐
0

35ｰ

30ｰ

!Sｰ

与那国親 撫

対呼

壱岐o

五島列島ノ

'努

Q`

§ ゼ
久米島

。し 宮 古島

r

甑島列島

大隅諸島ｰo

∵
吐喝嘲列島●

ダ大
し 紮

之島

嚇 永良部

憾 島

田

僻鴇
久島

奄

美

諸

島

ち …'

大東諸島
a

南大東島

ご

ノ 。三幽 島

八丈島

.鳥 島

30ｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

aｰ

火
。硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(1002)
■1993一(342)

itsｰ uoｰ 111ｰ 140.
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iapｰ 口50

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0950シ マ リス

Td-Dlassibirlcus

405メ ッシ ュ

分 布パ ター ンを表 して いる

本 州以南 の情報 につ いては、精査 が必要 であ る。

礼文 島

vｮ

利鴫 .
O

o・

Of

択捉島

ロロ

G,奥 尻 島

後島

羅.な 繕島

450

9.o

O

ioｰ

,

40●

佐脇

口 7Sｰ

隠岐

⑳o

ロ ロ 　

沸.

馨 ご

ノ 。二自島

15ｰ

対叩

壱岐o

五島列島ノ

八丈島

7Bｰ

.烏 島

30ｰ

'!

甑島列島

大隅諸島oO

.'

◎亀

吐喝嘲列 島・

♂大
'㌦

之島
'努 ら中永良部

§礁 盛 縄島
久米島

ゐ り

与那謙 詳 宮古島

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

aｰ

火
F硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿藝】 一1992(323)

■1993一(82)

itsｰ t3Bｰ i3Sｰ uoｰ
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17Sｰ 日oo IISｰ

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0960ホ ン ドモ モ ン ガ

P亡θro曜51〃αη0刀8a

61メ'ッ シ ュ

情報 不足

礼 文島

穐O

利鴎

奥尻島 ロ

欝

な 馨島

450

.oｰ

a

400

佐渡φ

15ｰ

対啄

壱 岐 か

五島列島ノ

'ノ

甑 島列 島

大隅諸島oO

c

.a

吐喝劇列島・

♂大
● ㌦

之島
'努 曽中永良部

轡礁 多 縄島
久米島

隠岐
0

30ｰ

僻鴨
久島

奄

美

諸

島

大東諸島
げ

南大東島

o大

～ 三鶴O

e

・唱

八丈島

.鳥 島

15ｰ

25ｰ

与那国鰹 撫

。し 宮古島

30ｰ

小

笠 、

原L父 島

群 、,母島

島

aｰ

火
◎硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(28)
■1993一(33)

itsｰ X30ｰ 17Sｰ 1覗 。
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0970タ イ リ ク モ モ ン ガ

P亡θro盟yl5"01aη3

28メ ッシ ュ

やや情報 不足

45ｰ

礼文島
博
○

利尻島
oｰ

.鴇 口 圏 圏 咀

岬 咀1■

馴 陣 唱
■

圏

択捉島

国後 島

匹 色丹島「

でノ'

・ 歯 舞 諸 島

翻

P

D

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(13)

■1993一(15)

40ｰ
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iaｰ igUｰ 13Sｰ 日0● 口5。

450

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0980ム サ サ ビ

Pθ亡aαrf3亡∂1θ召009θηγ3

1132メ ッシュ

分 布パ タ ー ンを表 して いる

房総 半 島のデー タは今後確 認 を要 す る。

礼文 島

穐o

利尻 高.

奥尻島G

択捉島

後島

な 二島

450

ipｰ

口i
.

静 』.'・

輔 。

75ｰ

7@ｰ

対噌

壱 岐 δ,層

五島列島ノ a

'/

甑島列 島

大隅 諸島oO

吐喝嘲列 島・

0

ダ大

㌦之島
'鄭 ら中永良部

∴ 薪縄島
久米島

隠岐
0

'阻

,

佐脇
.1塾9

僻 子島

久島

o

奄

美

諸

島

大東諸島
0南
大東島

'

ノ 三鵠0

八丈島

.烏 島

75ｰ

aｰ

与那国島驚 　

30ｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

aｰ

火
,.硫黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

1992(886)

■1993一(246)

itsｰ i30ｰ X35ｰ 1409
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

0990タ イ リク ヤ チ ネ ズ ミ

01θ孟加 加 α昭3r〃fbo∂ 刀〃5

123メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

45ｰ

圏

礼文 島

綿⑳

利尻 島

■

口

口

擁
■ 騒 團

纏許
馴
團

圏麟 ロ讃

髄

択捉島

国後島

a

ジ 色丹島

評歯舞諸島

0

D

分 布 確 認 年 代 別

睦i翻 一1992(103)
■1993一(20)

40ｰ
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1000ム ク ゲ ネ ズ ミ

01θ亡加fo刀o瑠5rθx

23メ ッシュRDBラ ンク:NT

分布 パ ターンを表 して いる

文献 的には後志 ・虻 田地方 にも分布す る。色丹島

や志発 島の情報が欠 如 。

45ｰ

礼文島

騨轡

利尻島
ρ 己

■

圃

圏

圃

口

翻

騒

,

択捉島

国後島

ジ 色丹島
ゐL .

拶
・ 歯 舞 諸 島

U

D

分 布確 認 年 代 別

翻 一1992(14)
■1993一(9)

40ｰ
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1010ヒ メ ヤ チ ネ ズ ミ

01θ亡加foηo盟γ5川 亡ゴ1〃5

73メ ッシュ

分布 パ タ ーンを表 して いる

45ｰ

礼文島
勺
(:)

利尻 島
D

團

圏

騒

國

6

蔑.
團

曜翻
,

択捉島

国後 島

匹 色丹島

疇 嘱 矯 島

a

D

分 布 確 認 年代 別

匿藝雪 一1992(68)

■1993一(5)

40ｰ

128



IiSｰ 13Sｰ 140。 日5。

iSｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1020ヤ チ ネ ズ ミ

万0亡力θ刀0町5aη(1θr3012f

89メ ッシュ

分布 パ ターンを表 して いる

県別 にみ ると従来報 告 のあった 県の情報が ない。

礼 文島

気o

利尻亀

奥尻 島 σ

択捉島

後島

な1島

iSｰ

ioｰ

o

lo9

佐脇
9,,

窃 ・9

隠岐

鯉o

日

喝

弗
'竪

35ｰ

.'二 占 島O

a

7Sｰ

33ｰ

対呼

壱岐o

五島列島ノ

'!

甑 島列島

僻 子島大隅諸島 や○

久島

吐喝鳴列 島'

4大鴫

之島
'発 φ～中永良部

譜㌔ 薪縄島
久米島

バ リ

与那国爆 藩 宮古島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

八丈島

.烏 島

3●o

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

aｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

翻 一1992(69)

■1993一(20)

12Sｰ i30ｰ i3Sｰ 110ｰ
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it5ｰ 口o。 iisｰ

ISｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1030ス ミ ス ネ ズ ミ

万0亡ゐθηα4ソ531ηf亡力fゴ

136メ ッシュ

分布パ タ ーンを表 して いる

県別 にみ ると従来 報告 のあ った県の情報 がない。

礼文 島

no

利尻 昌,

奥尻島G

択捉島

後島

磁 島

`5。

88ｰ

/Bｰ

7S'

7Bｰ

対昭

壱岐5

五島列島ノ

団,

量

隠岐
0

'!

甑 島列 島

僻 子島大隅諸島oO

久島

吐喝嘲列 島6

♂大

㌦ 之島
〆努 ら中永良部

譜㌻ 藩縄島
久米島

奄

美

諸

島

大東諸島
よ

南大東島

佐渡φ

日' 口o

o
口

ρ
.,ロ

窃

0

o大

ノ ニ占島
0

八丈島

.鳥 島

]Sｰ

aｰ

与那魏 辮 宮古島

3Bｰ

小

笠 、

原 ㍉父島

群 、.母島

島

ssｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

1蓬鋼 一1992(100)
■1993一(36)

itsｰ
ほ1。 1350 胴0。
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iaｰ iJSｰ 日o。 1/Sｰ

69

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1040ハ タ ネ ズ ミ

"oro加5〃0刀 亡θわθ1"

208メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

県別 にみ る と従来報 告のあ った県の情 報が ない。

礼文島

穐o

利尻昼

奥尻島d

択捉島

後 島 層

乃 色丹島?'歯舞諸 島

15。

+oｰ

澱 Φ

琶 ・♂q

D9

/Bｰ

SSｰ

対馬β

壱岐 δ

五島列島ノ 口

'ノ

甑 島列 島

大隅諸 島 勺○

.,G

.G

吐喝噺列 島・

ダ大
'㌦

之島
'努 ら中永良部

譜㌔ 薪縄島
久米島

隠岐
O

僻 子島

久島

阻 留0
4

口

佐撃
.iio

♂ ・ti

ooo
叫

30ｰ

aｰ

奄

美

諸

島

大東諸島
よ

南大東島

層'竪 魯
・

0

ノ 。三白 島

八丈島

.鳥 島

15ｰ

与那国量喩

6も・宮 古 島

30●

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、.母島

島

aｰ

火
,,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

屡劉 一1992(147)
■1993一(61)

iaｰ 170ｰ i3S' 1璽o●
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多25。 i35ｰ
145.

450

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1060カ ヤ ネ ズ ミ

〃10ro町31〃f.甜 加3

106メ ッシュ

分布パ ター ンを表 して いる

県別にみ ると従来 報告 の あ った県 の情報が ない。

い くつか の離 島の情報 も欠如 。

礼文 島

穐()

利尻亀

奥尻島 σ

択捉 島

後島

な 馨島

/Sｰ

Ipｰ

鱒 ●

佐脇

75ｰ

7Bｰ

対噌

壱 岐 ゆ

五島列島ノ

∵
吐喝嘲列島`

ダ 大
嚇 亀

鵡
'鄭 ら中永良部

〆 畜 縄島
朱米島

'評

隠岐

⑳o

'ノ 。

甑 島列島

大騰'こb宏 種子島

久島

奄

美

諸

島

1コε}

εコ 轟

大東諸島
げ南大東島

口

Q

大
ごノ

。三出島

八丈島

.鳥 島

35'

asｰ

ゐ り

与那国魏 辮 宮古島

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、.母島

島

2Sｰ

火
伊硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(62)
■1993一(44)

i2Sｰ i30ｰ i35ｰ uoｰ

132



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1070セ ス ジ ネ ズ ミ

沼P・伽3∂8r∂ 油3

1メ ッシ ュRDBラ ンク:CR

分布 パター ンを表 して いる

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸鴨!種 子島

q屋 久 島

吐 喝 劇 列 島 ㌔・

25ｰ

題 二

努

餅 ∵遜 鶴
久米島

奄

紘 島 美
諸5

♂濃 暴 島

大東諸島
a

O

南大東島

轟 ξ薦 露幅 島
西表島

分 布確 認 年 代 別

CD-1992(1)■
1993一(0)

125ｰ 130ｰ
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1080ハ ン トウ ア カ ネ ズ ミ

凶卿 θ加3Pθ 加3〃1∂ θ

47メ ッシュ

分 布パ タ ーンを表 して いる

45ｰ

礼文島
勺
()

4

D

40ｰ

利尻島
oｰ

圏

囲

囲

圏

囲

囲

観

冨

択捉島

国後島

/ ジ 色丹島
.

'艶 癩 諸島

分 布 確 認 年 代 別

睡覇 一1992(37)■
1993一(10)
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1を5。 t]Sｰ 日o。 目50

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1090ア カ ネ ズ ミ

Apode-DUSspeciosus

620メ ッシュ

分布パ ター ンを表 して い る

離 島の情報 が欠如。

礼 文 島

随㊥
.腸

利尻昌

冒奥尻島

6顧 ・暑'

.翫 ・

0

ゆ9

嘉 ・。 ♂ 魅・

ガ

択捉島

後島

な1島

45。

40。

.o

隠岐

⑳㊧

麟o:
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,a

。訟
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¢

鴨

顧
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9働

顧'.

彊 口
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■

ゆ ..
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15ｰ
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五島列島ノ ・鯉
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大隅諸島 ・愚
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吐 喝 劇 列 島'
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久島

ダ大
嚇 ㌦
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'染～(弩 中永良部

母礁 薪 縄島
久米島

。し 宮古島

奄

美

諸

島

大東諸島
げ南大東島

,

春丈島

.鳥 島

30ｰ

小

笠.

原 、父島

群 、,母島

島

aｰ

火
,.硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

匿翻 一1992(416)
■1993一(204)

it5ｰ iaoｰ t3Sｰ i/0ｰ
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1400 1/Sｰ

十sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1100ヒ メ ネ ズ ミ

濯ρ0面α3∂㎎ θη亡θ～13

457メ ッシ ュ

分 布 パ ター ンを表 して いる

離 島の情報 が欠如 。

礼文 島

気◎

利鴎

奥尻島 σ

o

.6

.紫 恥 。 ゆ二.

。 轟 。

魅o
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後 島'

な 二島

45。

4θo

20

σ 口
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佐渡φ
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7Sｰ
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∵
吐喝嘲列島'

ダ大

㌦之島
吟中永良部

譜㌻ 多縄島
久米島

久島

'巳D

o

O

30。

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

ご

.'。 二 由 島

75ｰ

ハ リ

与那国鰹 藩 宮古島

口

八丈島

。鳥 島

30ｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

aｰ

火
,,硫 黄 島

列

分 布 確 認 年 代 別

匿鍾 一1992(307)
■1993一(150)

itSｰ weｰ 175ｰ 1/pｰ

136



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1110ト ゲ ネ ズ ミ

70左曲f∂05f加 θηsf5

5メ ッシュRDBラ ンク:CREN

やや情報 不足

沖縄 島の情報 が欠如 。亜種 オ キナ ワ トゲネ ズ ミC

R/亜 種 アマ ミ トゲ ネズ ミEN。

対留

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸

℃/種 子島
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鑑 島
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西表島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

0

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

國 一1992(3)
■1993一(2)

125ｰ 130ｰ
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issｰ 13昂 。 135ｰ

<Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1120ド ブ ネ ズ ミ

丑∂亡加3120r7θ8fo〃3

134メ ッシュ

情 報不 足

広 域分 布種 であ り、離 島 を含 めて詳細 な調査 が必

要 であ る。

lo。

3Sｰ
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五島列島ノ

'発

譜㌔ 薪縄島
久米島

をさり
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6
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0
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諸

島
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0

南大東島

13唖。

138

口

1ぐo。
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穐Q
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轄
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o
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佐撃
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鵬

国

,

調
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八丈島

三 由島

・勢

145。

欝

.、窟
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/Sｰ
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35ｰ

30。

小

笠 ・
.

原 、父島
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島

ssｰ

火
,,硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

.【翻 一1992(89)■
1993一(45)

i35ｰ 140。



170ｰ 隅oo 1<Sｰ

/Sｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1130ク マ ネ ズ ミ

刃∂亡亡α3ra亡 亡召5

65メ ッシュ

情報不足

広域分布種であ り、離島を含めて詳細な調査が必

要である。

礼文 島

、(〉
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●

a

O

o大

彦 二占 島
0

八丈島

o鳥 島

1Sｰ

ゐ り

与那国糠 絆 宮古島

30ｰ

小

笠 尋

原 も父島

群 事母島

島

aｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

匿垂ヨ ー1992(38)
■1993一(27)

it5ｰ 130。 13Sｰ 1`o●
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35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1140ケ ナ ガ ネ ズ ミ

助 ・1・伽x1θ8a亡a

4メ ッシュRDBラ ンク:EN

分布 パタ ーンを表 して いる

島 内で の分布情報 が不 足 。

30ｰ

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

1

鶴 列『

大隅諸
も!種 子島

し'
q

吐 喝 劇 列 島'・

..鑑 島
§努

肇 拷 中慧

臨 轟 縄島
久米島

25ｰ

与鍵 薦 癖 鵬
西表島

屋久島

奄

美

諸

島

125ｰ

大東諸島
b

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

D-1992(4)

■1993一(0)

130ｰ

140



口o● Ho◎ 1尋5。

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1150ハ ツ カ ネ ズ ミ

吻51甜50召1〃5

137メ ッシュ

情報不足

広域分布種であ り、離島を含めて詳細な調査が必

要である。

礼文 島

穐◎

利鴫

奥尻島 蟹

'

覧

も

択捉島

後島

ん 色丹島・"歯舞諸島

45。

40。

9

iaｰ

佐脇

15ｰ

30ｰ

対噌

壱 岐 畠

五島列学 '∈コ

口

隠岐
0

'～'

甑 島列島

大隅試 冨 種子島

..C

.C

吐 喝嘲列 島'

4大
』 竪

之島
'秀1『 中永良部

譜㌻詠
久米島

久島

奄

美

諸

島

監

強04

口

大東諸島
0
南大東島

口

'■匿

口9ti

ピP留

3
'二 占島鴨

八丈島

・●

.鳥 島

11ｰ

ハ む

与那国魏 鮮 宮古島

aaｰ

小

笠 、

原 価父島

群 鴨母島

島

aｰ

火
,,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿塁覇 一1992(92)
■1993一(45)

iiSｰ ほo。 tSSｰ 目o●

141



35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1160オ キ ナ ワハ ヅ カネ ズ ミ

物30∂ro1ノ

2メ ッシュ

やや情報不足

従来は沖縄島のみであった。徳之島と沖永良部島

の分布は標本も含めた再調査を要 する。

対智

壱岐 β

五島列γ

1

甑島列島

30ｰ
大隅諸 ・詳 種子島

q屋 久 島

吐喝 嘲 列 島'・

奄

25ｰ

.議 島
魯努 膨 徳之 島

◎飼轟 ㌍
久米島

与鍵.童 ザ謎 宮古島

美

諸

島

大東諸島
v

南大東島

西表島

分 布 確 認 年代 別

匿璽】 一1992(2)
■1993一(0)

125ｰ 130ｰ
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1$Sｰ i30ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1170ヤ マ ネ

θ1f川1〃5」 ∂PO刀fo〃5

89メ ッシ ュRDBラ ンク=NT

分布 パ ター ンを表 して いる

県別 にみ る と従来報告 のあ った県 の情報が ない。

1400

45。

礼文 島

穐o

利尻 昌.

奥尻 島 σ

日5。

欝

趨 島
●

45。

40。

,o

r

4r o

佐脇

3Sｰ

75ｰ

対啄

壱岐 『

五島列島詳

隠岐

⑳o

㌧ 劇竃

o大

三 三出 島
o"

e

・陶

八丈島

]0ｰ

.鳥 島

30ｰ

t5ｰ

購驚

証島列島 ぞ

大臨 島・こ』牌

、 久 島
　り

吐喝賜 島'奄

♂.藷
緊之島 島

'秀 ら中永良部

∴ 撫 離.
久米 島

。込〉宮古 島

It5ｰ X30ｰ

小

笠 ・
,

原 、父島

群 、,母島

島

tSｰ

火 硫黄島

列
島

分 布 確 認 年 代 別

醗 一1992(41)
■1993一(48)

135。 110●
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i:sｰ i30ｰ npｰ 日50

45。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1180ヌ ー ト リア

吻00∂5亡oroOア ρ召5

205メ ッシュ

や や情 報不足

県別 にみ る と従 来 報 告の あ った県の情報 がない。

礼文島

、()

利鴨 .

奥尻島 σ

択捉島

後島

なr

450

ぐo●

巳

/Bｰ

佐脇

75ｰ

75'

3Aｰ

対呼

壱 岐 δ

五島列島ノ

隠岐
O

岬

'/

甑 島列 島

大臨 島・こ』僻

久島

吐 喝嘲列島'

4大

㌦ 之島
'発 秀中永良部

§礁 多縄島
久米島

バ リ

与那国鰹 鮮 宮古島

奄

美

諸

島

大東諸島
0南大東島

臼

弗

o大

.'二 由 島
0

八丈島

.鳥 島

30ｰ

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

rsｰ

火
,.硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

薩碧 一1992(130)
■1993一(75>

ri3ｰ 13¢◎ X35ｰ 口o。
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1190ナ キ ウ サ ギ

Ooカo伽 ∂加 ρθr∂o■θ∂

19メ ッシュRDBラ ンク:LP

やや情 報不足

夕張 山地 、 日高 山地 か らの新 しい情報 が欠如。

45ｰ

礼文島
勺
○

利尻島

.ぜ

択捉島

国後島

匹 色丹島9

墾グ'

・ 歯 舞 諸 島

囲

σ

D

分 布 確 認 年 代 別

圏 一1992(10)
■1993一(9)

40ｰ
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35ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1200ア マ ミ ノ ク ロ ウ サ ギ

Pθη亡ala即5fαmθ33f

5メ ッシ ュRDBラ ンク:EN

分布 パ ター ンを表 して いる

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

25ｰ

!

甑島列島

大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐 喝 劇 列 島'σ

紙 島
廃 潅 之島

♂ ・沖 永 良 部

愈 臨 遜 縄島
久米島

轟 ξ薦 垣量鵯

奄

美

諸

島

大東諸島
O

O

南大東島

西表島

分 布確 認 年 代 別

一1992(0)

■1993一(5)

125ｰ 130ｰ
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140ｰ 145ｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1210ユ キ ウ サ ギ

卸 〃3亡f〃f伽

519メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

45ｰ

礼文島
勺
Ol

利 尻 島'

田

択捉島

国後島

/鵬
譲

轡 歯舞諸島

/

o'i

口

分 布確 認 年 代 別

一1992(423)

■1993一(96)

40ｰ
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itsｰ 員o。 1司50

ISｰ

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1220ノ ウ サ ギ

五θPπ5zフr∂c1～アLlr〃5

2672メ ッシ ユ

分 布パ ター ンを表 して いる

礼文島

穐o

利尻 昌.

奥尻島 す

択捉島

後島

z讃

45。

lo◎

10◎

佐渡憂
.

Df

3S'

隠岐

7Sｰ

30。

aｰ

対啄

壱 岐 診,

五島列島試

"
甑島列島

大隅諸島oO

∵
吐喝噺列島'

ダ大
噛 ㌦

之島
'秀 曽中永良部

愈礁 薪 縄島
久米島

与那国親 辮 宮古島

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

ご

ノ 。二由 島

大東諸島
0

南大東島

八丈島

.鳥 島

30'

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

!Sｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿翔 一1992(1791)

■1993一(881)

It5ｰ i30ｰ i35ｰ 1/0ｰ
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140。 145。

司5。

哺乳類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2002

1230ア ナ ウ サ ギ

0η1o亡01a8～150召1ηfoα1召3

13メ ッシ ュ

情報不足

礼文 島

、Q

利鴫 .

奥尻島 σ

択捉島

後島

な1島

/Sｰ

40。

`o,

佐脇

15ｰ

aaｰ

対啄

壱岐o

五島列島ノ

努

譜㌔ 薪縄島
久米島

'!

甑 島列 島
口

大隅諸島

..C

.C

吐喝嘲列 島'

ダ大
● 緊

之島

巧中永良部

oO

隠岐8

｢r

糎 子島

久島

奄

美

諸

島

大東諸島
0

南大東島

.1三 占 島O

a

八丈島

.鳥 島

35ｰ

2Sｰ

与那国昇撫

。し 宮古島

30。

小

笠 、

原 、父島

群 ㌔母島

島

aｰ

火
ウ硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿翻 一1992'(7)

■1993一(6)

縫5● 130ｰ usｰ i十aｰ
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2.集 計 表

調査対象種 にっいて、都道府県別 の情報収集状況 を把握す るため、調査票 に記載 さ

れた3次 メッシュ(お よそlkm×lkm)を 単位 として集計を行った。

配列 は、分布 図 と同様、分類順(巻 末資料3「 調査対象種一覧」 に示 された調査対象

種 ・亜種の順)で ある。

本集計表 は、報告のあった3次 メ ッシュを種別 ・都道府 県別 に集計 したものである。

従 って、分布図上に示 された地点(2次 メ ッシュ)数 とは必ず しも一致 しない。

同一種 、同一3次 メッシュにおいて、複数の調査員か らの、 あるい は異な る調査年

月 日の報告があった場合には重複 を排除 し、1件 として集計 した。
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種の多様性調査(動 物分布調査)
種別・県別3次 メッシュ集計(哺乳類)

H
CJi
H

種 名

0010ナ ミハ リネ ズ ミ

0020チ ビ トガ リネ ズ ミ

0030ヒ メ トガ リネ ズ ミ

0040ア ズ ミ トガ リネ ズ ミ

0050ト ガ リネ ズ ミ

0060サ ド トガ リネ ズ ミ

0070オ オ ア シ トガ リネ ズ ミ

OO80カ ワネ ズ ミ

0090コ ジ ネ ズ ミ

0100オ ナ ガ ジ ネ ズ ミ

0110ジ ネ ズ ミ

0120オ リイ ジ ネ ズ ミ

Ol30ジ ャ コ ウネ ズ ミ

0140ヒ メ ヒ ミ ズ

0150ヒ ミズ

Ol60ミ ズ ラ モ グ ラ

0170セ ン カ クモ グ ラ

0180ア ズ マ モ グ ラ

0190サ ドモ グ ラ

0200コ ウベ モ グ ラ

0210ク ビ ワオ オ コ ウモ リ

0220オ キナ ワオ オ コ ウモ リ

0230オ ガサ ワラオオ コ ウモ リ

0240キ クガ シ ラ コ ウモ リ

0250コ キ クガ シ ラコ ウモ リ

0260オ キナワコキクガシラコウモリ

0270ヤ エヤマコキクガシラコウモリ

0280カ グ ラ コ ウモ リ

0290ク ロ アカ コ ウモ リ

0300モ モ ジ ロ コ モ リ

0310ド ーベ ン トン コウモ リ

0320ホ オ ヒゲ コ ウモ リ

0330ヒ メ ホオ ヒゲ コ ウモ リ

0340ク ロホオ ヒゲ コウモ リ

0350カ グヤ コ ウモ リ

0360ノ レン コ ウモ リ

0370ア ブ ラ コ ウモ リ

0380モ リア ブ ラ コ ウモ リ

0390オ オ ア ブ ラ コ ウモ リ

0400オ ガサ ワラアブラコウモ リ

0410ヒ メホ リカ ワコ ウモ リ

0420ク ビワ コ ウモ リ

0430ヤ マ コ ウモ リ

0440コ ヤ マ コ ウモ リ

0450ヒ ナ コ ウモ リ

0460チ チ ブ コ ウモ リ

0470ウ サ ギ コ ウモ リ

0472ユ ビナ ガ コ ウモ リ

0480リ ュウキュウユビナガコウモ リ

全

国

5

95

23

315

3

244

149

7

19

3101

2

33

206

781

n

1
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1721
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5

3
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8
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15
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5

6
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s
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67
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海
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5

95
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6

3

2
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3
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1

占

5

z

4

z
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13
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県 県 県 県 県 県
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u幽 一L」 馬 ℃」 」げ 」L
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1921451762

651い μ 噛

貞げuし ■bβ 一巳u,白
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1191613肖
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82411晒 由

一3・ 貯1一 一

721甲 熟 斤 甲

33内 μ い 鳶

3632画54

-41甲 亨 一

一 ● 一 一?夢 ■7

281r即,

15内 《・ 鴇 鐸

1483一 μ ・・

一7一 一 一 一
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d・ と・147一 ・ ●L一
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幽ム ℃」 凶♂ 」L●b」6u噸

1117甲321

り 鴇 押 》L白 〆り い

幽 一 」L♂ し 」■Ldb幽 ♂

一 一711一 一 一

3一6521548

1719163963

サ 噛'》 噛 噛 紺10

甲 一"鴨 胃10"

1"1岬6鴇2

晶 ・ 一 ・・325

一 一 一 一1-5

亀P▼ 「 ρr「 ■ 冒 「F▼ ㍉

り鱒 押 噛 のプ リ 鴇"

一 一 一 「P7圏 一 一
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ifrr

21熟1甲 鴇2

3-u1晶 ・5

噂一 一 一 →o← 一

サ ー1鴨 冒 ヤ 熟

噛 却 い 鳶14》 ・ μ

新 富 石 福 山 長 岐 静 愛

潟 山 川 井 梨 野 阜 岡 知

県 県 県 県 県 県 県 県 県

242岬 蟻15却 塙 鐸

11412」L34284u・

3÷ 一 ▼ ■一 一 一 一 一?

嫡73鴇1152137
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6215一317151443

u由 一u幽 晶 ● 一u
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♂∀ 学32蝋2361658
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=92一 一1545

占5塙 幽'3152凸 ノ

ー 一1一 。 一1一 一

甲31▼ ・3雫2'▼?
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甲1→ ・L一 一1→1

即?r岬 甲 一 即 隔 帰

噛 白 却 鳩 弾 単 鴇 μ 噛

一3一 一1s一 一

131熟 即81臼 ・1

巳 幽 一 一1晶1」 ・ 」ら

【・81ρr4533向 ・

・《61い 内・ 帖22蝋

一 献 幽 一u幽 一 晒 一

三 滋 京 大 兵 奈 和

歌重 賀 都 阪 庫 良

山

県 県 府 府 県 県 県

一 一 一 申 〒騨 一 吻
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種の多様性調査(動物分布調査》

種別・県別3次 メッシュ集計(哺 乳類)

種 名

0490テ ン グ コ ウモ リ

0500

0510

0520

0530

0540

0550

0560

0570

0580

0590

コテ ングコ ウモ リ

クチバテングコウモ リ

オ ヒキコ ウモ リ
ニ ホンザル

タイ ワンザル

タヌキ

キツネ

ノイ ヌ

オオカ ミ
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0600

0610

0620

0630

0640

0650

0660

0670

0680

0690

ベ ンガルマ ヤネ コ

イ リオモテヤマネ コ
テ ン

クロテ ン

イ タチ

チ ョウセンイタチ

イイズナ

オコジ ヨ

ミンク

アナグマ

0700

01io

O720

0730

0740

0750

0760

0770

07ao

O790

カ ワウソ

フ ツコ
セイ ウチ

アシカ

トド

オ ツ トセイ
ゼ ニガタアザラシ

ゴマフアザラシ

ワモンアザラシ

クラカ ケアザラシ
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O810

0s20

0830

0340

0850

0860

0s70

0sso
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アライ グマ

カニクイ アライ グマ
ヒグマ
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イ ノシシ
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ノヤギ
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キ タリス
ニホ ンリス

シマ リス

ホン ドモモンガ

タイ リクモモンガ

全

国
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9
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1
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種の多様性調査(動物分布調査)
種別・県別3次 メッシュ集計(哺 乳類)
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種 名

0980ム サ サ ビ

0990タ イ リ クヤ チネ ズ ミ

1000ム クゲ ネ ズ ミ

1010ヒ メヤ チネ ズ ミ

1020ヤ チ ネ ズ ミ

1030ス ミス ネ ズ ミ

1040ハ タ ネ ズ ミ

1050マ ス ク ラ ッ ト

1060カ ヤ ネ ズ ミ

1070セ ス ジ ネ ズ ミ

1080ハ ン トウア カ ネ ズ ミ

1090ア カ ネ ズ ミ

1100ヒ メネ ズ ミ

1110ト ゲ ネ ズ ミ

1120ド ブ ネ ズ ミ

1130ク マ ネ ズ ミ

1140ケ ナ ガ ネ ズ ミ

1150ハ ツカ ネ ズ ミ

ll60オ キナ ワハ ツカネ ズ ミ

1170ヤ マ ネ

ll80ヌ ー トリア

ll90ナ キ ウサ ギ

1200ア マ ミ ノク ロ ウサ ギ

1210ユ キ ウサ ギ

1220ノ ウサ ギ

1230ア ナ サ ギ

全

国
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143
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3.考 察

(1)総 論

本調 査 の開 始段階(1997年)に お い て、 日本 か ら知 られて いた 土着の哺 乳類 は

クジ ラ類 とジ ュゴンを除 くと106種 であった。 これ らのほか に外来種 が18種 、

さ らにチ ョウセ ンシマ リス の よ うな外 来亜種 、テ ン(北 海道)、 イ タチ(北 海 道)、

チ ョウセ ンイ タチ(本 州 、四国、 九州)な どの国 内移 入種 が ある。 今回、 これ らを

対 象 に分布 情報 の収 集 を行 った結 果、 ここに示 され て い るよ うな116種 に 関す る

情 報 が寄せ られ た。

新 しい分布 情報 の追加に よ り、多 くの種 の分布 図は、第4回 調査 に比 して著 し

く充 実 し、既 往 の情報 か ら推測 され る分布 に一層 近づ いた とい える。特 に 目視 情

報 な どが得 られやす い 、イ タチの サイズ よ り大 きい陸 上種につ いて は、総 じて良

好 で現 実的 な分布図 が得 られ てい る もの と思 う。 一方 、ネ ズ ミ、モ グラ、 コ ウモ

リな どの小型種 で は、広域 分布 ・普通種 で あって も、 まだ大 きな情 報空 白域が多

数残 ってい る。 これ は小型 種 の場 合、捕 獲等 によ る、標本 の実見以 外に種 の確 認

が 困難 であ る場合 が 多い とい うことに大 きな原 因 があ り、また、特殊 な捕 獲 技能

と種 の 同定技 能 を要す るこ ともそれ らの情 報収集 を困難 に してい る もの と考 え ら

れ る。

さらに、特 に小型種 に関 して分布 図 を見 た場合 、非 常に大 きな情 報 の偏 りが存

在 す る。 例 えば広域 分布 ・普 通種 であ る ヒミズ、アカネ ズ ミ、 ヒメネ ズ ミな どで

み る と、本州 北部 日本海側 の各県 、 中国地方、 四国南部 、九州東 ・南部 な どは他

地域 に 比 して著 しく情 報が少 ない。 これ は恐 らくこれ らの地 域 にお いて調査 関係

者 、研 究者 等 が少 な いか、 あるい は情報提 供者 の選 定 に問題 があ る ことを示唆 す

るもの であろ う。 コ ウモ リ類 に関 して も これ に類 した問題 があ るもの と考 え られ

る。 なお 、 コ ウモ リ類 の うち、 キ クガ シラ コウモ リ、 コキクガシ ラ コウモ リ、モ

モ ジ ロコ ウモ リな どでは、第4回 調査報 告書 に比 して、今回 の分布 図 にお いては

1992年 以 前の情報 メ ッシュ数 がか な り減少 して い る。 これ は今回 、過 去 の分布

情 報 の うち、確 認年 度 が記載 され ていなか った もの を削 除す る処置 を行 った結果

に よる もので あ る。

海 獣類 の うち、北海 道沿岸 に定着 してい るゼニ ガタ アザ ラシな ど一部 を除 き、

回遊性 の種 に関 しては前回調査 に引 き続 き情報 の不備 な ものが多い。

なお 、現在 こ こに掲載 され てい る種 の一部 には、調 査開始後 の分類学 的再検討

に よって種名(学 名)が 変 更 された もの もあ るが、 ここでは調査 計画段階 の 旧名 が

使 われ て いる。 これ らは次 回まで に訂 正 され る ものの 、調 査時 とま とめの時間差

が大 きいた めに生 じた ものであ るこ とを御 理解 頂 きた い と思 う。

外 来動 物 に関 しては、マ ス クラッ トの よ うに水辺環 境 の悪化 によ って縮退 した
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ものが ある反 面、タイ ワン リス、本州 の シマ リス、 ア ライ グマ等分布拡 大が著 し

い もの、 タイ ワンザル の よ うに分布 拡大 とニホ ンザル との交雑 が現 実の もの にな

るな ど、深刻 な問題 が顕在化 してきてい る。 これ らの 分布調査 の結果 を生 か し有

効 な対策 を立て るこ とこそ緊急 に肝要 な こ とであ る。

(阿部 永)
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(2)モ グラ 目(食 虫 目)

① 当該分類群の概説

日本 には トガ リネズ ミ科12種 、モグラ科7種 、合計19種 の土着食虫類が生息 し

ているが、その うちセ ンカ クモ グラとオ リイ ジネズ ミを除 く17種 について新たな分

布 情報が追加 された。 その結果 、分布図は総 じて各種 ともよ り現実 的な分布状況 を

示す もの にな って きた とい える。 ただ、普通種 で、広域分布す るものに大 きな空 白

域 が多数存在 してお り、今後 これ らを埋めるような調査作業 が必要である。

②今回の調査結果

チ ビ トガ リネズ ミは既知 の分布情報をほぼ満た してい る。

ヒメ トガ リネ ズ ミは北海 道では道北、道東 あるいはその他の湿原 など寒 冷地で普

通 に見 られ るが、 これ らの地域 においても未記録地が多 く残 されている。

アズ ミ トガ リネ ズ ミは本州 中部 の山岳地 に分布 し、既 知情報の大部分 をカバ ー し

ている。

トガ リネズ ミは分布情報がかな り追加 されたが、北海道の もの(現 在ではバイカル

トガ リネズ ミとして本州の もの とは別種 とされている)は 広域分布種であるにもかか

わ らず未記録地が多数残 されている。

サ ド トガ リネズ ミは現在 では独 立種ではな く本州 の トガ リネズ ミの1亜 種 とされ

ている(子 安,1998)。

オオアシ トガ リネ ズ ミは極 めて普通 の広域分布種 であ るが、未 記録地 が多数残 さ

れ てお り、調査 が進 めば北海道 本島部 ではほぼすべてのメ ッシュでの出現が予想 さ

れ る。

カ ワネズ ミは分布情 報が 著 しく増加 し、三重県や京都府 な ど一部 を除 き、ほぼ既

知情報 を満 たす ものになってい るほか、滋賀県や和 歌山県な ど新たな分布県が追加

された。

コジネズ ミは対馬 での分布情報 が増加 し、島のほぼ全 域に分布 す るらしいこ とが

示 された。

オナ ガジネ ズ ミは南西諸 島の うち、奄美大島か ら沖縄 島までの比較的大 きな島か

らの分布情報 のみ で、周辺 にあ る既知 の小 島 ・喜界 島 ・硫 黄鳥島 ・伊平屋 島 ・伊江

島 ・瀬底 島 ・浜比嘉 島 ・渡名喜 島 ・渡嘉敷島 ・阿嘉 島 ・久米 島な どか らの情報 を欠

いてい る。 なお、現在 では本種 の種名は独立種 ワタセ ジネズ ミとされてい る(本 川,

1998)a

ジネ ズ ミは低標高地 にお ける広域分布種であるが、本州 ・四国 ・九州の各地 に広

域 の未記録 地が広 がってお り、今後調査 が進 めば連続 した分布 にな るこ とが予想 さ

れ る。

オ リイジネ ズ ミは奄美大 島 と徳之 島のみか ら知 られて いるが、 これ まで徳 之島の
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分布情報 は寄せ られてお らず、また奄美大島のもの も1993年 以降の新たな情報 は寄

せ られていない。

ジャコウネズ ミは長崎県 、五 島列 島の福江 島、鹿児 島県及び奄美大 島以 南の南西

諸島か ら知 られてい るが、既知 の島の うち奄美大島 ・伊 江島 ・水納 島 ・粟 国島 ・渡

嘉敷 島 ・渡名 喜島 ・座間味島 ・伊 良部島 ・与那国島などからの情報 を欠 いてい る(本

力1,1998)o

ヒメ ヒミズでは鳥取県や徳 島県 な どで新たな分布情報が得 られた ほか、青森県な

ど既知分布地の周辺でも新分布地が追加 された。

ヒミズは山地で の広域分布種 であ るが、九州東 ・南部や 四国南部 ・中国地方 ・青森

県 を除 く本州 北部 日本海側 な どに広 い未記録地が広がってい る。

ミズ ラモ グラは本州 中部以 北の既 知の分布地周辺で新 たな情報 が追加 され たが、

既知の京都府 ・和歌山県 ・広島県な どか らの分布情報 を欠いている(阿 部,1998)。

アズマモ グラは本州中部以北の広域分布種で、今 回多数の新情報が追加 され たが、

まだ未記録地が広 く残 され てい る。 また、近畿以西 にあ る孤 立分布 地の うち多 くの

情報が追加 された。 しか し愛媛県 の孤立分布情報を欠いている。

サ ドモ グラは新情報が追加 され た ことによ り、ほぼ分布の実態 を示す もの となっ

てい る。

コウベモ グラは本州 中部 以南 ・四国 ・九州、隠岐 ・対馬 ・五島列 島 ・種子島 ・屋

久島な どにおけ る広域分布 種で あるが、まだ未記録地が多数 残 されてい る。ただ、

分布北端の一部は正確 に記録 されている。

③ 引用 文 献

阿部 永(1998)第2章 モ グ ラ科 の分 類 ・形態.阿 部 永 ・横 畑 泰 志(編),食 虫類 の

自然 史.pp.25-58.比 婆 科 学教 育振 興 会,庄 原

子 安 和 弘(1998)第4章 日本 産 トガ リネ ズ ミ亜 科 の 自然 史.阿 部 永 ・横 畑 泰 志

(編),食 虫類 の 自然 史.pp.201-267.比 婆 科 学教 育振興 会,庄 原.

本 川 雅治(1998)第5章 日本産 ジネ ズ ミ亜 科 の 自然 史.阿 部 永 ・横 畑泰 志(編),食

虫類 の 自然史.pp.275-349.比 婆科 学教 育振 興会,庄 原.

(阿部 永)

157



(3)コ ウモ リ目(翼 手 目)

① 当該分類群の概説

コウモ リ類 の分類学 の世界的な権威 といわれ るかっ て大英博物館で働 いていた 田1

による と、コ ウモ リ類は世界中か ら977種(CorbetandHil1,1991)が 、また、アメ リカ

自然史博物館で働 いていた も う一方の権威 、Koopman(1993)に よると、925種 が知 ら

れ る。す なわち、 この両者 においてす ら、世界に生 息す るコ ウモ リ類 の種数 に大 き

な隔 た りがあ り、 この ことか ら推測でき るよ うに、 コウモ リ類 の分類学的研 究は世

界的 にも非常 に遅れ ている し、また混乱 している と言 い得 る。 これ には、夜 間 に活

動す る、昼間 は特殊 な環境 に潜 んでいるな ど、人 目につ きに くいので、積極 的な特

殊 な調査 を しな けれ ば、そ の生息 を確認 できない ことも 一つの要因である。 また、

人が コウモ リ類 の種 を形態 を通 して認識す るには、種 ど うしが酷似 している仲 間が

あま りに も多い ことにもよる。 さらには種数が現世 の哺乳類 の4分 の1近 くにもな

る とい う具合 に圧倒 的に多 いこ とも関連す る。 この よ うなこ とを反 映 し、種の 同定

が観察 しただけでは不可能 な仲間が多 くあ り、捕獲iして詳細 に形態 を観察す る必要

が あるが、 困ったこ とにその捕 獲が非常に困難 であ るこ とも研 究が遅れ てい る一因

であ る。従 って、現在 でも新種の発見がそれほ ど珍 しくない分類群 である 。

この よ うに多種か らなる コウモ リ類 であるので、分布 域 も非常 に広い。 南極 とツ

ン ドラ地域 を除 く全世界に広 く分布す る。 もちろん 、極度 の高地や小 さな海洋 島に

は生息 していない ところもある 。

一方
、 日本では陸上哺乳動物 の3分 の1く らいの種数 をコウモ リ類が 占め る。前

田(2001)に よると、今回の調査時(33種)よ りも種数 が増 えて、36種 がこれまでに知

られている。 これ はその後の2種 の新種(ヤ ンバルホオ ヒゲコウモ リ、 リュウキュ ウ

テ ングコウモ リ)発 見(MaedaandMats㎜ura,1998)と 、 これまで亜種、あるいは同種

と考 え られ てい たオ ヒキ コウモ リとス ミイ ロオ ヒキ コ ウモ リが 、別種 と判 明 した

(FunakogbandK㎜i副d,2000)た めである。 なお、これ ら36種 には、元々 日本 に生息

してい なか った もの、すなわち、 日本以外 で採集 され た ものが誤 って 日本産 になっ

た と推測 され る種が2種(オ キナ ワオオ コウモ リ、オガサ ワラアブラコウモ リ)含 ま

れ る(前 田,2001)。 これ は現在2種 とも環境省の レッ ドリス トにおいて、絶滅 した と

されてい るが、最初か ら生息 していなか ったのだか ら、現在 もいないのは当然だ と

い うこ とにもなる。 また、2種 は通常は 日本で生息せず、いわゆる 「迷鳥」の よ うに

(前 田(2001)は 「めいふ く、迷幅」 と言 ってい る)、 大陸か ら時々飛来 して くると推

測 され るものである 。ただ、いずれに して もこれ ら4種 を除いて も、 日本において

は、 コウモ リ類 の種数 は哺乳類の他 のどの分類群 よ りも多 い。

日本 において コ ウモ リ類 の種数 が多 い理 由は次の よ うに推測 され る。 コウモ リ類

の多 くは樹洞 を昼間の隠れ家に している。樹洞は大木に しかない 。 日本 には、他 の

先進諸国 に くらべて この大木が多い、す なわちコウモ リ類 の昼 間の隠れ 家が まだ多
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く残 ってい る。従 って、 日本で コウモ リ類 の種数 が多 いのは、樹洞 を昼 間の隠れ家

にす るコウモ リ類が多い とい うことが大 きな理由である。

②今回の調査結果

今 回の調査で得 られた新知見 ・新 情報に関 しては、全 くといっていい ほ ど、取 り

上 げ るべ きものがなかった と総括 され る。前回の調査はいわゆ る種が科 学的 に記載

されてか ら1992年 までの長い間の情報であるのに対 して、今 回主 として取 り上げ ら

れた情報 は、1993年 以降 と期間が短 い。 コ ウモ リ類 に関 しては、 この ような短 い期

間では、特別に努力 しない限 り、情報は集 まらない とい うことである。

この よ うな状況であるか ら、正確 な分布 として、あるいはかつて と今 回の分布 を

比較 して考察す るとい う段階に至っていない。

今 回は前回 よ りも情報が増 してい る種 もある。 しか し、前回得 られた場所 か らの

情 報が今回得 られていない場合 も多い。す なわち、積極 的に このよ うな観点 か らの

調査 を しな ければ、分布動 向に関す る情報は集ま らない し、ま してやそれ を考察す

るこ とは不可能である。

絶滅 とされ ている以外 で、今 回、新規 の情報 が全 く得 られ なかった コウモ リ類 の

うち、 ツシマ クロアカコウモ リとオオアブラコウモ リについては前述 した よ うに 「迷

幅」 と思 われ る種で あるので、そ の結果 は当然 であろ う。 クチバテング コウモ リは

これ まで、模式標本の1個 体が対馬か ら知 られるのみであ り、それ以後、全 くとい

っていいほ ど、このコウモ リを確認す る努 力が されてない こどによるか らであろ う。

対馬 は大木 のある林 が2か 所、それ も決 して広 くない。 しか し、そ こで この コウモ

リが細 々 とまだ生き延 びている可能性がある と私は想像 している。いずれ に して も、

このままの状態だ と、絶滅が近い と思われ るので、その調査は急がれ る。

③今後 の課題

コ ウモ リ類 に関 しては、飛 翔性で あ ること、昼間は特殊 な環境に潜み夜活動す る

ので人 目に触れないこと、分類学的研究 が相対的 に遅れていることな どの事情か ら、

今後の課題 について も他の哺乳類 とは異 なる面が ある。

まず、調査方法で あるが、コウモ リ類の場合 、意図的に調べねば何 も判 明 しない

ケース がほ とん どで ある。今回 のよ うな単 なる 自主的なア ンケー トか らは、正確 な

分布 を知 るには無理がある。通常の生活において、 コウモ リを 目にす る、 あるい は

意識 す るこ とはほとん どない。 さらに、 コ ウモ リ類 の生息 を知 るには、他 の調査 の

片 手間で は不可能であるので、 コウモ リ類 のみの独 自調査 でなければ、分布調査 と

して意味 をなさない。従 って、今 回の結 果 も非常に不十分 な もの となってい る。 そ

のなかで も特 に今 回情報が得 られ た地域 は、その地域 に特別 に コウモ リ類 に興 味 を

もってい る人が住 んでいるか、その地域 の コウモ リファウナ に強く興 味を持 ってい

る人 が調べた場所 ばか りで ある。す なわち、今 回の コウモ リ類 の分布 は コウモ リ類
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に興味 をもっている研究者 の分布 を示 してい る ともい える。 しかも、そ のよ うに コ

ウモ リ類 に気 を配 る人 が 日本で は非常に少 ない。すなわち、現在のや り方で は コウ

モ リ類 の分布 を明 らかにす るこ とはできない ことを示 してい る。

従 って、 コ ウモ リ類 については同 じ形 式で調査 を継続す る意義は うす く、今後 は

この よ うな調査 は止 めるべ きで あろ う。 しか るべ きコウモ リ調査の専門家集 団 に依

頼 し、責任 者 を明確 に して、各都 道府 県 を順次調査 していった方が結 局仕事は速 い

し、そ の趣 旨にあ う調査ができると思われ る。

また 、コ ウモ リ類 の保護 を念頭 にお いてい るならば、 ある場所 で1頭 の生息が発

見 され た ら、それが何 を意味す るか、明確 にす る必要がある。 コウモ リ類の場合 、

飛翔可能 である。従って、他の哺乳類 に くらべて移動が起 こりやすい(積 極的で あろ

うが、消極的で あろ うが)。 しか も、季節や その時 の目的 によ り、複数 の隠れ家 を利

用 しわけてい る種 もある。 わか りやす い例を あげれば、冬眠 の時 と出産 ・子 育て を

行 う場所 は求 める環境条件 が異な る場合 が多い。.また、求 める隠れ 家 と、採 餌場所

がかな りの距離離れていて も、毎 日その間を往復す るこ とも行 ってい る場合 もある。

そこでの発見 は生活上 どの ような位 置づ けになるのか、見極 める必要がある。

デー タの公 開に関 して も、 コウモ リ類 には他 の分類群 とは同列 に論 じられ ない特

殊事情 があ る。 洞窟 を昼間の隠れ家にす るコ ウモ リ類 の場合 は、その洞窟 の場所が

明 らかにな るよ うな精度でデー タ公 開す れば、場所の特定が可能である。 コウモ リ

類 のデー タ公 開 は他 にもま して慎重 にな るべ きで ある。 なお、意図的で あるか どう

かにかかわ らず、人の入洞が洞窟 内生態系 に与 える影響 は極 めて大 きいものである。

コウモ リ類 保護 の観 点か らは、デー タの公 開如何にかかわ らず、 コウモ リ類 は入 れ

るが、人は無許可で入 ることができない よ うな柵 を洞入 口に設 けるな どの十分 な保

護対策 をとるこ とを将来的には考えるべ きで ある。

④ 引 用 文 献

Corbet,G.B.andJ.E.Hill(1991)AWorldlistofmammalianspecies,3rded.OxforsdUni.

Press,NewYork.243pp.

Funakoshi,K.andT.Kunisaki(2000)OnthevalidityofTadaridalatouchei,withreferenceto

morphologicaldivergenceamongT.latouchei,T.insignisandT.teniotis(Chiroptera,

Molossidae).MammalStudy25:115-123.

Koopman,K.F.(1993)OrderChiroptera.In:D.E.WilsonandD.一A.M.Reeder(eds.),

MammalspeciesoftheWorld,2ndEd.pp.1206:137-241.SmithonianInst.,USA,

Maeda,K.andS.Matsumura(1998)TwonewspeciesofVbsperdlionidbats,ル かoガ5and

ル 働 伽(驚spe而lionidae:Chhoptera)丘omYanb㎜,0㎞awaIs1㎝d,Okinawa

Prefecture,Japan.ZoologicalScience15:301-307.

前 田 喜 四 雄(2001)日 本 コ ウ モ リ 研 究 誌 一 翼 手 類 の 自 然 史.東 大 出 版 会,東 京.203PP.

(前 田 喜 四 雄)
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(4)サ ル 目(霊 長 目)

① 当該分類群 の概説

日本 に自然分布す るサル類はニホンザル1種 である。今 回の調査 では、前回に引

き続 き、一部 の地域で野生化 しているタイ ワンザル も対象 とされた。 このほか 、千

葉県房総半島にアカゲザル が生息 しているとの情報(仲 谷 ・前川,印 刷 中)が あ り、

今後の調査課題 である。

②今回の調査結果 。

ニ ホンザル は本州 、四国、九州、金華 山島、淡路 島、小 豆島、屋久島な どに分布

する。かつ ては種子 島に も生息 していたが、明治期 に絶滅 している。今 回の調査で

はこれ ら既知の分布域が網羅 された情報が得 られた。しか し、群れ情報 とそれ以外(ハ

ナ レザル 情報)と が 区別 され ていないので、情報のある範 囲が個体群分布域 よ りも広

く示 されて いる と思 われ る。例 えば、宮城県牡鹿 半島、福 島県太平洋岸 南部、茨城

県な ど、群れ の生 息が知 られ ていない地域 か らも情報 があ る。今後、群情報 とそれ

以外 とを区別 して調査 を行 うことが課題 である。 また、絶滅危惧地域個体群 の分布

域 となっている東北地方では、1993年 以降の情報 が、北上 山地や秋 田県の平野部な

ど従来は群れ分布 の知 られ ていない地域 か らも得 られ てお り、こ うした情報 にっい

ては今後 の精査 が必要である。

タイ ワンザル については、定着が確認 され てい る3箇 所(下 北半島、伊豆大島、和

歌山県北部)か ら情報が あ り、現状 を正 しく反映 した分布 図が得 られた。

③ 引用文献

仲谷淳 ・前川慎吾(印 刷 中)タ イ ワンザル.日 本生態学会(編),外 来種ハン ドブ ック

(石井 信夫)

161



(5)ネ コ 目1(食 肉 目 ・裂脚 亜 目)

① 当該分類群 の概 説

日本 にはイヌ科3種(タ ヌキ、キツネ、 ノイヌ)、 ネ コ科3種(ベ ンガル ヤマネ コ、

イ リオモテヤマネ コ、 ノネ コ)、 イ タチ科9種(テ ン、クロテン、イ タチ、チ ョウセ

ンイ タチ、'イイズナ、オ コジョ、 アナグマ 、カ ワウソ、 ラッコ)、 クマ科2種(ツ キ

ノワグマ、 ヒグマ)が 生息してい る。 また、野生化 したイ タチ科1種(ミ ンク)、 アラ

イ グマ科2種(ア ライグマ、カニクイアライ グマ)、 ジャコウネ コ科2種(ジ ャワマン

グース 、ハ クビシン)な どの移入種 が分布 している。 このほか、絶滅 した種 としてイ

ヌ科1種(オ オカ ミ)が いる(阿 部 ほか,1994)。

食 肉 目は、 日本 の陸上性哺乳類 で 中、大型種が多 く、行動域が広 く、生息密度 が

低 く、夜行性や警戒心 が強い種 がほ とん どなので、分布や生息状況 を確 実に知 るこ

とは難 しい。 しか し、地域の生態系 においては、食物連鎖の最上位 に位置す るので、

地域生態系 ・種多様性保全のための鍵 とな り、その生息状況 を知 ることは重要かっ

不可欠 となる。

特 にネ コ目の生息分布については次の3点 で今後 も注 目す る必要がある。

(1)絶 滅確認

(カ ワ ウソ、ツキ ノワグマ地域個体群)

(2)絶 滅危惧回避

(イ リオモテ ヤマネ コ、ベ ンガル ヤマネ コ(ツ シマ ヤマネ コ)、 ツキノ ワグマ とヒグ

マの地域個体群)

(3)移 入種、ペ ッ トの野生化個体群管理

(ノイヌ、ノネコ、 ミンク、アライ グマ、ジャワマ ングース、ハ クビシン)

②今回の調査結果

タヌ キは分布確認 メ ッシュの総数 は減少(と くに北海道で顕著)し てい るよ うに見

える。 これ は他 の種 についても言 えるこ とであるが 、今回の調査手法 に よるもので

あ ると考 え られ る。 この ことを考慮 して も、 タヌ キのこれ までの分布情 報 との大き

な違いがない と考 え られ る。 これ までに分布 が確認 されていなかった長 崎県対馬 で

死体が確認 されたが、この個体は九州本土か らの持 ち込みの可能 性が高い(馬 場ほか,

2002)。 一般 にタヌ キは都市近郊で 目撃 され る頻度が高まっているが、 これは宅地開

発 な どに よる生 息地の縮小 による と考 え られ る。その他 、病癬 の罹病が地域個体群

で は収 束 していない こと、高速 道路、一般道路での ロー ドキル による死 亡が高い こ

となどが この種 の注 目点 である。

キツネは分布確認メ ッシュの総数が10年 間で約半分 に減少(と くに北海道 で顕著)

してい る。 これ はタヌ キ同様 、今 回の調 査手法に よる ものか も しれ ない。注 目すべ

きは寄生 虫エ キノコックスがキツネ(と くに人慣 れ したキツネ)の 分布拡 大 とともに
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人への感染が増 えてい ることである。

ノイヌ とノネ コの分布 はメ ッシュ図では正確 に読み とれ ない。現実 には分布域 、

生息密度 ともに急増 しているこ とは確かだ と考え られ る。増加 の理 由はペ ッ トブー

ムに よる不法 な捨てイ ヌ、捨てネ コの増 加で ある。野生化 した ノイヌ とノネ コが市

街 地で社会問題 とな って いるばか りでな く、 自然生態系の多様性撹 乱 を加速 してい

る(日 本生態学会,印 刷 中)。

イ リオモテヤマネ コ とベ ンガル ヤマネ コ(ツ シマヤマネ コ)の 分布 は島喚、西表島

と対馬に限 られ る。 しか し、今回の調査で この2種 のヤマネ コの分布 メ ッシュは現

実 を全 く反映 していない。2種 では、絶滅危惧回避 のため環境省 による保護事業が継

続 されてお り、なかで も生息状 況モニタ リングは 日本のネ コ 目のなかでは異色 の長

期継続 した資料を蓄積 している(伊 澤 ・土肥,1994;Izawaθ'磁,2000)。 これ らの資料

による とイ リオモテ ヤマネ コの生息分布状況 はほぼ安 定 してい るが、ツシマヤマネ

コでは対馬 の南(下 島)で 最近ほ とん ど生息情報が無 くなっている。 また、 ノネ コか

らの伝 染性疾病 の感染 とロー ドキル による死亡、各種 開発 に よる生息地減少 な どの

問題が報告 され ている。

テンはメッシュが10年 間で約1/3以 下に減少 してい るのは前述の今 回の調査手法

によるもの と見れば、分布域 に大 きな変化 は見 られ ない。 しか しなが ら、北海 道で

はメ ッシュ数 の増加 が見 られ る。 これは後述するク ロテ ン との誤認 、あ るいは本土

か ら移入 されたテ ンの分布拡大 によると考 えられ、詳細 な調査が必要である。対馬

に生息するテンは亜種 ツシマテ ン(ルf.〃7.∫∫24εη∫∫∫)として環境省RDB(2002)でVU(絶

滅危惧H類)、 また 国の天然記念物指定がな され てい るが、対馬での分布については

大きな変化はない。

クロテンは北海道のみ に分布す るが、メ ッシュは10年 間で約1/3に 減少 している。

これ まで北海道全域 が分布域 と考 えられ ていたが、最近の研究で クロテンの生息可

能性 は石狩一門別 を結 ぶ線 よ り西側 にはない こ とが 明 らか に されて いる(Murakami,

2002;MurakamiandOhtaishi,2000)。 この こ'とか ら分布 図に現れている当該地域の情

報 は前回の調査の生息確認 メ ッシュも含 めてテンの可能性が強い。

イ タチは北海道 を除 く本州 ・四国 ・九州 と周辺 の島嗅 に分布 、今回 の調査で得 ら

れた分布図をみ ても、 自然分布域 をほぼ網羅 してい ると考 えられる。 しか し、正確

をきす るためには、次の2点 で詳 しい調査が必要である。

まず 、第1は 北海道や多 くの島喚 の個体 群がネズ ミ駆 除のために移入 され 定着 し

たものであ るが、由来 のは っき りしない一部 の島喚個体群 が移入 由来 か 自然分布な

のか を、過去の文献の再調査、 さらに分 子生物学的手法で確認す ること。第2に は

本州の東海近畿以南 の分布 には、次項の移入種チ ョウセンイ タチ との誤認が ないか

どうか。 この2点 での詳細 な調査 によ らなければ、イタチの 自然分布域 と移入定着

分布域 の混同は将来 も続 く。

チ ョウセ ンイ タチ のわが国にお ける自然分布 は長崎県対 馬に限 られ る。対馬での
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分布 は変化 な しと考 え られ る。 本州 ・四国 ・九州 と周辺 の島喚 への移入 と分布 拡大

は、在 来種イ タチ を駆逐す るこ とで懸念 され てきたが、その実態 につ いての調査 は

ほ とん どな されてい ない。前項 で述べた よ うにイタチ との種 同定の際の混 同がない

正確 な分布調査の必要 がある。

イイ ズナ は北海道 と本州 の一部(青 森県 、岩手県、山形県)に 分布す るこ とが知 ら

れ てい る(今 泉,1960;阿 部ほか,1994)。 今回の調査 でも青森県津軽 地方 には情報があ

ったが、前回の調査で情報があ った下北半島、岩手県、 山形 県では確認 されてい な

い。 さらに北海道 の情報メ ッシ ュは一応 以前か らの分布傾 向 を表 してい るよ うにも

見 えるが、あま りに も情報 メ ッシュが少 な くまた散在 してい る。いずれ に して も、

生息分布確認 のためには現地調査 が必要である。

オ コジ ョは本州 中部以北の山岳地帯及び北海道に分布す るこ とが知 られてい る(阿

部 ほか,1994)。 オコジ ョが今回の調査で他 のネ コ目の種 と異な る傾向は、今 回調査

の確認 メ ッシュ数が以前の2倍 以 上に増加 してい ることである。 しか し、 この原 因

が個 体数 の増加や分布域の拡大 が本 当にあったのか、調査方法 の違 いなのか はわか

らない。 さ らに、奥羽 山地で情報が なくなっているな ども含 めて、現地調査で確認

の必要がある。
'ミ ンクの原産 地は北アメ リカで

、わが国には明治時代に北海 道で毛皮生産のため

輸入 され 、その後養殖 されていた ものが1960年 代に野生化 した(阿 部,1994)。 その

分布 は前 回調査 では北海 道全道 に拡大 していたが、今回の調査で は情報 メッシ ュ数

は1/20に 激減 してい ることが注 目され る。 この激減が人為的な要因に よるのか、 自

然減少なのかは検討が必要である。

アナ グマ は北海道、南西諸 島、沿岸 島喚 を除いて全 国に広 く分布す る。今 回の調

査で も情報メ ッシュ数 は前回の1/3程 度 と減少 しているが、一応 、これまでの分布 を

反 映 してい ると考 えられ る。

カ ワウソについては、今回の調査では情報は得 られなか った。先 回の調査で情報

があ った高知県南西部 にっいて は、その後、環境庁 ・高知県 による生息調査が行 わ

れ たが生息確認 は されていない。 国の特別天然記念物 に指定 されてい るが、わが国

の中型哺乳類 の中で、絶滅の恐れが最 も高い(阿 部ほか,1994)。

ラ ッコは国際的保護 に よ り千 島列島の生息数 が増加 してい ることか ら、北海道根

室半島か ら知床 半島周辺 の沿岸 で最近生息が確認 されてい る(阿 部 ほか,1994)。 前回

までは情報 はなかったが、今回の調査で根室地方沿岸で情報が得 られている。

ア ライ グマ も ミンク同様、原産地 は北 アメ リカで、わが国には比較的最近 、ペ ッ

トとして輸入 され脱柵 して野生化 したものである。前 回調査で は北海道、宮城 県、

長野県、岐阜県 のそれ ぞれ都 市近郊 に小個体群 として分布が確認 されていた。今回

の調査では北海道 と長野県、岐阜県 の個体群 に分布拡大が見 られ る。北海 道での分

布拡大 は農 作物への深刻な被 害 を与 えるとともに生態系撹 乱の要因 ともなっている

(池 田,1999)。 宮城 県では今 回の調査 では情報がなかった。生息情報 メッシ ュ数 は2
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倍 に増加 してい るが、新 たに東京都、神奈川県、 さらに京都府、兵庫 県 に分布 情報

が加 わっていることが注 目され る。

ヒグマはメッシュ数が10年 間で約1/3以 下に激減 してい る。今回の調査で地域 ご

との分布確認情報では地域個体群が絶滅 した と考 えられ る地域はないよ うに見える。

しか し、地域個体群のよ り詳 しい実態が北海道庁によ りモニタ リング されているが、

最近10年 間での個体数 と分布域の減少、地域個体群絶滅 の危機が明 らかにみ られて

い る(北 海道環境科学研究セ ンター,1995)。

ツキノワグマはメ ッシュ数が10年 間で1/3と 激減 している。 この分布 図では把握

で きない絶滅が危惧 され るツキ ノワグマ地域個体群についての詳 しい生息状況調査

が必要 であ る。西 中国 山地 と四国については今回の調査 で も生息確認 の情報 が得 ら

れ てい る。 しか し、九州 については 目撃や痕跡の情報 が年 に数 回あるにもか かわ ら

ず 、そρ裏付 け調査がな されないまま大分県では絶滅 とみな している(大 分 県,2001)。

有力 な 目撃や生息情報 にっ いて はそ の確認調査を行 い、絶滅 とみなす には慎重 を期

す ことが望まれ る。

また、クマは出現 した場所が人の生活 圏や観 光 ・登 山 ・林業施業な どを行な う地

域 で あった場合、そ こで人 との接触 の可能性は大き く、その際、人命 が損なわれ る

こ ともある唯一の猛獣 である。そのため、2種 のクマの生息 と生息地保護管理 には、

他 の食 肉 目における以上の慎重な配慮が必要であ り、その こ とを含 めた詳細な生息

分布調査が急務 である。

ハ ク ビシンは東南ア ジア大陸部 か ら中国南部 、海南島、スマ トラ、ボル ネオ、台

湾 に分布す る。 わが国で も近年 、北海 道か ら九州 まで生息が報告 され てい るが、分

布 が分 断 しているこ と、明治時代 以前には確 実な生息記録がない ことか ら移 入種 と

み られている(阿 部ほか,1994)。 今 回の調査でも生息情報メッシュは全国にあ り、前

回調査 の分布状況 と同様 な傾向が見 られ る。 しか し、 メッシュ数 には約 半分 に減 少

し、北海道、近畿、山 口県、長崎県の情報 がな くなっていることが注 目され る。

ジャワマ ングースはアラビア、イ ン ド、中国南部、東南アジアに広 く分布す るが、

わが 国には 自然分布 していない。猛 毒蛇ハ ブ対策 として沖縄 島 と奄美大 島に移入 さ

れた ものが野生化 、沖縄 島では北部 ヤ ンバル まで分布 拡大 している。奄美大 島では

固有種 のアマ ミノクロウサギへ の、沖縄 ではヤンバル クイナな どの希少鳥類等へ の

影 響が懸念 されてい る。今 回の調査 では前回 と同 じ沖縄 島中部 に情報が得 られ ただ

けで ある。 しか し、奄美大 島、沖縄 島 ともに近年、分布 を急速 に拡大 し、駆除事業

がお こなわれ てい る(山 田,2001:日 本生態学会,印 刷 中)
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(6)ネ コ 目2(食 肉 目 ・鰭 脚 亜 目)

① 当該分類群 の概 説

鰭脚類の よ うな海生哺乳類 の分布 を考 える場合、 まず、 「日本 の海 」を どこの範 囲

にす るかを決 める必要が ある。 そこで、 ここでは 日本 の領 海(12カ イ リ)と 排他 的

経済水域(EEZ、 領海の外側200カ イ リ)の部分 としてお くのが妥当 と考えられ る。平

成15年 度 よ り海生哺乳類 も鳥獣法の対象種 とな ることが議論 され ているが、そ こで

理解 してお く必要が あるのは、 日本 の海 の広 さと豊 か さであ る。わが国の陸地面積

は38万k㎡ しかないが、領海 とEEZを あわせ る とその12倍 、447万k㎡ である。

これはアメ リカ合衆国のEEZよ り広 く、ロシア連邦 と並んで世界第6位 とな る。 さ

らに 日本の この海域 は、海底 地形 が複雑 で暖流 と寒流が複雑 に交叉 し、亜寒帯か ら

亜熱帯海洋区にまたがっていて、世界で最 も生物生産性 と生物多様性 に富んでいる。

とりわけその北端の 「北方 四島」 の海域 は、海氷 の南限 にあること、南方系の動 物

の分布や回遊の北限、北方系動物の分布 ・回遊の南 限に位置す ること、及び50年 間

ソ連 ・ロシアに より、沿岸域 の約60%が 海の保護 区 として保全 され たことによ り、

原生動物群集 が復元 され て世界 でもまれな豊かな海 とな ってい る。 この よ うに広 大

で多様な環境 を持つ 日本 の海域 は、世界で最 も海 生哺乳類 が多 く分布す る海域 であ

る。

鯨 目は76種 の うち41種 、海牛 目4種 の うち1種 、食 肉目イ タチ科のラッコ、及

び本項の鰭脚 亜 目34種 の うち8種 が分布する。すなわちホッキ ョクグマ を加 えた海

生哺乳類116種 の うち51種(44%)が 分布す る。陸生哺乳類 の場合は、世界 に分布

する3,854種 の うち101種(2.6%)が 日本列島に分布するに過 ぎない。

鰭脚亜 目はセイ ウチ科(1属1種)、 アシカ科(7属14種)、 アザラシ科(10属19

種)の 計3科18属34種 に分類 され、その うち北太平洋、オホーツ ク海、 日本海 に

はセ イウチ、アシカ科3種(ニ ホンア シカ、 トド、キタオ ッ トセイ)及 びアザ ラシ

科5種(ゼ ニガ タアザ ラシ、 ゴマ フアザ ラシ、ワモ ンアザ ラシ、 クラカケアザ ラシ、

アゴ ヒゲアザ ラシ)の 計9種 が分布 す る。 この うちごくまれに迷入す るセイ ウチ、

近年生息が確認で きないニホ ンアシカを除 く7種 が、 日本 の海域 に定住あ るいは毎

年来遊す る。

人間活動 の盛んな 日本沿岸 にこれ らの鰭脚類 が今 なお分布 ・来遊す る背景には、北

方 四島の沿岸海域の海獣類 とその生息環境 が海洋保護 区に よって保護 され てきた こ

とに負 うところが大きい。 もし、現在の北海道 と同様 に北方四島が戦後50年 間扱わ

れ ていたな らば、ゼニガ タアザ ラシは絶滅 し、 ラ ッコの回復 はなく、 ゴマフアザ ラ

シな ども非常に個体数が少なくなっていた と考 えられ る。

本稿 は 「北海道海獣談話会」、「北海道大学北方四島グルー プ」、NPO法 人 「北の海

の動物セ ンター」 による最近までの調査結果 に基づ いて、未発表データ も含 めて作

成 した。これ らの多 くは 「平成13年 度海域 自然環境保全基礎調査、海 生動物調査(鰭
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脚類 お よびラ ッコ)報 告書」に掲載 され てい る。

②今回 の調査結果

アシカの 日本 固有亜種であるニホンアシカは竹島では1972年 まで繁殖 し、'75年

まで 目撃 され ているほか、他に7ヶ 所で確かめ られているため、絶滅 とは され てい

ない が、35年 間情報がない。本調査でも調査開始以来報告が無 く、分布 図は未 作成

で ある。

トドは、1950年 代 にはオホー ツク海一帯に約2万 頭生息 し、 日本海側 には南 は

奥尻 島まで、太平洋側は 日高の浦河沖の トド岩 まで上陸場があ り、日本海側 に約1,000

頭、太平洋側 に約5,000頭 ほ ど来遊があった と考え られ る。現在繁殖地 にお ける数

は、北部 ～中部千島3,000～4,000、 チ ュレニー島600、 イオニ島2,000頭 の計6,000

頭前後 である。分布は積 丹半島まで と、まれ に襟裳岬 に上陸が見 られ るに過 ぎず、

日本海側400頭 、太平洋側100頭 が来遊す るに過 ぎない。北方 四島では、択捉島

の南端 と歯舞諸島に夏期 の上陸場があ り、それぞれ100～200頭 と20～50頭 上陸

してい る。分布図 は雄冬の他 、礼文 島、奥尻島、襟裳岬な どの情報 を欠 き、情報不

足 で ある。

オ ッ トセイは太平洋側 では冬期には房総沖まで分布 し、秋 には根 室半島の定置網

だけで毎年数 十頭 羅網 死 している。 まれ に若 い個体や弱った個体 な どが上陸 し、そ

れ らの位 置が記 されている。本調査 では散発 的に報告はあるが、全体 としては情報

不足 である。

ゼニガタアザ ラシは襟裳岬に約600頭 、その他大黒島か ら根 室半島にかけて計 約

200～400頭 の上陸場 がある。北方四島では、歯舞諸島に 約1,000頭 生息す る。 こ

れ らの うち約200頭 が根室半島のサ ケ定置網 にかかって毎年 死亡 してい る。国後、

色 丹、択捉に計1,500頭 が分布 している。分布図は分布 をおおむね把握 している と

いえる。

ゴマ フアザラシの主 としてオホー ツク海全体での生息数は20万 頭 と推測 され 、

その うち北海道オホー ツク海沿岸海域での出産期(3月)の 海氷上 の密度は0.54頭

/km2で13,000頭 前後 と推測 され る。 これ らの個体群の一部が、 出産交尾期以外

にも見 られる。 日本海沿岸 では冬期12～4,月 にかけて、繁殖 に参加 しない と思われ

る若 い個体の20～200頭 の群れが積丹半島、石狩川 河 口、天売 島、焼尻 島、礼文島、

利尻 島及 び近海 の岩礁(石 狩川河 口ではコンク リー トの杭)に 上陸 している。野付

半 島の尾岱沼 には夏期に も20頭 近 くの群れ の上陸が見 られ る。 この個体 は国後 島の

西北岸 に夏期約500頭 分布 している個体群の一部 と考え られ 、秋サケのシーズ ンに

は魚 群 を追って尾岱沼、風連湖 、温根沼等に来遊 し、12月 以 降にはサ ロマ湖、網走

川、網走湖、知床 半島の羅 臼側の岩礁 で数頭 から数十頭見 られ る。その他、大黒島、

襟裳岬な どのゼニガ タアザ ラシの上陸場では冬期の他夏期 にも見 られ ることもある。

北方 四島には、択捉、歯舞諸島に もそれぞれ1,500～2,000頭 前後分布 している。分
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布 図は洋上の確認 も含 め、分布パ ターンを表 していると判断 される。

クラカケアザ ラシのオホー ツク海全域 にお ける総数は34.5万 頭 と推 測 され 、北

海道沿岸 における4,月 の海氷上の密度は0.28頭/km2で 、個体数 は約3,000頭 と

推定 され る。北海 道沿岸 におけ るクラカ ケアザ ラシの主た る繁殖地は根室海峡 の海

氷上で あ り、夏期には北上 してべ 一 リング海、オホー ツク海北部で過 ごす と思 われ

る。航 空センサスが可能なオホーツク南部の防空識別圏 内で は洋上での確認 を中心

に分布 のパ ター ンは把握 されているが、根室海峡 につ いて は 「日露中間ライ ン」制

約か ら情報不足である。

ア ゴヒゲアザ ラシはク ラカケアザラシ と同様 、海氷 期にオホー ツク海 沿岸に来 遊

して繁殖するが数は少 な く、例えば航空セ ンサスで数えた数 は、ゴマフアザ ラシ658

頭、クラカケアザ ラシ216頭 に対 して7頭(新 生仔1を 含む)に 過ぎず、北海道沿

岸には少数が繁殖期 に来遊す るのみ と考 えられ る。本調査での報告数 も少ないが、

本来 の来遊数が少ないこ とか ら、分布は把握できているとした。

ワモ ンアザラシ もアゴ ヒゲアザラシ と同様 に少数が北海道沿岸海域で繁殖 してい

る。 オホー ツク海沿岸 では、流氷期の他 、初 冬に若い個体 が定置網 に羅網 した り、

上陸す ることがある。

③今後の課題

鰭脚類 の うちアザ ラシ科 については平成15年 度 より環境省が所管する予定である。

これ を機 会に、 トド ・オ ッ トセイ及びイ タチ科 のラッコも含 めて保全 を 目的 とした

生態学的調査 を行 う必要 がある。そ の際に重要 なのは、 回遊 して きた沿岸海域 のみ

な らず繁殖地 である千 島やサハ リン、オホーツク海一帯等 をも含 めて調査 を行 うこ

とである。 そのた めには、 日露で共 同して、航空セ ンサスや標識 調査 を行 う必要が

あ り、特に 「北方 四島」 について は、毎年 の調査 を長期間 にわた って行 う必要が あ

る。

(大泰 司 紀之)
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(7)ウ シ 目(偶 蹄 目)

①当該分類群 の概説

日本 に 自然分布す る偶蹄類 はイ ノシシ(イ ノシシ科)、 ニホ ンジカ(シ カ科)、 カモ

シカ(カ モシカ科)の3種 である。このほか、移入種 であるキ ョン(シ カ科)、 ノヤギ(ヤ

ギ科)の2種 が調査対象 とされた。

②今回の調査結果

イ ノシシは、本 州、 四国、九州 、淡路 島、小豆 島、五 島列 島な どに亜種ニホ ンイ

ノシシが、琉 球列 島の奄美、沖縄 、先 島の各諸 島に亜種 リュ ウキュウイ ノシ シが分

布す る。今 回の調 査で はこれ ら既知 の分布域 が網羅 されてい る。注 目す べき点 とし

ては、東北地方太 平洋岸の分布域 が前回調査 よ りもさ らに北上 している こと、五島

列 島か ら新 しい情 報が得 られていない一方 、江戸時代にい ったん絶滅 した対馬 にお

いて、飼 育個体 に由来す る野生化イ ノシシの分布情報が得 られてい ること(自 然環境

研究セ ンター,2002)、 沖永良部島について も移入個体群情報 のあることな どである。

ニホ ンジカは、北海道 、本州、 四国、九州 、淡路 島、小豆島、屋久島、対馬、五

島列島な どに分布す る。 また、沖縄県慶 良間諸島に移入 個体 群がある。 ニホ ンジカ

は近年分布 域拡大傾 向を示 していて、それが今 回の調査結果 に も反映 されてい る。

例 えば、東 北地方太平洋側 では分布 情報 のあ る地域 が広 い範 囲にわた ってい る。 ま

た、壱 岐か ら初めて分布情報が得 られ 、移入個体群 の存在 を示 してい ることが注 目

され る。

キ ョンは、 中国南東部 と台湾に 自然分布 する小型 のシカである。今回の調査 では、

伊豆大 島か らは分布 情報が得 られ たが、他 に繁殖が確認 され ている千葉 県房総 半島

南部の情報(浅 田,印 刷 中)を 欠 いている。

ニホ ンカモ シカ は本州 、四国、九州の冷温帯に生息 し、その分布域 は近年拡大傾

向 を示 している。今回の調査では、阿武隈山地への分布拡大が示 されている。また、

宮崎 ・鹿児島県境 の分布域が新たに確認 された。

ノヤギの分布 情報 は、伊豆大島、八丈 島、父 島、隠岐諸 島、五 島列島、久米島か

ら得 られてい る。 このほかにも小笠原諸 島の婿 島、兄 島、尖 閣列島の魚 釣島をは じ

め、多数 の島で野生化 して いることが知 られ ているが、今 回の調査では情報 が得 ら

れ なか った。

③引用文献'

浅 田正彦(印 刷 中)キ ョン.日 本生態学会(編),外 来種ハ ン ドブック

自然環境研究センター(2002)平 成11年 度イ ノシシ生息状況調査(対 馬)報 告書.60pp.

(石井 信夫)
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(8)ネ ズ ミ 目(趨 歯 目)

① 当該 分 類群 の概 説

分 類 学 は 生物 学 の他 分 野 の研 究 方 法 や 成 果 に影 響 した りされ た りして歴 史 的 に変

化 す る学 問 で あ る(金 子,1998)。 ま た 、 種 の数 や 分類 群 で の位 置 づ け は歴 史 的 に変

化 す る だ け で は な く、研 究者 に よっ て も異 な る。 そ の 理 由 は種 の捉 え方 、 学名 や 分

類 群 の位 置 づ け は あ る意 味 で は仮 説 だ か らで あ る。

金 子(1997)は 、 ほぼ 同 じ頃 に 出版 され た イ ギ リス の研 究 者 た ち(CorbetandHill,

1991;以 下C&Hと 略)と ア メ リカ合 衆 国の研 究者 た ち(WilsonandReeder,1993;以 下

W&Rと 略)に よ る 「哺 乳類 リス ト」 を比 較 した。 この結 果 、哺乳類 の な かで の ネ ズ

ミ 目(謁 歯 目Rodentia)の 種数 はC&Hで は1,793種 、W&Rで は2,021種 で あ り、 ネ ズ

ミ科(Muridae)はC&Hで は1,160種(ネ ズ ミ 目中の65%)、W&Rで は1,326種(ネ ズ ミ 目

中の66%)で あ った。さ らに、ネズ ミ亜 科(Murinae)はC&Hで は457種(ネ ズ ミ科 の25%)、

W&Rで は529種(ネ ズ ミ科 中の26%)で あ っ た。一方 、ミズハ タネズ ミ亜 科(AMcolinae)

はC&Hで は130種(ネ ズ ミ科 中の7%)、W&Rで は143種(ネ ズ ミ科 中の7%)で あ った。

従 っ て、W&RはC&Hに く らべ 、ネ ズ ミ目の種数 と ともにネズ ミ科 、ネ ズ ミ亜科 、

及 び ミズ ハ タネ ズ ミ亜科 の種数 も多 い。 従 っ て 、ネ ズ ミ科 全体 におい て はW&Rが よ

り細 分化 した分類 体 系 を とってい る こ とが わ か る。

また 、C&Hで はヤ マネ科(Gliridae=Muscardinidae)と サバ クヤマネ 科(Selvhliidae)の

2科 で の種 数:は21種 で あ るが、W&Rで は ヤ マネ 科(Myoxidae)はC&Hの ヤ マ ネ科 と

サバ クヤ マネ 科 を あわせ た1つ の科 で26種 で あ る。従 って、ヤマネ科 に お い て もW&R

が 細 分 化 した分 類 体 系 を とって い た 。 ま た 、 ヌー トリアで はWbodsandHowlands

(1979)に 基 づ き、C&HとW&Rは と もにカ プ ロ ミス 科(Capromyidae)か ら独 立 させ 、

ヌー トリア科(Myocastoridae)の1属1種 と して位 置 づ け てい る。

とこ ろで 、阿部 ほか(1994)に 従 えば 、 日本 では ネ ズ ミ科 ネ ズ ミ亜科 に はll種 が 、

ハ タネ ズ ミ亜 科 で は移 入 種1種(マ ス ク ラ ッ ト0〃40'70z伽 砺o〃5)を 含 めた7種 の計18

種 が 分布 す る。 また ヤマ ネ科 ヤマ ネ 亜科 に は1種 が 、ヌ ー トリア科 に は移 入 種(ヌ ー

トリア 〃100∂5`oroOアp〃5)1種 が い る。 しか し、最 近 ネ ズ ミ科 にお いて は 、 トゲネ ズ

ミは染色 体 や形 態 の研 究 か ら奄 美 大 島 に分 布 す るアマ ミ トゲネ ズ ミ乃肋 伽 αo∫加2θ〃謝

と、 沖縄 島 に分布 す るオ キナ ワ トゲネ ズ ミ 乃加4伽 〃2〃ε〃〃傭 は別種 の 特徴 を もつ こ

とが 明 らか にな った(Hondaθ'o孟,1977,1978;土 屋,1981;Tsuchiyaθ'oZ,1989;Kaneko,

2001)。 さ らにMotokawaε'o∠(2001)は 宮 古 島 に移 入種 ナ ン ヨウネ ズ ミRα"〃3θ 測Zαη5

が 生 息 す る こ とを報 告 した。 従 っ て現 在 、 日本 に お け るネ ズ ミ 目は、 ネ ズ ミ科 が ネ

ズ ミ亜科13種 とハ タネ ズ ミ亜科7種 の 計20種 、ヤ マネ 科 が1種 、ヌー トリア科 が1

種 、 そ れ ぞ れ 生 息 す る こ とに な る。 今 回 の種 の 多様 性 調 査 で 取 り上 げ られ た種 は 、

ネ ズ ミ科 で は マ ス クラ ッ ト を除 く17種 と、ヤ マ ネ とヌー トリア の2種 の計19種 で

あ る。
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②今回の調査結果

タイ リクヤチネズ ミは、従来 の文献に よれ ば、北海道 本島、天売 島 ・焼尻 島 ・礼

文島 ・利尻 島 ・大黒 島に分布す る(阿 部 ほか,1994)。 従 って、本 図は、 この種 の分

布 をほぼ表 してい る。

ムクゲネズ ミは、Nakata(2000)に よれば、北海道(本 島)に おいては大雪 山系 ・日高

山脈 ・天塩 山地 ・北見 山地 ・夕 張山地 ・後志火 山性台地 ・羊蹄火 山群 ・渡 島山地 に

分布す る。従 って、本図は後志地方及び虻 田を除 きほぼその分布 を表 してい る。離

島では利尻 島 ・礼文島 ・色丹島 ・志発 島 ・サハ リンに分布する とされ(阿 部ほか,1994)、

分布情報 の入 らない島を除けばほぼ分布を表 している。

ヒメヤチネズ ミは、従来の文献に よれば、北海道(本 島)の みである(阿 部 ほか,1994)。

従 って、本図は本種の分布をほぼ表 している。

ヤチネズ ミは、従 来の文献に よれ ば、本州北部 ・中部 ・北陸 ・紀伊 半島南部 であ

る(阿 部 ほか,1994)。 本図は大局 的にはほぼ分布 を表 してはいるが 、過去 に分布報

告 が あった 山形 県 ・新潟県 ・栃木 県 ・群馬県 ・福井県 ・三重 県の情報が ないかあ る

いは少 ない。

ス ミスネズ ミは、従来 の文献 に よれば、本州東 北地方(福 島県 ・新潟県)よ り南部

か ら九州 ・四国及 び隠岐(島 後)で あ る(阿 部 ほか,1994)。 本 図は大局的 には ほぼ分

布 を表 してはい るが、過 去に分布報告が あった新潟県 ・栃木県 ・群馬 県 ・福井 県 ・

三重県 ・和 歌 山県 ・鹿児 島県 ・長崎県の情報がない。離島では隠岐(島 後)の 情報が

ない。

ハ タネズ ミは、従来 の文献に よれ ば、本州 ・九州、佐渡島 ・能登島である(阿 部 ほ

か,1994)。 本 図は大局的にはほぼ分布 を表 してはいるが、過去に分布報告が あった

新潟県 ・栃木 県 ・千葉県 ・福井 県 ・三重 県 ・奈 良県 ・長崎県 ・鹿児 島県 の情報 がな

い。 この うち、福井県 はツツガ ムシ病 の調査 と渡辺(1937)に よる。.渡 辺(1937)と 黒

田(1940)は 同 じ2つ の文献情報で長崎県 ・鹿児島県 を報告 したが、そ の後の報告 はな

い よ うで ある(過 去の文 献にお ける同定の正誤にっいては不明)。 過去 の文献情報 で

も、和歌 山県 ・山 口県 ・佐賀県 では分布報告 はないよ うであ る。 これ らの県での分

布 の有無 について より詳細な調査が必要であろ う。

カヤネズ ミは、従来 の文献 によれ ば、本州の新潟県 ・宮城県か ら九州 ・四国、隠

岐諸 島(島 後 ・西 の島 ・士島)・ 淡 路島 ・豊 島 ・因 島 ・大崎上 島 ・対馬 ・天草下島で

あ る(阿 部 ほか,1994に 追加)。 本 図は大局的 にはほぼ分布 を表 してはい るが、過 去

に分布報 告が あった宮城県 ・福島県 ・新潟県 ・栃 木県 ・富 山県 ・島根 県 ・山口県 ・

大分 県 ・佐賀 県 、及び離島では五島列 島(福 江島)・ 隠岐(西 の島 ・海士島)・ 天草下

島が示 され ていない。 これ らについて、 より詳細 な調査が必要であろ う。

セス ジネズ ミは、尖閣列島魚 釣島(3.8㎞)に のみ分布す る。1977年 に初 めて生息 が

確認 され 、以 降は報告 がない。

172



ハ ン トウアカネズ ミは、従来 の文献によれば、北海道(本 島)の みで ある(阿 部ほか,

1994)。 従 って、本 図は本種 の分布 をほぼ表 してい る。

アカネズ ミは、従来 の文献 によれば、北海道 ・本州 ・九州 ・四国、国後 島 ・利尻

島 ・奥尻島 ・佐 渡 島 ・能登 島 ・伊豆諸 島(大 島 ・新 島 ・式根 島 ・神津島 ・三宅島)・

登志 島(三 重県)・ 隠岐諸 島(島 後 ・西 の島 ・海士島 ・知夫 里島)・ 大島(山 口県)・ 長

島(山 口県)、 淡路 島 ・大毛島(徳 島県)・ 島田島(徳 島県)・ 小豆島(香 川県)・ 豊島(香

川県)・ 宮 島 ・倉橋 島 ・能家島 ・江田島 ・芸予諸島(大 島 ・伯方 島 ・大三島 ・生 口島 ・

因島 ・向島 ・高根 島 ・大崎上島)・ 屋代島 ・壱岐 ・平戸 島 ・五島列 島(福 江島 ・中通

島)・ 男島 ・対 馬 ・天草諸島(上 島 ・下島 ・大矢野 島)・ 屋 久島 ・種子島 ・下甑島 ・ト

カラ列島(中 之島)で あ る(阿 部ほか,1994に 追加)。 本図 は大局的にはほぼ分布 を表

してはい るが、離島は より詳細 な調査が必要である。

ヒメネズ ミは、従来 の文献に よれ ば、北海道 本島 ・本州 ・九州 ・四国、種子 島 ・

屋久 島 ・対馬 ・隠 岐 ・佐渡 島で ある(阿 部ほか,1994)。 本 図は、大局的にはほぼ分

布 をあらしてい るが、離 島で ある粟 島(新 潟県)・ 隠岐(島 後 ・西の島)・ 淡路 島 ・五

島列 島(福 江島)の 分布情 報がない。従って、離島 につい ては より詳細な調査 が必 要

である。

トゲネズ ミは、従来 の文献によれ ば、沖縄島 ・徳之 島 ・奄美大島で ある(阿 部ほか,

1994)。 本 図では沖縄 島の分布情報がないが、近年では生息場所が失われっつあ り、

生息情報がほ とん どない ことに起因 してい るか も しれ ない。奄美大 島では1960年 代

まで は広範囲 に認 め られ たが1980年 以降は島の 中央部に 限定 され、また徳之 島では

分布 が北部 と中央部に限定 されているが、 これ も分布 図に示 されてい る。

ドブネズ ミ、 クマネ ズ ミ及びハ ツカネズ ミは家鼠で あ り、分布は もっ と広範 囲に

認 め られ る と思 われ る。 しか し、あま りにも普通種で あるので研究者の調査対象 に

はなっていないのであ ろ う。離 島を含めて もっと詳細 な調査が必要である。

ケナガネ ズ ミは 沖縄 島北部 ・徳之島 ・奄美大島 に分布 し(阿 部 ほか,1994)、 本 図

はほぼ分布 を表 してい る。奄美大 島では1980年 以降 は島 の中央部 に限定 され 、徳 之

島では北部 と中央部に限定 され ている。

オ キナ ワハ ツカネズ ミは、従来 の文献によれ ば沖縄 島のみである(阿 部ほか,1994;

本川 ほか,1999)。 しか し、今回の調査では沖縄 島の情報 はないが、徳之島 と沖永良

部 島に分布 がみ られた。徳之島 と沖永良部島ではMinezawaθ'認(1981)と 本川(1995)

が採集 を行 った が、ハ ツカネズ ミのみが採集 されて いる。従 って、今回の分布資料

が新知見な のか ど うかは、同定 が確実か どうか による。 正 しい分布 図は標本 との照

合 ができるシステムを持たない といつになって も正確 な ものにな らない し、将来 も

検討できない。

ヤマネは、従来 の文献に よれば本州 ・九州 ・四国及 び隠岐(島 後)で ある(阿 部ほか,

1994)。 従 って、本図は大局的 には分布を表 してい る。 中島(2001)は 生息の有無 にっ

いての文献情報 を都 道府県立図書館 にたず ねた。 その結果 、北海道 ・大阪府 ・千葉
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県 ・滋賀 県 ・香川 県 ・沖縄県で は報告がなか った とい う。従 って、本 図 には従来報

告の ある秋 田県 ・福島県 ・新潟県 ・茨城 県 ・埼玉県 ・静岡県 ・三重県 ・奈 良県 ・和

歌 山県 ・兵庫県 ・岡 山県 ・鳥取県 ・島根 県 ・山 口県 ・福 岡県 ・佐賀県 ・長崎県 な ど

の情 報が示 されて いない。今後 の調査 が必要 であ り、 また天然記念 物で あるので都

府県教育委員会への報告 が情報 として環境省 にも集約 され る必要があ るだろ う。

ヌー トリアが今回出現 した県は環境庁 自然保護局(1993)と 同一であった。ただ し、

本 図では島根 県の メ ッシュ数が増大 してい る。 しか し、各県別 にみ る と、従来の文

献 にみ られ た県での報告がない。 これは単 に報告 がないのか現在分布 していないの

かが不明で ある。 従 って、過去 に分布 していた県についても、現在 の状 況にっいて

調 査す る必要 があろ う。 これ も都道府 県の有 害鳥獣駆除 の担 当部署 と環境省 との連

携 が必要である。

今 回分布 図が示 され なかったマスクラ ッ トは、いままでに東京 都 ・千葉県 ・埼 玉

県及 び神奈川 県で報告 されている。 この種 の現在の分布状況 について も調査す る必

要 があろ う。 また、最近発見 され たナ ン ヨウネズ ミにっいて も、今後 南西諸島を重

点的に調査す る必要が あろう。

最後に、「自然環境保全基礎調査」の位 置づ けについて検討 してみたい。

第一に、ヤマネや ヌー トリアで述 べた よ うに、い ままでに報告が ある県で今 回の

調査では分布 が認 め られ なか った場合であ る。 これ は単 に報告がない のか、現在分

布 していない のかが不明であ る。 この よ うな状況で は真の分布 図 を表 しているこ と

にはな らない。 これ か らの調査 は意 図的に、特定の種 について調査 す る とか、特別

な地域 にっいて調査す る といった、従来 とは異 なった方法に よって情 報 を集 める必

要が あろ う。

第二 は地 図の表記 の仕 方である。地図の表記 は どのよ うな縮尺 で表 現す るか とい

うこ とと、何 が表 現 され るのか とい うこ とは不可分 に関連 している。今 回の 「哺乳

類 分布 図」の よ うにA4版 に 日本列 島がお さまる約900万 分 の1の 地図の程度の縮尺 で

ある と、詳細 な産 地や 平野名 あるいは島喚名 は表現 しに くい ので、具体 的な分布情

報 とはな りに くい。 また、個々の分布情報のなかに誤 った情報がた とえ紛れ ていた

として もその発見 はできにくい。逆 の例 でい えば、琉球列島にのみ分布す る種類は、'

島喚の一部が拡大 され て表現 されたので、徳之島や沖永良部島でのオ キナ ワハ ツカ

ネ ズ ミの生息が示 され た。 しか し、 このネズ ミが徳 之島や 沖永良部 島に分布す ると

い う結果 は従 来の知見 とは異なって いる。オ キナ ワハ ツカネ ズ ミの場 合の よ うに拡

大 図であれ ば、島喚分布 として従来 の知見か らみておか しい と思われ た標 本にっ い

て は、今後標 本に基づ き再同定す る、 とい った検証 の対象 とす るこ とはで きる。 し

か し、 日本全 図一括の表記 とい うこの縮 尺で表示す る とい うシステ ムでは、従来 の

大局的分布パ ター ンか ら逸脱 してい なければ、た とえ個 々の地点 に対応す る標本が

誤 同定で あった として も、検討す ることはできない。分布の様態 を明 らかにで きる

表現方法 とそれ に対応 できる検証方法の確立が今後 の課題 といえよ う。
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(9)ネ ズ ミ目(謁 歯 目)リ ス科

① 当該分類群の概説

リス科 の在来種 はニホン リス、 キタ リス、 タイ リクモモ ンガ、ニホ ンモモ ンガ 、

ムササ ビの5種 である。移入種 としてはタイワンリスが対象 となった。

②今回の調査結果

タイ ワン リスについては、1992年 以前の情報が東北地方 か ら近畿地方及び 四国ま

での広 い範 囲にあ り、ニホン リス の誤認 な ど疑わ しいものが 多 く含 まれ てい る可能

性 があるものの、1993年 以降の情報に限る と、ほぼ従来知 られている地域(伊 豆大島、

神奈川県南東部、静 岡県の熱川市、浜松市、姫路城公 園、和歌 山県友 ヶ島、沖 ノ島)

に合 致す る(田 村,印 刷 中)。 ただ し、そ の中で も山梨県北部、大阪府東部 、京都 ・

兵庫県境な どは従来知 られていない地域か らの ものであ り、精査が必要であ る。

キ タ リスは北海道全域 に生息 してお り、今 回の調査結果は ほぼ実態 を反 映 してい

ると考 え られ る。 自然分布域以外の狭 山丘陵で死体が確認 されてお り(押 田,印 刷 中)、

今後 の調査が必要である。

ニホ ン リスは本州 、四国、九州、淡 路島に分布す る。前回 に引き続 き今 回の調査

で も淡 路島か らの情報 がな く、絶滅 したおそれがある。 また、絶滅危惧 地域個体 群

の分布 域 とされ る中国地方 では、鳥取県か ら比較 的多 くの情報が得 られ ている こ と

が注 目される。 中国地方西部、九州地方か らは新 しい情報がない。

シマ リスは北海道 のほぼ全域に生息 していて、北海道 についての今 回の結果 はほ

ぼ実態 を反映 してい ると考 え られ る。 自然分布域 でない本州、 四国、九州 の広範 囲

か ら、1993年 以降の新 しい もの も含 めて生息情報があ り、正 しい ものか どうか、間

違 いない場合は定着個体群 がみ られ るか精査が必要 である。 これまで野 生化個体 が

多 く観察 されてい るのは新潟県、 山梨県、岐阜県など本州 中部である。

ホ ン ドモモ ンガは本州、 四国、九州 の山地か ら知 られ る。今回の調査 では、 これ

ら3大 島における分布 が確認 された ものの、生息が知 られている多 くの県か ら情報

がな く、今回の調査結果は極 めて不十分である。

タイ リクモモ ンガは北海道 のほぼ全域 に生息 しているが、今回の調査 では分布 情

報の空 白域が多い。

ムササ ビは本州 、四国、九州 に分布 す る。青森 県、兵庫県な どに分布 空 白域 が 目

立っ。 また、生息の知 られていない千葉県か らの情報があ り、精査が必要である。

③引用文献

田村典子(印 刷 中)タ イ ワン リス 日本生態学会(編),外 来種ハ ン ドブ ック

押 田龍夫(印 刷 中)外 来 リス類.日 本生態学会(編),外 来種ハン ドブ ック

(石井 信夫)
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(10)ウ サ ギ 目(兎 目)

① 当該分類群 の概 説

日本 の在来種 はナ キウサギ科のナ キウサ ギ1種 、 ウサギ科のアマ ミノクロウサギ、

ノウサ ギ、ユキ ウサギの3種 、計4種 、移入種 はアナウサギ1種 である。

②今 回の調査結果

ナ キ ウサギは北海道 の大雪 山系、夕張山地、 日高山地の3地 域 に分布 する。今 回

の調査結果 は既存知見 にほぼ一致す るが、絶滅危惧地域個体群の分布域である夕張 ・

芦別 山地 か らの新情報がない。夕張山地については1990年 代に生息が確認 され てい

るが、芦別 山地については情報がない。

アマ ミノクロ ウサ ギは奄美大 島 と徳之島 にのみ分布 が知 られ る。今 回の調査 で も

両島か ら情報 が得 られ ている。

ユ キ ウサ ギは、北海 道の全域 に生息 してお り、若干 の情報空 白域がみ られ るもの

の、今 回の調査結果 は実態をほぼ反映 している。

ノウサ ギは本州 、四国、九州、佐渡 島、隠岐諸 島、淡路島、小豆島、五島列島 に

分布 す るこ とが知 られ 、今 回の調査では これ ら既知 の生息域すべてか ら情報が得 ら

れ てい る。 下甑 島の情報 は、酒 匂(1995)に よる報告 を裏付 けている。五 島列 島か ら

は新 しい情報 がない。

アナ ウサ ギは地 中海沿岸地域 を原産 とす るが、 日本で野生化 しているのはこれ が

家畜化 され たカイ ウサ ギである。従来知 られてい る北海道渡 島大 島、広 島県大久野

島、島根 県隠岐諸島沖ノ島、熊本県牛深市大島の情報はあったが、北海道渡島小 島、

石川県七 ツ島大島、東京都地内島、愛知 県前島、兵庫県家島群 島松島、 岡山県茂床

島、香川県羽佐 島、鹿 児島県宇 治群島家 島、沖縄県屋那覇島か らの情報 がない。 一

方 、種子島 、西表 島の情報が新 しい。個体群 として定着存続 しているか精査 が必 要

である。

③ 引用 文 献
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4.ま とめ

(1)調 査 の概要

種の多様性 調査 にお ける動物分布調査 は、哺乳類 、鳥類 、両生類 ・爬 虫類 、淡水魚

類、昆虫類(ト ンボ類、セ ミ類及び水生半翅類、チ ョウ類 、ガ類の一部、甲虫類 の一部)、

貝類(陸 産及び 淡水産貝類)を 調査対象に実施 した。本調査 においては、鳥類 を除 き調

査方法は前回 を踏襲 し、種 の同定能力のある専門研 究家に協力 を要請 し、分布情報 の

提供を求 めたものである。結果 として現在まで約5,300名 の協力が得 られ、延べ報告件

数 はお よそ108万 件 にのぼ った。これ らの分布に関す る原情報は、3次(約1㎞ ×1㎞)

メッシュの情報で あるが、分布 図に整理するに際 しては2次(約10㎞ ×10㎞)メ ッシ

ュに変換 して表示 した。 分布 図は、報告のあった全 ての種 について作成 し、分類群 ご

との分冊(哺 乳類 、両生類 ・爬 虫類 、淡水魚類、 トンボ類 、チ ョウ類、ガ類、セ ミ類 及

び水生半翅類 ・甲虫類、貝類の8分 冊)と してと りま とめた。なお、前述(p3参 照)の

とお り鳥類 に関 しては他 の分類群 とは分け、別途 とりま とめ られ る。

(2)動 物分布調査全般について

動物分布調査 は、生物 地理学、生態学等 の 自然科学 の基礎資料 にな るとともに、動

植物保護管理 のための施 策立案 に客観的な情報 を提供す るこ とを 目的に、人為的、 自

然 的要因によ り変化 し続 け るわが国の生物相 を網羅 的に記録す ることを 目指 してい る

もので ある。

なお 、この調査 を通 じて、特定 の 目的に利用が限 られていた各種の調査結果や、公

開の機会 が限 られ ていた個人の観察記録 な どが有効 な分布情報 として蘇 生 され るよ う

期待 した。

今回の調査で は、ごく限 られ た期間の うちに、約120種 につ いての分布情報が得 ら

れ 、全 てが分布 図化 され た。今 回か らは前回まで と集計方針 を変更 し、年代不明のデ

ー タお よび、比較 的古 いデータ(戦 前のデー タ)は 分布の実態 に即 してない可能性 が

あるため、集 計 より除外 した。そのため、一見 して 、前回 に比 してデー タ数 が減少 し

た ように思われ るが、現状 の分布の反映 とい う意 味 において は、前回 より向上 してい

る と思われ る。

(3)哺 乳類の調査について

前回調査に比べ分布 図の精度 は上がったが、依然 として情報の空 白地域や最近の情

報 のない地域 が残 る。今後 、そ のよ うな地域 につい ての情報収集体制 を検討す る必 要

が ある。

哺乳類 にっいての調査 の概況 は次の とお りである。

①調査対象種
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わが国に生息す る哺乳類の全種124種(た だし、情報収集単位 としたのは亜種 ・シ

ノニムを含む271タ クサ)を 対象 とした。

② 調査員 と分布 情報

調 査は、哺乳類 分科会検討 員 よ り推薦 され た哺乳類 の専門研 究者 、及び全 国の鳥

獣保護員の うち、1,223名 の参加協力 により実施 され、108種(過 去の調査か らの累積

で116種)に ついて26,902件(累 積件数254,218件)の 分布情報が得 られ た。

③分布 図

分布 図は、ll6枚 が作成 され た。分布 図には、それぞれの種 の分布 が どの程度表現

され ているか、その程度を判定 し短い コメン トを付 したが、「分布パ ターンを表 して

い る」 と判定 された ものは59(前 回比一23)枚、 「やや情報不足」 と判定 された ものは

19(一13)枚、 「情報不足」 と判定 された ものは38(同+26)枚 である。なお、特 に注意 を

要す るものについては個別に短い コメン トを付 した。

(4)今 後 の課題

今 回 の調査 を通 じ、前 回か らの課題で ある調査密度、地域 の片寄 りとい った問題 は

完 全 には解消 され なかった。今後、情報空 白地に関 しては、既存 の情報 収集 法では、

今後飛 躍的改善 は困難 と予想 され る。情報が極端 に不足 してお り、かっ 既存の情報収

集 法で情報の上積みが期待で きる場 合には現状の調査体制 を継続 して行 うべきである

が、それでは不十分な分類群、あるいは種にっいては、よ り調査精度 を高めるため の

検討 を行 うことが必要になる と思 われ る。

①調査方法

まず、情報の積 み上 げのために、既 存の各種調査情報 と、 よ り積極 的 な連携を図

る必 要が ある。 まず 、全国の関連文 献 を大々的に収集 し、それ らに記 載 されている

分布情報(場 所 、確認年の明確な もの)の 集計を行 うことが必要で ある(ま た、 これ こ

そ が多様性セ ンターに求 め られ る仕事で もある)。 次に、独 自で情報 の収集 を進 めて

いる団体 等の状況 を把握 し、この調査 の分布情報 に組み込ん でい く可能性 を検討す

べ きであ る。 その際、情報 の使用許 可の問題、情報 の共有形態 の問題 は 当然 、検討

すべ き課題 として留意する必要が ある。 さらに、全 国の博物 館所蔵 の標本調査 も極

めて有効 であ りなが ら、十分な対応 が されていない。 これ らは、既 存 の情報の整備

とい う面 で も、体系 的かっ迅速 な計画立案 が求め られ る。分布 図の精 度 を高 めてい

くた めには、空 白地の情報提供 を積 極的に求める、現地調査 を行 うな ど、現在 の調

査 手法 に対す る補足的 な情報収集 方法は ど うして も必要にな るが、既 存情報の集積

とい う本調査の 当初 の 目的か らは乖離 して しま う。 それ ぞれ の調査 の位 置づけにつ

いては、事前 に十分な検討 を行 うのが望ま しい。

なお 、各論 で考察 したよ うに、特 に コウモ リ類 の場合、現在 の調査 の ような単な

る 自主 的なア ンケー トか らは、正確 な分布 を知るには無理が あ り、現在 のや り方で
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は コウモ リ類 の分布 を明 らかにす ることはできない。 コ ウモ リ類 については 同 じ形

式で調査 を継続す る意義 は うす く、現在 の調査体制 に代 え、 コウモ リ調査の専門家

集 団に依頼 し、順次調査 してい く体制が精度の高 い調査 がで きることは明 らかであ

る。 これか らの 「科 学的 な調査」 は意図的に、特定の種 につ いて調査す るとか、特

別 な地域について調 査す る とい った、従来 とは異 なった方法 の採用や、分類群 のニ

ーズにあった調査方法の選択 も重要である
。

次に、過去の情報 を考慮 した情報集積 を行 うこ とも重 要で ある。分布 の空 白地帯

が、実際に分布 しない ことを示 すのか、未調査であ ることを示すのかが明確 にな ら

ない と、分布 問題は語れ ない。過 去に記録があ り、今回調査 をしたに もかかわ らず、

分布記録が得 られなか った地域 がわかれ ば、その地域 の重 点的再調査 の重要性 が示

唆 され る。 自然変動 によ り、調査時には、偶然に発見されなかったのかもしれない。

また、確認 された場合 で あって も、その属性 が重要で ある場合 がある。例 えば、

猿 が群で確認 された場 合 と、ハナ レザル として確認 された場合 、明確 に意味は異な

るが、現在の調査ではそれを表現できない。それが偶産 ・迷入 なのか、定着なのか、

人為分布 なのか、あ るいは、死体 なのか生存情報なのか、 といった ポイ ン トご との

属性 を記録す ることで、分布情報の質が高まることが考え られ る。

第三 に、必要に応 じ、特 定地域 のモニ タ リング調査 を行 うことが考え られ る。今

回の調査の結果、多数 の種、あるいは注 目すべき複数種 の分布 の確認 された地点(す

なわち、生物多様性 の観 点か ら調査 の必要性が高 いと推 定 され る地点)に お いて、定

点調査 を取 り入れ、微細 な環境 下にお ける分布変化、個体数 変化 を定量的に把握す

る試み も検討す る必要が ある。 これ らの 問題に対す る本格 的な対応策 として、野生

動物に関する行政機構が もっと統合化 される必要があろ う。

なお、今 回の鳥獣保護 法 の改正 に伴い、ネズ ミ類、食 虫類 な どもすべて捕獲許可

を必要 とす るよ うにな るが 、これ によって今 まで も情報入手 が容易でなかった これ

ら小型 種の情報入手 が一層困難 になることは明 らかで ある。従 って許可手続 きの迅

速化な どの対策の検討 が必要 と考 え られ る。 また、 これ を機 に捕獲 を許可 した場合

の情報の共有 についてあ らか じめ体系化 してお けば、分布 調査等 と情報 の共有化が

可能 とな り、 よ り有効 なデー タとして活用す ることが期待 で きる。具体的には、捕

獲許可条件の一つと して詳細な結果報告義務 を課すべ きであ る。捕獲種の種名(で き

るだけ性別、齢 、繁殖状態)、 詳細 な採集場所(メ ッシュ番 号、 あるいは後か らメッ

シュを確認できるよう、5万 分の1地 図の コピー に捕点 を明記、従来のような単なる

～県単位の記載は不可) 、標 高、生息環境、採集年月 日、採集者名等 を各県へ報告 し、

環境省(多 様性セ ンター)へ 報告す ることを義務 づける等 の体 制整備 を検討すべきで

ある。混獲な どで 目的外 の ものが とれた場合 も同様デー タをっけて、事後処置 を ど

うしたか とともに報告 す るもの とす る。 混獲 は注意 していて も常に起 こ りうるもの

であるので、報告す るこ とで有意 なものとして位 置づけられ る。
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②分布情報の表現 について

地図の表記 は どの よ うな縮 尺で表現す るか とい うこと と、何が表現 され るのか と

い うことは不可分に関連 してい る。今 回の 「哺乳類 分布 図」の よ うにA4版 に 日本列

島がお さまる約900万 分 の1の 地 図で表現 され る分布 の様相 は、北海道以 北の分布 と

か、本州以南 の分布 とか、琉球列 島に分布す るとか 、あるいは大まかに山地性の分

布 とか平野性 の分布 、 とい った事項がわか る表現形式 である。 従って、 もっと詳細

な山地名 や平野名 、あ るい は小 さな島嘆が表現 しに くい ので、具体 に即 した分布様

相 を知 る資料 とはな りに くい。 今後、島嘆は一覧表 にす るの も一つの方法 として考

え られ よ う。調査 目的 と表現形式の関連 をも う一度考 え直すべ きである。

③分布情報の再検証の必要性について

「科学的な資料 の蓄積 」 とい った点か ら見た場合、調査資料個 々の具体的な再検

証 が困難な現在 の システ ムは不十分な方 法である。 分布 メ ッシ ュ地点 と標本 との一

対一対応 ができ、かっ証 拠であ る標本の検証 が可能で あって初 めてその資料 が科学

的 であるといえる。 島喚 にのみ分布 する種 な ど、分布 が限定 され てい る場合 にっ い

ては、検証 の対象 とす る ことはで きても、 日本全図一括の表記 であると、従来 の大

,局 的分布パ ター ンか ら逸脱 していなけれ ば、た とえ個 々の地点 に対応す る標本が誤

同定であった として も、検討す る ことは難 しい。表現形 式 とデー タの検証性 とい っ

た問題 を今後考 えるべ き時期 にきているのではないだろ うか。

さらに、真 に 「科 学的な資料の蓄積 」を 目的にす るの であるな らば、長期的な視

点 に立 った システムを立 ち上げ る必要があろ う。分類 は変化す る もので あるか ら標

本がいつで もチェ ックでき るシステム、それ は欧米 並みの 自然史博物館 とい うハー

ド面 とその整理 のための人的配置 とい うソフ ト面を求めなければな らないであろう。

しっか りとした システ ムができれ ば、本 当の意味の 「科 学的な資料の蓄積」がお こ

なえる。

④データの公開

洞窟 を昼間の隠れ家 にす るコ ウモ リ類 の場合 は、そ の洞窟 の場所が明 らかになる

よ うな精度でデー タ公 開すれば、場所の特定が可能で ある。人 の入洞が洞窟 内生態

系 に与 える影響を考 えると、コウモ リ類 のデータ公開は慎重 になるべきである。
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第3部 資料





1.自然環境保全基礎調査検討会名簿

(平成8年 度～13年 度 役職は検討員参画期間当時)

哺乳類分科会

座長 阿部 永

阿部 學

石井 信夫

大泰司

金子 之史

土肥 昭夫

前田

吉行

紀之

喜四雄

瑞子

元北海道大学農学部教授

国際湿地保全連合 日本委員会副会長

(財)自然環境研究センター研究主幹

北海道大学大学院獣医学研究科教授

香川大学教育学部教授
九州大学大学院理学研究院助手

奈良教育大学教育学部附属 自然環境教育センター長 ・教授

東京農業大学農学部教授
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2.種 の多様性 調査(動 物分 布調査)調 査のてぴ き(専 門 家用)

平成9(lgg7)年 夏 に調査協力者に配布 した もの。
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● 種の多様性調査
(動物分布調査)

●調査のてびき●

はじめに

種の多様性調査(動 物分布調査)に 参加協力 いただ きあ りが とうございます。

環境庁 では、数多 くの専門家の方々の御協力 により、我 が国の動物の分布 の概況

を把握 す る今 回 と同様 の調査 を過去2回 にわた り実施 してお り、これ まで に約

2,000種 の野生動物の分布 図をまとめています。 しか し、 まだ、情報が得 られず分

布図が作成 されていない種や、分布情報の乏 しい種が少 な くあ りません。

我が国の野生動物の保護の進展のため、ひとつでも多 くの種 の分布図を作成 ・充

実 してい きたい と考 えてお りますので、以下の項 目に従 って、分布情報を積極的に

ご提供下さるようお願い申 し上 げます。

的

本調査は、種の多様性調査の一環として、野生動物種の分類 ・同定及び分布状況

に関して専門的知見を有する方(以 下 「専門家」といいます。)から分布情報を収集

し、我が国に産する野生動物種の全国的分布の現状等を把握することにより、我が

国の野生生物に関する各種保全施策を講じるための基礎的資料を作成するものです。
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調査に使う資料

①調査のてびき
今、お読みいただいているこの冊子です。調査を始める前にひととおりお読みいただき、このてびきに従って調査を

お願いします。

② 調 査 票E票 、N票 各10枚(足 りない場合は当室まで御連絡下さい.)

調査票は2種 類あります。ひとつは縦長のE票 、もうひとつは横長のN票 です。

記入方法については、後述の 「調査票の記入のしかた」をご覧下さい。

③都道府県別メッシュマップ
5万 分1メ ッシュ地形図の1/4の 範囲を1ペ ージとして都道府県 ごとにまとめたA4判 の冊子です。

お送 りいただいた専 門家 カー ドに従い、必要な都道府県 のメ ッシュマ ップをお送 りいた しました。 ただ し、多 数の

メ ッシュマ ップのお申し出については、御要望 に沿 えない場合がありましたので、御了承願 います。

なお、(財)自 然環境研究セ ンター ・ブ ックセ ンター(電 話03・3813-8809)に おいて9月 上旬頃か ら、今回配布 した

メ ッシュマ ップと同様の ものが販売 される予定です。

④返信用封筒2枚
調査結果を記入した調査票を(財)自然環境研究センター(環 境庁作業委託先)に 返送するときにお使い下さい。

調査の進め方

調査は次の手順で進めて下さい。(次ページ 「[種の多様塩 調査]の フローチャート」を参照して下さい。)

0 自らの フィール ドにおける調査 ・研究を通 じて得 られた野生動物種の分布情報(い つ、

誰が、どこで、何を確認 したか)を 調査票に記入 して下さい。
.

(注1)調査票への記入が不要な情報 について

●前回調査より参加いただいている方……第3回(昭 和59年 度実施)、 第4回(平 成2、3年 度実施)

調査で提供済みの情報。

●環境庁から都道府県に委託している

調査に協力いただいている方……既に都道府県に対 して分布情報を提供しているもの。

(注2)この調査は、現在お持ちの分布情報を提供していただくことを基本としています。

従ってこの調査のためにわざわさ硯 地調査を行わなければならないというものではありません。

また、各都道府県全域を調査 しなくてはいけないというものでもありません。

(注3)現地調査を実施 し、動物の捕獲等を行う場合 には、法律等に基づ く許可等を必要とする場合があります。

許可の手続 き等についてご不明の点がありましたら、当室へお問い合わせ下さい。

回 平成9年11月30日 までに、それまでに記入済みの調査票 を環境庁の作業委託先へ返

送 して下さい(第1次 調査票提出)。

環境庁では、ここまでに提出された調査票について中間集計を行い、その結果を平成9年 度末までに

専門家の方々にお送 りいたします。

団 第1次 調査票提出後(本 年12月 以降滋 弓1き続き・ により調査を継続して下さし㌔

環境庁から中間集計結果を受けた後は、分布情報の少ない種や分布情報の得られていな

團 い地域の分布情報の提供に重点を置いていただきますようお願いいたします。
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平成10年(来 年)11月30日 までに、お手許の記入済みの調査票を全て送付して下さい

国 (第2次 調査票提出)。

以上で調査の作業は全て終わりです。

環境庁では、専門家の方々か ら提供 された分布情報について集計分析及び分布図の作成を行

い、報告書 として とりまとめます。また、分布情報 をデータベースとして整備 し、適切に管理

します。

分布情報を提供いただいた専門家の方々には、関連する分類群の報告書をお送 りいたします。

平成9宰

8月

[種の多様性調査]の フローチ ャー ト

環境庁 専門家

調査用資料提供
3点 セット

●調査の手引き ●調査票●メッシュマップ

資料送付

11月

平成10年

1～3月

4月

※平成9年11月 までに記入し

た調査票をお送 り下さい。

平成9年11月30日 まで

■
中間集計のための

調査中間集計

中間分析

11月

平鷹11隼

1～3月

4月 以降

中間分析結果提供

※平成9年12月 以降に記入 し

た調査票をお送 り下さい。

輩

国

回
最終集計のための

平成10年11月30日 まで

調査最終集計

分 析

輩

作業終了

調

査

実

施

とりまとめ

調査成果品
●報告書 ●分布図

成果品送付' .ti
'、自

亀7口

o
も

簡,'

公 表
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調査票の記入のしかた

調査票は、つぎの2種 類をお送りしました。

E票:調 査地点ことに、そこで確認された種を記入するためのもの

N票:種 ことに、その確認地点を記入するためのもの

2種 類の調査票について、どちらの調査票を使用するかは各々の調査員の自由で、調査方法

(場所を定めてそこにいる種をチェックするのか、あるいはいくつかの種を限りそれらの分布を

調べるのか)に より、使いやすい方を選んで下さい。

ある場所(メ ッシュ)で 、いつ(年 月 日)、どうい う種類が確認 されたかを記入

するためのものです。したがって、場所(メ ッシュ)が 異なる場合、または期間

が2つ の月以上にまたがる場合は、原則として新 しい調査票を使用 して下さい。

●ここには何も記入しないで下さい。

他にも、アミのかかった部分には何も記

入しないで下さい。

●調査者名

漢字とフリガナをご記入下さい。

L
種の多

回2i

性調査(動物分布調査)調

匝]'哺
謂 査鷺露 翻 査者 コード

●調査者 コー ド

別途お知 らせいた しま した 「調査者

.コー ド」を記入 して下 さい。

●調査地

調査を行った(動 物を確認した)地

点の都道府県名、市区町村名を記入

して下さい。

さらに、メッシュマップ上でその地

点を含むメッシュ内に地名を表す文

字があれば、市区町村名の後の余白

に記入して下さい。

なお、地図上に表示されていなくて

もその場所に明瞭な名称がある場合

は()書 きにして記入 して下さい。

→ 例)(白 山神社の森)

淡水魚類の場合は、所定の欄に水系

名、河川湖沼名、具体的位置も記入

してください。

票

乳 類

論 擢 谷 、,,藪 :2:1:0:0:1:2
カ タカナ

.
ノ7シ ュコー ド

ンタニ _止15i6i3i引 一[クi5']一5i
調 命年,1日 年'川 時 四

1997090S一

ロ せぬ ロ コロユ

ム形 畠小国 静 表老原(小 沼)

{壱ク,m

ナξバリ」トズミ

チビトガリネズミ

トウ串oウ トガりネズ ミ

ヒメ}ガリネズ ミ

アズミトガリ串ズミ

7ズ ミトガ リネズミ

シロウ7トガり辱ズミ

トガリネズミ

シコクトガりネズミ

ホンシュウト∬リネズミ

oエ ゾトガIJネズミ

0サ}Fト ガリネズミ

リ オオアシ　ガリネズミ

::綴1

:1。;瓢 翼ジネズミ

ll。 駿 淋ズミ

:;篇;;:妻 でミ

1:;彰 鍋.。,

1:。簿綴 ミ

ll鴛!第 誌,幅 、
{扁雌酌a㎎,

OI32リ ュウキュウ榊 コウネズミ

【こ…i麗 医i)

ヒ〆ヒこズ

ヒミズ

ツシマ ヒ竃ズ

シコクヒミズ

ホンシュウヒミズ

オキビミズ

キュウシュウヒミズ

ミズ ラ愚グラ

ヒワミズラモ ク'ラ

7ジ ミズラモグラ

シナノミズラモグラ

センカク愚グワ

7ズ マ愚グラ

コモ グラ

(崩iz㎝ii)

OII2コ モ グラ

い 施r⊃

サドモグラ

エテゴ{グ ラ

サ ドモグラ

コウベ鷺グラ

コウライそグラ

ヤクシ7モ グラ

コウベモ グラ

(ko恥9◎)

0704コ ウベモグラ

(魍 即rの

〔コウモリ8)

0210ク ビワ写オコウモリ

071,ダ イトウオオコウモり

02η エラプオオコウモリ

嶽生息確認種にo印 をつける

●確認種

確認した種について、その番号を○

瓢 轟 貝類の場_〈 ← 一一』
票中に掲載されていないものは、別

添の調査対象種一覧を参照して種名

コー ドを調査票裏面枠内に記入 して

ください。

オリイ窄才コウ量り

ヤエヤ7窄 オコウモリ

才 牟ナワ堵オコウモリ

オ"サワラオオコウ驚り

争クガシラコウモり

;ホン争クガシ9■ウ驚1,

ミカドキクガシラコウモり

@・ 争刎 … ウ・リ
ニ亦ンコ串クがシヲコウモリ

電リイコ尋クガシラ2ウ量リ

穿ヰナ「7"クガシワコウ篭り

ξヤココ争クガシつ=ウモリ

ゆ牟,ワユ争クガシワコウモリ

ヤニヤ7コ辱クガシラ,ウモ■'

イリ穿そテユヰクガ・シラコウ号リ

ヤエヤマコキクガシラコウモリ

カヴつコウモリ

ク0アカコウモリ

ツシマクロアカ=ウモリ

懸懸ジoコウそり

ドーベントンコウモリ

ウスりドーベントンコウモリ

ホオヒゲ=ウ モリ

ウスリボ才ヒゲコウ管リ

ヒメホオヒゲコウモリ

7ジ ホオヒゲコウ肇1'

シナ ノホオヒゲコウモ リ

ヒメホ オヒゲコウモリ

才ゼホ オヒゲコウモリ

エゾホオヒゲコウ毛リ

クロホ才ヒゲコウモリo

カグヤコウモリ

カグヤコウ量り

ノレンコウモリ

ホンrノレンコウ愚リ

7ブ ラコウr}り

驚り7ブ9コ ウ璽1'

オオ7ブ ラコウモり

クロオ オ7プラコウモリ

コウライわ「アブ,コウ愚リ

オガサワ弓7ブラコウモリ

ヒメホリカワコウ患リ

ヒ〆ホ リカワコウモ り

クビワコウ愚1'

ヤマコウ畢リ

コヤ7コウモリ

ヒナコウモリ

チチブ コウモリ

チ チブコウモり

ウサギコウ驚リ

ニホンウサ写コウモlj

ユビナ"コ ウモリ

リュウ亀ユウユビナガコウモリ

テングコウモリ

ニホ ンテングコウモり

コテングコウ{…り

二」91ンコテング昌ウ{リ

クラバテングコウモり

オビ争コウモリ

ス三イoオ ビ睾コウ患り

課"。

(裏面に続 く)

●メ ッシ ュコー ド

調査(確 認)地 点 をメ ッシ ュコー ド

で記入 して下 さい。

原則と して3次 メッシュコー ドを記

入 して ください 。2次 メ ッシ ュコー

ドしかわか らな い(そ れ以上 に正確

な地点が特定で きな い)場 合は 、最

後の2桁 には 一(バ ー)を 記入 して

下さい。

メ ッシュコー ドは、同封 した 「都道

府県メ ッシ ュマ ップ」 を使 ってお調

べ下さい(メ ッシュコー ドの特定方

法は6ペ ージ参照)。

_
(

●調査年月日

調 査を行 った(動 物を 確認 した)日

付 を記入 して下さい。 調査をある期

間継続 して、あるいは 継続的に行 っ

たときは、最初 と最後の 日付を記入

して下さい。1ケ タの 月、日の場合

は、必 ず 「0」 を付け て記入 して下

さい。

月日が不明の場合は該当欄に一(バ ー)

を記入 して下さい。た だ し、年が不

明 の場合 はデータ として採 用 しない

ものと します。
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.・.あ る種類がどの場所とどの場所で確認されたかを記入するためのものです。

したがって、動物の種類が異なることに新 しい調査票を使用して下さい。

●ここには何も記入しないで下さい。

他にも、アミのかかった部分には何

も記入しないで下さい。
'¥

<;

1}

11
_F_一_..一...し

_一.

●圏査者コー ド

別途お知らせいた しました 「調査者

コー ド」を記入 して下さい。

、余 ・

●分類群コー ドと分類群名

別添の調査対象種一覧を参照して、

分類群コー ドと分類群名を記入して
　 マ

下さい。 づ さ

◎二_

●種名コー ドと種名

別添の調査対象種一覧を参照 して、

種名コー ドと種名を記入 して下さ

し、。 《 、

i:

ゴ

●調査者名

漢字とフリガナをご記入下さい。

乙、

};
;i
i

.̀1

/ 表面

巨i

一
●採集者名

博物館 ・大学等 に所蔵 されている標

本を調査 した場合は 、採集 者名を記

入 して下さい。/＼/ .: .;
一

};
Ill

li
i}

1i

い'

!・1
.

・口 口

口

国 陵…

種の多様性調査(旨物分織)調 瞬

II

一
。編分如蔚コ縫

、,匹;L塑d圃 コ

ll
『 調 査 者呂

竺L」控L昼_、 。,誠
力 タ カナ

オ シ タニ て っ ト

認罎 δ塑 渥勧
酩u

ノウ サ雫

メ ツ シ ュ コ ー ド 調査地 年 月 日 生息田境

匝]一[圃 一匝.髄 茎旦讐_L塗9一 五 ¢?」2」5望竺盛 コ

i6;3i9一[飼 一[彊]一 〃

[==]一 ロ ー[]L・

19童 回 ワ5マ カマ・畑 にに_

[==}[]一[コ

=]一 「コ ー「]

[==]一[]一[コ

19

[=一[]一[コ

「=τ1コー[コイ=L一

19

工=可二[=]
ユ=箪:=

●生息環境

重要なものについては、調査を行っ

た地点の環境を記入して下さい。生

息環境が確定できない場合は記入 し

なくても結構です。
//＼ ＼

θ も

i
i

}}

口
I

il

邑

二]

]

J

匿ヨ:日月
纒本所蔵場所

L叫..ユ_ コ

㎜年皿 一 一 「

]上i£i並
i;

唱1

昌

]==[二=コ

:/

環境庁自然保頒局自然環境国査室

ト

lL.、
＼_

/
1

一=二 二=」

●メ ッシュコー ド

調査(確 認)地 点をメ ッシ ュコー ド

で記入 して下 さい。

原則 として3次 メッシュ コー ドを記

入 して ください。2次 メ ッシュコー

ドしかわ からな い(そ れ以上 に正確

な地点 が特定で きない)場 合 は、最

後の2桁 には 一(バ ー)を 記入 して

下 さい 。

メッシュコー ドは、同封 した 「都道

府県 メッシュマ ップ」を使 ってお調

べ下さ い(メ ッシュコー ドの特 定方

法 は6ペ ージ参照)。

目

U

一

●標本所蔵場所

博物館 ・大学等に所蔵されている標

本を調査した場合は、裏面の 「標本

所蔵場所」の欄に記入して下さい。

、ノ

●調査地

調査を行った(動 物を確認した)地

点の都道府県名、市区町村名を記入

して下さい。

さらに、メッシュマップ上でその地

点を含むメッシュ内に地名を表す文

字があれば、その地名も記入して下

さい。

なお、地図上に表示されていなくて

もその場所に明瞭な名称がある場合

は()署 きにして記入して下さい。

→ 例)(白 山神社の森)

コ　 　　 へ 　ハ

ー 巾 闇.一

ll

}i

、ク

●調査年月日

調査を行った(動 物を確認 した)日

付を記入して下さい。1ケ タの月、

日の場合は、必ず 「0」を付けて記

入して下さい。

月日が不明の場合は該当欄に一(バー)

を記入 して下さい。ただ し、年が不

明の場合はデータとして採用 しない

ものとします。

193



メ ッシュコー ドの特定方法

メッシュコー ドは、同封 した 「都道府県別メッシュマップ」を使ってお調べ下さい。

求める地点が掲載されているページが見つかったら、メッシュコー ドを特定 します。

各ページのページ番号の下にある赤い6桁 の数字(○ ○○○一〇〇=2次 メツシュコー ド)に 、

地形図内の各マス 目の左下にある2桁 の数字を加えた8桁 の数字が3次 メ ッシュコー ドになりま

す。あるページがすべて陸地の場合、1ペ ージは100区 画(メ ッシュ)に 分け られていますが、

はじめの6桁 はすべて共通で、最後の2桁 が100区 画それぞれ異なる番号にな ります。

3次 メ ッシュコー ドは、この8桁 がそろっては じめて有効な(位 置が特定できる)番 号になり

ます。どの桁の番号も1つ でも異なるとまったく違う場所を示すことにな りますので、調査票へ

の転記の際は十分に注意してください。

※注意

2次 メッシュコー ドしかわからな

い(そ れ以上 に正確な地点が特定

できない)場 合は、最後の2桁 に

は一(バ ー)を 記入 して下さい。

514138H23H一 一
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丁 冒
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・{

80}87}82!8384185
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2次 メ ッシュコー ド ≡

≡
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=

3次 メ ツシ ュ コー ド
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調査票の返送期限

第1次 調査票 提出期 限(中 間集計)・… 平成9(1997)年11月30日

第2次 調 査票提 出期限(最 終集 計)・… 平成10(1998)年11月30日

調査結果の取扱
お寄せ いただいた調査票 のデー タは、各種 ごとの集計 を行 うとともに2次 メ ッ

シュ単位(約10km×10㎞)の 分布図 を作成 し、公表 します。

ただ し、生息地の公表 によ り、乱獲等生息に重大 な影響 を及ぼすこ とが予想 され

る種 等については、環境庁 において 自然環境保全基礎調査検討会の関係す る分科会

の意見 を聞 き、 その取扱いを別途決めることとしています。

専門家アンケー ト

今後 の業務の参考 にす るためのアンケー ト用紙 を同封 しました。

調査結果 とは別 に、差 し支 えのない範囲でご記入 いただ き、中間集計時 に調査票

と一緒 にお送 り下 さい。

⑫ 璽講緊査
●調査のてびき●

環境庁 自然保 護局計画課

自然環境調査室

〒100東 京 都千代田区霞が関1-2-2

Tl…LO3-3581-3351(内 線6439)

FAX・ 直通03-3591-3228

e-mail:jnes@eanet.go.jp

196



3.種 の 多様性調 査(動 物分 布調査)調 査 のてび き(鳥 獣 保護 員用)

平成9(1997)年 夏 に調査協力者 に配布 した もの。

19?





● 種の多様性調査
(動物分布調査)

●調査のてびき●
一鳥獣保護員 ・国設鳥獣保護区管理員用一

はじめに

種の多様性調査(動 物分布調査)に 参加協力いただ きあ りが とうございます。

環境庁 では、数多 くの専 門家の方々の御協力 に より、我が国の動物の分布 の概況

を把握 す る今 回 と同様 の調査 を過去2回 にわ た り実施 してお り、 これ まで に約

2,000種 の野生動物 の分布図をまとめてい ます。 しか し、 まだ、情報が得 られず分

布図が作成 されていない種や、分布情報の乏 しい種が少な くあ りません。

我が国の野生動物の保護の進展のため、 ひとつで も多 くの種の分布図を作 成 ・充

実 してい きたい と考えてお りますので、以下の項 目に従 って、分布情報 を積極的に

ご提供下 さるようお願い申 し上げ ます。

的

本調査は、種の多様性調査の一環として、野生動物種の分類 ・同定及び分布状況

に関して専門的知見を有する方(以 下 「専門家」といいます。)から分布情報を収集

し、我が国に産する野生動物種の全国的分布の現状等を把握することにより、我が

国の野生生物に関する各種保全施策を講じるための基礎的資料を作成するものです。
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調査に使 う資料

①調査のてびき
今・お読みいただいているこの冊子です。調査 を始め る前 にひととお りお読みいただ き、 このてびきに従 って調査を

お願い します。

② 調 査 票5枚(足 りない場合は当室まで御連絡下さレ・.)

記入方法については、後述の 「調査票の記入のしかた」をご覧下さい。

③都道府県別メッシュマップ
5万 分1メ ッシュ地形図 の1/4の 範囲を1ペ ー ジとして都 道府県 ごとにまとめたA4判 の冊子 です。

今回、担 当区域 を含 む都道府県のメ ッシュマ ップをお送 りいた しました。

④返信用封筒2枚
調査結果を記入した調査票を(財)自然環境研究センター(環 境庁作業委託先)に 返送するときにお使い下さい。

調査の進め方

調査は次の手噸で進めて下さい。(次ページ 「[種の多様牲調査]の フローチャー ト」を参照して下さい。)

0 自らのフィール ドにおける調査等 を通 じて得 られた野生哺乳動物種 の分布情報(い つ、

誰が、どこで、何を確認 したか)を 調査票に記入 して下さい。

(注1)調査票への記入が不要な情報について

●前回調査より参加いただいている方……第4回(平 成2、3年 度実施)調 査で提供済みの情報。

●環境庁から都道府県に委託している

調査に協力いただいている方……自然環境保全基礎調査/種 の多様性調査において既に都道府県に

対して分布情報を提供しているもの。

(注2)この調査は、現在お持ちの分布情報を提供 していただくことを基本としています。

従ってこの調査のためにわざわざ現地調査を行わなければならないというものではありません。

また、各担当区域全域を調査しなくてはいけないというものでもありません。

回 平成9年11月30日 までに、それまでに記入済みの調査票を環境庁の作業委託先へ返

送 して下さい(第1次 調査票提出)。

環境庁では、ここまでに提出された調査票について中間集計を行い、その結果を平成9年 度末までに

専門家の方々にお送りいたします。

国 第1次 調査票提出後(本 年12月 以降)も 、引縦 隙 より調査を継続して下さし鮎

環境庁から中間集計結果を受けた後は、分布情報の少芯い種や分布情報の得られていな

回 い地域の分備 の提供に重点を置し、ていただ揃 ようお肌 、たし菰
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平成10年(来 年)11月30日 までに、お手許の記入済みの調査票を全て送付して下さい

国 (第2次 調査票提出)。

以上で調査の作業は全て終わりです。

環境庁では、専門家の方々か ら提供 された分布情報について集計分析及び分布図の作成 を行

い、報告書としてとりまとめます。また、分布情報 をデータベース として整備 し、適切に管理

します。

分布情報を提供いただいた専門家の方々には、関連す る分類群の報告書をお送 りいたします。

平成9年

10月

[種の多様性調査]の フローチ ャー ト

環境庁 専門家

調査用資料提供
3点 セット

●調査の手引き ●調査票 ●メッシュマップ

資料送付

11月

平劇0年

1～3月

4月

※平成9年11月 までに記入 し

た調査票をお送り下さい。

平成9年11月30日 まで

囹
中間集計のための

調査中間集計

中間分析

11月

平成11年

1～3月

4月 以降

中間分析結果提供

※平成9年12月 以降に記入 し

た調査票をお送り下さい。

平成10年11月30日 まで

国

回

輩

最終集計のための

調査最終集計

輩'='

作業終了

調

査

実

施

分 析

とりまとめ

調査成果品
●報告書 ●分布図

成果品送付 づ の
'昭』1㌔

7τ;8
、

簡 ・'

公 表
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調査票の記入のしかた

あ る場 所(メ ッシ ュ)で 、いつ(年 月 日)、 ど うい う種類 が確認 さ'れたか を記入
… するた めの ものです

。 したが って 、場所(メ ッシ ュ)が 異 な る場合 、また は期 間

が2つ の月以上 にまたがる場合 は、原則 と して新 しい調査票 を使 用 して下さい。

●ここには何も記入しないで下さい。

他にも、アミのかかった部分には何も記

入しないで下さい。
ぐ=・ ・τ二 ・ ・

ジ 慧 謝 たしました「調査者

コー ド」を記入 して下さい。

●調査者名

漢字とフリガナをご記入下さい。

/1

●調査地

藷 無 鼎 謹謙 獄 ぐ■一・=
して下さい。

さらに、メッシュマップ上でその地

点を含むメッシュ内に地名を表す文

字があれば、市区町村名の後の余白

に記入 して下さい。

なお、地図上に表示されていなくて

もその場所に明瞭な名称がある場合

は()書 きにして記入 して下さい。
→ 例)(白 山神社の森)

図[互=・

種の多様性調査(動物分布調査)調査票

(鳥獣保護員用)
1　7一 罫ぴ τ一 「一一7一 『

J

rア 『ξ『1肩
乳 溺

ぬ ヤにれ の なれ コ　ト

ユ 鱒 _寂 し 誠_.至 互_
.久9ウナ.
-」壼

_ン 亙 三_でz卜.

06δ7π ∂〕
ロ 　　　

L5,6_室__9、 一Lク_、5二」一!5「.望三三一
ロ ぷ が 　　　 　じ 　ロ ロ　 　ロ

[lbl9ヱol痩'3『 一Fヨ ー

'・,乙 コー トー,一,1一}一

一

・㌦ 栃 毒
,咽 載 扁 原 醜)

凝生息を確認した橿の播号にO印 をつけて下さい。

0530ニ ホンザル

タヌキ

キツネ

ノイヌ9

ノネコ

テン

クロテン

イタチ.

チョゥセンイタチ

アナグマ

アライグマ

カニクイアライグマ

ヒグマ

ツキノワグマ

ハクビシン

ニホンイノシシ

リュウキュウイノシシ

ニホンジカ

ツシマジカ

エゾジカ

ニホンカモシカ

ノヤギ

タイワンリス

エゾリス

ニホンリス

シマリス

ムササビ

ヌートリア

⑧ ・ウ塀
、〆＼

注 ・圓査者コー ド、メッシュコード及び圏盃年はのず記入 して下さい。

。生怠の確認は、足跡、竃導によるものでなく、実際に目で確認 したちののみとします。

瑠境庁 自然保磧局自然環境四査室

●確認種

確認した種について、その番号を○

で囲んで下さい。

●メ ッシ ュコー ド

調査(確 認)地 点 をメ ッシュコー ド

で記入 して下さい。

原則 として3次 メ ッシュコー ドを記

入 して ください。2次 メッシュコー

ドしかわか らない(そ れ以上 に正確

〔＼ な地点が特定できない)場 合 は、最

～/後 の2桁 には 一(バ ー)を 記入 して

下 さい。

メッシュコー ドは、同封 した 「都道

府県 メッシュマ ップ」 を使 ってお調

べ下 さい(メ ッシュコー ドの特定方

法 は6ペ ー ジ参照)。

館 ジ

●調査年月日

調査を行った(動 物を確認した)日

付を記入して下さい。調査をある期

間継続して、あるいは継続的に行 っ

たときは、最初と最後の日付を記入

して下さい。1ケ タの月、日の場合

は、必ず 「0」を付けて記入して下

さい。

月日が不明の場合は該当欄に一(バー)

を記入して下さい。ただし、年が不

明の場合はデータとして採用しない

ものとします。
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メ ツシュコー ドの特定方法

メ ッシ ュコー ドは、同封 した 「都道府県別メ ッシュマ ップ」を使 ってお調べ下さい。

求 める地点が掲載されているページが見つかった ら、メ ッシュコー ドを特定 します。

各ペー ジのペ ー ジ番号の下 にある赤 い6桁 の数字(○ ○○○ 一〇〇=2次 メ ッシュコー ド)に 、

地形 図内の各 マス 目の左下 にある2桁 の数字 を加えた8桁 の数字 が3次 メ ッシュコー ドにな りま

す。あるペー ジがすべて 陸地 の場合、1ペ ー ジは100区 画(メ ッシュ)に 分 け られてい ますが、

は じめの6桁 はすべて共通で、最後の2桁 が100区 画それぞれ異なる番号 にな ります。

3次 メ ッシュコー ドは、この8桁 がそろ っては じめて有効な(位 置が特定できる)番 号 にな り

ます。どの桁 の番号も1つ でも異なる とま った く違 う場所を示す ことにな りますので、調査票へ

の転記の際は十分 に注意 して ください。

※注意

2次 メ ッシュコー ドしかわからな

い(そ れ以上に正確な地点が特定

できない)場 合は、最後の2桁 に

は一(バ ー)を 記入して下さい。
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3次 メ ッシ ュ コー ド

=

=

=

2次 メッシュコー ド=
≡
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調査票の返送期限

第1次 調 査票提 出期 限(中 間集計)・… 平成9(1997)年11月30日

第2次 調査 票提 出期 限(最 終集 計)・… 平成10(1998)年11月30日

調査結果の取扱

お寄せい ただいた調 査票の デー タは、各種 ごとの集計 を行 う とともに2次 メ ッ

シュ単位(約10㎞ ×10㎞)の 分布図を作成 し、公表 します。

ただ し、生息地の公表 によ り、乱獲等生息に重大 な影響 を及ぼす ことが予想 され

る種等 については、環境庁において 自然環境保全基礎調査検討会の関係す る分科会

の意見 を聞 き、その取扱 いを別途決めることとしてい ます。

◎⑳璽繋 緊査
●調査のてびき●

一鳥獣保護員 ・国設鳥獣保護区管理員用一

環境 庁 自然保護局計画課

自然環境調査 室

〒100東 京都千代 田区霞が関1-2-2

TELO3-3581-3351(内 線6439)

FAX・ 直 通03-3591-3228

e-mail:jnes@eanet.go.jp
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4.調 査 対象種 一覧

平成9(1997)年 夏 に調査協力者 に配布 したものに対 し、RDBの ランクを最新(平 成14

年3月 時)の ものに改め、誤植修正 した もの。
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種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧

対象分類群名:哺 乳類

対象分類群 コー ド:74

注 亜 種 は 、シノニムと して列 記 した。

①RDB欄 の 記 号 凡 例
「レ ッ ドデ ー タ ブ ックの 基 礎 とな る 日本 の 絶 滅 のお それ の あ る野 生 生 物 の

種 の リス ト」(環境 庁 ・1998)に 掲 載 され て い る種 につ い て の ラ ンク を示 す

EX(Extinct):糸 色滅

EW(ExtinctintheWild):野 生 絶 滅

CR+EN:絶 滅 危 惧1類

CR(CriticallyEndangered):絶 滅 危 惧IA類

EN(Endangered):絶 滅 危 惧IB類

VU(Vulnerable):絶 滅 危 惧 皿類

NT(NearThreatened):準 絶 滅 危 惧

DD(DataDeficient):情 報 不 足

LP(ThreatenedLoca1:絶 滅 の お そ れ の あ る 地 域 個 体i

コー ド 学 名

INSECTIVORAモ グラ 目(食 虫 目)

ERlNACEIDAEハ リネズ ミ禾斗

0010Erlnaceuseuropaeus

SORICIDAEト カ'リネスゆミ手斗

0020

0021

0030

0040

0041

0042

0050

0051

0052

0053

00so

OO70

00so

OO90

0091

0100

0101

0110

0ill

O112

0113

0114

0115

0120

0130

5bゾ θ火1η1加 孟∫∬ 勿 μ5

カ∂雌 θ"●

5b㎎ 叉8mα7〃 伽5

5bゾ θ叉 力050η0∫

乃030刀0∫

5カかo〃 η∂加5

5b㎎ πo∂ θω 孟Zθ刀5

5ん 汝o左 θ刀3富

5力加 ω

3∂θγ乙13

5b畑x5・ ∂ob刀Z3

5b㎎ 露 α刀8〃加 耽 α5

α カη∂尤ro即 た ρ危 砂oθ ρカ∂危

αoo1ヒ1㎜5〃 ∂γθo必刀3

5加 刀加 刀81θ掘3

0noo1冨 ㎜ ゐo∬1艶 勧7

陥∂`∂3θ1

αoα ヒ1α凹 ・(嘱ηθz〃1ηノ

αう溶∂ノ

み 加 θzα1η1

加 オθ㎜ θ(痴

o面 加3励 η∂θ

〃η7わπ}7∂

0「00ガ α盟 α ガ ・

Suncusmurlnus

和名

ナミハリネス"ミ

チヒ"トカ"リネス"ミ

トウキョウトカ"リネス"ミ

ヒメトカ"リネス"ミ

アス"ミ トカ"リネス"ミ

アス"ミトカ"リネス"ミ

シロウマトカ"リネス"ミ

トカ"リネス"ミ

シコクトカ"リネス"ミ

ホンシュウトカ"リネス"ミ

エソ"トカ"リネス"ミ

サド トカ"リネス"ミ

オオアシトカ"リネス"ミ

カワネズ ミ

コジ ネズ ミ

チョウセンコシ"ネス"ミ

オナカ"シ"ネ ス"ミ

ワタセシ"ネス"ミ

ジ ネズ ミ

ホンシュウシ"ネス"ミ

サイコ"クシ"ネス"ミ

タネシ"ネス"ミ

オキノシマシ"ネス"ミ

ヤクシ"ネス"ミ

オリイシ"ネス"ミ

シ"ヤコウネス"ミ

RDB

VU

NT

NT

NT

NT

NT

EN
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種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧

コー ド 学 名

013117'乙1ノ ヒノ'乙1∂、η∂

0132オ θ加 加 加o汝 ノ

TALPIDAE モゲラ科

0140∠ ン:mθooob/7ρ1Z〃ro5血 ッ汐

0150ωro乙r7ヒ ⊇西乙15オ∂。乙ρoZ∂6、5・

0151∂011/θ ノ汐乙15,

01520θ ノ7ケz2Z～曽

0153」 りoLηob/7ノ汐

01541η 左～σオz∬

0155ご ∂4フ01漉5

0160E乙 πて)50∂Pオor刀 ワ1珍α13

0161!7力 朔 θノ731∠3

0162刀 ワZz乙臓

0163017オ ∂ノ

0170ノ 〉∂5030∂P`or〃oカ ノ吻1

0180ル わ81θ凹 加 ∂Zzαmガ

0181加 ∂∫z〃mガ

0182加 加or

O190ノ レノと)8【θノ召 ごoノヒ乙10勉θ

0191etlgo

O192ごoノ ヒ乙10乞θ・

0200〃bga旧 協og㎜

0201coreana

O202舶 η∂ノ

0203ノ ヒαうθ∂θ

0204協08・ 乙臓

CH【ROPTERAコ ウモリ目(翼 手 目)

PTEROPODlDAEオ オコウモリ科

0210

0211

0212

0213

0Zi4

0220

0230

几 θroρ σ3ぬ5ア:m∂ 〃σ3

0冨 ω θ刀5溶

o勉3y1η ∂ノ1召5

1刀ρρ1刀∂甜5

」但γθ甥 ・m∂θ

丹 θfρρθ5」boo加 θ刀蕗

拷 θrρρ〃5ρ5θ 加 力o刀

RHINOLOPHIDAEキ クが シラコウモリ科

0240

0241

0242

0250

0251

0252

0260

0261

勲 加o加 加51翫r召mθ σα伽m

η羽ρ0η

1η1汝∂ob∫

児物o加 加50㎝ 〃加5

0α 刀〃ω5「

αガ

勲 加o加 加5ρ α副 〃5

伍加 」をOLη溶

和名

騰1;繍ll

ヒメヒミズ

ヒミズ

ツシマヒミズ

シコクヒミズ

ホンシュウヒミス"

オキビミズ

キュウシュウヒミス"

ミス"ラモク"ラ

ヒワミス"ラモク"ラ

フシ"ミス"ラモク"ラ

シナノミス"ラモク"ラ

センカクモク"ラ

アス"マモク"ラ

コモグ ラ

コモグ ラ

サド モグ ラ

エチコ"モク"ラ

サド モグ ラ

コウへ"モク"ラ

コウライモク"ラ

ヤクシマモク"ラ

コウへ"モク"ラ

コウへ"モク"ラ

クヒ"ワオオコウモリ

タ"イトウオオコウモリ

エラフ"オオコウモリ

オリイオオコウモリ

ヤエヤマオオコウモリ

オキナワオオコウモリ

オカ"サワラオオコウモリ

キクカ"シラコウモリ

ニホンキクカ"シラコウモリ

ミカドキクカ"シラコウモリ

コキクカ"シラコウモリ

ニホンコキクカ"シラコウモリ

オリイコキクカ"シラコウモリ

オキナワコキクカ"シラコウモリ

ミヤココキクカ"シラコウモリ

RDB

NT

NT

NT

CR

VU

NT

CR

CR

EX

CR

VU

CR
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種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧

コー ド 学 名

0262

0270
0271

0272
0Z80

ραη7ぬ5

£励o/0ρ 加5ρ θr搬 〃3

　　　　 グロ　フ　ヱ

ρθr蹴 θ3

劫 力ρ031漉 ゾ03砿 廊

VESPERTILIOMDAEヒ ナコウモリ科

0290ノ レかo云な ノi…)177705,乙13

0291ご5・ 乙1θノ75ズ5,

0300雌o孟Z3加 ∂α り∂ao改1α3

0310ル かo`∫3∂3α わθ沈o励

0311〃 ∬ α舵 刀5∫3

0320ノ レ6ろo乙∠51ηL四`∂oカワ乙13

032.1graclhs

O330ル かo乙7言 汝o/7/7藍oレ7'

0331ノ あ矛ヒg/75∫5'

0332カ050ノ フo/

0333盈o刀 η盈 〇四'

03340zensls

O335yθ30θ ノ75ズ5「

0340雌o`溶 ρノ「召力703z∬

0350ノ レ6乙o孟ノ:・加`θr

O351、 を∂8'乙むレr∂θ

0360ル かoか:517∂ ごオθ1「θr7'

0361、 ウo刀ワ∠zカ7乙15・

0370、 乃ヵズ5乙rθ〃とノ5∂伽 ～、η7〃5

0380乃 廊 か θ加5θ 刀∂∂ゾ

0390、 磁)、∠5・乙rθZ1乙15・5,∂レ77

0391ve!ox

O39200費 ヲθ」η51ズ5

0400Plplstrellussturdeel

O410・ 瓦ρオθ5∫o召3171Z950/7」ヴ

0411parvus

O420∠ 加 ごθ訂ヒαL9ノ勿o/7θ ノ757曾

0430/Woオ8ノ α5∂y1旨 オor

O440〈 ヶoオ∂ノと15ノ乏zrIzz15

0450レ わ5pθ 蛇1∠〃b3ゆ θ1E/73

0460β ∂1カ∂5ご`θZ庖ノb〃oα ηθノa5

0461由1フbZ加81θ175∫3

0470、 飾oo`σ5∂ 乙π7老〃3

04715∂ ㎝ 功o廊

0472ル カhノ;ρρオθr〃3!乏zノノ虜bo5σ5

0480ル カhノ;(～ρごθ1刀3ノむ50ロ3

0490福 αrlh∂ ノ冶αoo即5オ θr

O491ノ ゐ吻 θノ70b㎡

0500ル1α 〃ニワ∂ 乙155乙〃=1わノ?甜曾

05015117レ ∂孟∫o∂

0510ノ レ1α1ソン7∂zチθ・ワθ∠2/ro5∂

MOLOSSIDAEオ ヒキコウモリ科

0520乃o乞1:1'と 勧Zη3Z8刀 ノ:5

和名

オキナワコキクカ"シラコウモリ

ヤエヤマコキクカ"シラコウモリ

イリオモテコキクカ"シラコウモリ

ヤエヤマコキクカ"シラコウモリ

カク"ラコウモリ

クロアカコウモリ

ツシマクロアカコウモリ

モモシ"ロコウモリ

ド ーへ"ントンコウモリ

ウスリド ーへ"ントンコウモリ

ホオヒケ"コウモリ

ウスリホオヒケ"コウモリ

ヒメホオヒケ"コウモリ ぴ

フシ"ホオヒケ"コウモリ

シナノホオヒケ"コウモリ

ヒメホオヒケ"コウモリ

オセ"ホオヒケ"コウモリ

エソ"ホオヒケ"コウモリ

クロホオヒケ"コウモリ

カク"ヤコウモリ

カク"ヤコウモリ

ル ンコウモリ

ホンド ノレンコウモリ

アフ"ラコウモリ

モリアフ"ラコウモリ

オオアフ"ラコウモリ

クロオオアフ"ラコウモリ

コウライオオアフ"ラコウモリ

オカ"サワラアフ"ラコウモリ

ヒメホリカワコウモリ

ヒメホリカワコウモリ

クヒ"ワコウモリ

ヤマコウモリ

コヤマコウモリ

ヒナコウモリ

チチフ"コウモリ

チチフ"コウモリ

ウサキ"コウモリ

ニホンウサキ"コウモリ

ユヒ"ナカ"コウモリ

リュウキュウユヒ"ナカ"コウモリ

テンク"コウモリ

ニホンテンク"コウモリ

コテンク"コウモリ

ニホンコテンク"コウモリ

クチハ"テンク"コウモリ

オヒキコウモリ
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RDB

EN

VU

EN

EN

DD

VU

VU

VU

EN

EN

DD

EN

EN

VU

EN

EN

DD

DD

EX

EN

EN

VU

EN

VU

VU

VU

EN

VU

VU

DD



種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧

コー ド 学 名

0522ノ=73な 刀ノ:5・

05211乞`o乙!o」 ろ～θノ

PRIMATESサ ル 目(霊 長 目)

CERCOPITHECIDAEオ ナがザ ル科

0530ル ノao∂o∂1乏15・o∂ご∂

0531ノ 乏130∂オ∂

0532」!∂ ノヒ乙1プ

0540ル 毎o∂o∂(yo!ρ ρノ:

CARNIVORAネ コ 目(食 肉 目)

CANIDAEイ ヌ科

0550八 ケoオθrθ乙1オθ5・ρノro(yo/71乞たヲ5,

0551∂ ノZ)α5・

05521/7`レ ζθ177}7〃5・

05601ん4ワ θ5γ 乙磁ワθ5

0561力 ρo/7ノ;o∂

056250ゐ1珍 ノ70/bl'

0570(:フa/7∫5ノ カ1η1Z孟∂η否

0580(h17ノ:5!乙4っ 乙15・

0581、 う∂オご∂ノ'

0582、 ろoobPゐ1Z凱Y

FEUDAEネ コ手斗

05901;bノ:なo∂zチ 乙15,

0600/rヲ]傭 ∠うθノ283ノと⊇]η51∠3

0601θ 媒)z£ガz肥

0610ノ 写bノ:な々 プ●o刀ワoごθノ15∫5

MUSTEUDAEイ タチ科

0620
0621

0622
0630
0631

0640

0641
0642
0643

0650
0651

0sso
O661

0670
0671
0672

吻 蛇 θ5mθ 勉1ηρα3

melampus

tsuensls

漉rオ θ3z乃 θ茄h∂

わ畑oカ γ㎜

ルん 訂 θ泡 ∫砲 オ5ゾ

asall

左∂ご5∫

3カo

ルん 甜 θ泡5必 加'o∂

00貞 ヲ∂ノ?∂

ルん訂 θ危 ηル ∂〃b

刀∂zη4γθ1

ル勿詑 θ泡 θ㎜ 加 θ∂

刀仰0η

o刀'θ刀オ∂佑

和名

オヒキコウモリ

スミイロオヒキコウモリ

ニホンザ ル

ホンド サ"ル

ヤクシマサ"ル

タイワンサ"ル

タヌキ

エゾ タヌキ

ホンドタヌキ

キツネ

ホンドキツネ

キタキツネ

ノイヌ

オオカミ

エゾ オオカミ

ニホンオオカミ

ノネコ

へ"ンカ"ルヤマネコ

ツシマヤマネコ

イリオモテヤマネコ

テン

ホンドテン

ツシマテン

夘 テン

エゾ 夘 テン

イタチ

オオシマイタチ

ホンド イタチ

コイタチ

チョウセンイタチ

チョウセンイタチ

イィズ ナ

ニホンイイス"ナ

オコジ ョ

ホンド オコシ"ヨ

エソ"オコシ"ヨ

RDB

DD

DD

五P

NT

EX

EX

CR

EN

VU

DD

NT

NT

NT
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種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧

コー ド 学名

osso

O690

0691

0700

0701

0702

01io

ルん 訂 θ危1廊o刀

娩 必5切 θzθ5

∂η∂加1η ∂

乙θな ∂!麗 旧

η4らρ0刀

〃～左θ幼 η8

E々加1伽/〃 ～跳

ODOBEMDAEセ イウチ科

072000b∠ うθノフ〃31ro5刀7∂rz13

OTARlIDAEア シカ禾斗

073023ノ と4フノ2こ150∂、〃泥～∬ ～Z∂ノ7〃5

0731ノ ㊨1ρo/1たα5

0740E己!1η θ`ρρL呂∂3」〃わ∂オσ5

0750(:フ ヨZ/b酌 力7〃5αz57力 α3

PHOCIDAEア サ9ラシ科

0760、%oo∂ レ7τθZ加∂

0770」%oo∂ ノ加8カ ・∂

07715オ6ソbθgθ ノゴ

0780・ 妨oo∂ ・ん・孟5P1吻

0790、 伍 否甜'ρρカoo∂ ノ…z50:呂∂オ∂

0800」 動 初 ∂伽5わ ∂功 ∂ω3

PROCYOMDAEア ライク'マ手斗

0810乃o(yo刀1bオor

O820」%oの 切o∂ ηαブγoゾ〃5

URSlDAEク マ科

0830乙 始 θ3∂π}ご05

0831yesoensls

O840乙 ノh3〃3乙ろ1わθオ∂17乙13

0841ノ ㊧po/7ノ;α13

VIVERR【DAEシ'ヤ コウネコ手斗

0850、228・ 乙〃η∂ ノaノ「ノ∂∠・∂

086011/6η フθ3オθ3力y∂ ノ7ノ;o乙13

ART【ODACTYLAウ シ 目(偶

SUIDAEイ ノシシ科

08705α55(ン ηノ乞

0871/b〃oolz四5オ ∂■

0872rlukiuanus

目)

和名

ミンク

アナグ マ

ニホンアナク"マ

カワウソ

ニホンカワウソ

ニホンカワウソ

ラツコ

セイウチ

アシカ

ニホンアシカ

トド

オットセイ

セ"ニカ"タアサ"ラシ

コ"マフアサ"ラシ

コ"マフアサ"ラシ

ワモンアサ"ラシ

クラカケアサ"ラシ

アコ"ピケ"アサ"ラシ

アライグ マ

カニクイアライク"マ

ヒグ マ

エゾ ヒグ マ

ツキノワグ マ

ニホンツキノワク"マ

ハクビ シン

シ"ヤワマンク"一ス

RDB

CR

CR

DD

CR

VU

EN

正P

正P

イノシシ

ニホンイノシシ

リュウキュウイノシシ LP

213



種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧

コー ド 学 名

CERVlDAEシ カ禾斗

08800θrγ 〃3砺 ρρo刀

0881左 θr3加 ∂θ

0882吻 ρo刀

0883ρ αノと⊇カθ〃z/5

0884yakushlmae

O885yesoensls

O890ノ レ1と〃7`Z∂oこノ5'1「θθγθ5ゴ

BOV[DAEウ シ琴斗

0900伽 沈 α痂 ㎝ の鋼5

0910(ユ2p費2、 ろ加 乙15・

RODENTIAネ ズ ミ目(超 歯 目)

SC田RIDAEリ ス科

0920

0921

0930

0931

0940

0950

0951

0952

0960

0970

0971

0980

0981

0982

0983

0ヨ 〃b50∫ αrμ3θ 甥 乃畑 θμ3

孟力∂∫肥 ηθ刀5z3

5bZαrθ3γ α忽 擁

α7θ1～孟13

5ヒf～∬〃5躯

7h1ηz∂35治 加 ●o〃3

わ∂」φ θη'

加 θ∂甜5

丹 θゾ0卿;5加omo刀8ヨ

片 θfO珊 侶 γo加5

α ガ

ゐ ご∂α擁 オ∂ 必 θoo函 θ刀"

蜘oo8θ 刀y3

η漏o刀 盈

oreas

MURIDAEネ ス

0990

0991

0992

iooo

1001

1002

1010

1011

1020

1021

1022

1023

1030

1031

'ミ科

Ob孟 加 ・加o塑y3rα あo∂ 加5

わθ(カわゾ訪㊨θ

5魚oオ ∂ηθ刀31智

α θ`加b刀o鰐 ∬ θπ

刀701ηオ∂ηα5

ガ　ル

α6孟 加b刀 α 昭3躍 孟11〃5

1:η遊 ∂ob

動 酌 θηo、my5∂ 刀∂廊o刀 ノ

∂ηobr30刀 ∫

刀118窺 ∂θ

〃η∂1Zαπ～11

石b孟力θ刀01ηy∬m励 ガ

o左1'θ刀5治

和名

ニホンジ カ

ケラマジ カ

ニホンシ"カ

ツシマジ カ

ヤクシカ

エゾ ジ カ

キョン

ニホンカモシカ

ノヤギ

タイワンリス

タイワンリス

キタリス

エソ"リス

ニホンリス

シマリス

チョウセンシマリス

エソ"シマリス

ホント"モモンカ"

タイリクモモンカ"

エソ"モモンカ"

ムササビ

キュウシュウムササヒ"

ニッコウムササビ"

ワカヤマムササヒ"

タイリクヤチネス"ミ

エソ"ヤチネス"ミ

シコタンヤチネス"ミ

ムクケ"ネス"ミ

ミヤマムクケ"ネス"ミ

リシリムクケ"ネス"ミ

ヒメヤチネス"ミ

ミカト"ネス"ミ

ヤチネズ ミ

トウホクヤチネス"ミ

ニイカ"タヤチネス"ミ

ワカヤマヤチネス"ミ

スミスネズ ミ

オキスミスネス"ミ

RDB

LP

NT

NT
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種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧

コー ド 学名

10325切 励 ∬

1033kageus

1040ル カ●αて)オ〃3zη01～オθわθ、〃●

1041'う ノ「θレ7ヒ三〇ノPθ3

10421ηo/7オ θわθノル'

1050α:70勉 乙r∂z1Z)θオカノ;o乙15,

1060ノ レ〃'(ンて)ノ:ηy5・刀ワ1ンフαz地15・

1061∂o、 みゴ7

1062.加o加 ω5

1063ノ ～oノ?ob/7Z∫

1070/1ρoo醍 ヲLmμ5∂8m1フ カ3

1080月 ρo∂碗 μ5ρ θ加5ぬ θ

10818伽 ω5

1090Apodemusspeciosus

1091∂ ノ加

1092dorsahs

10931ン2理)θ 費2ご乙15,

1094、 η7、ごンr∂ノヒθη51な

1095/7∂ レ7まzオor

1096speclosus

1097sadoensis

1098tuslmaensls

1100Apodmusargenteus

1101argenteus

1102celatus

1103カo舷 ∂勧'

1104sagax

1105オ ∂ノ7θノ

1106」 眉ノヒ乙1∫

11107bん ∂az∂05珈 θη3ズ5

1111,m〃 θ刀η珈 短'

111205加 θ刀諮

11201む 伽5ηorレ θμ 〃3

1121caraco

1122norveglcus

1130ノ 粕 ごオα5・1セ2オォ乙15・

11310ケ セ21roケ'

1132～f∂ ノ7θz乙z刀7/

1140∠)な フノb孟力1デYノと⊇8ヨォ∂

1150ノ レ凱乙15・177乙150乙1Zこ15・

1151、 η70ノと)557ン7乙15,

11521η 乙130α1乙15

1160ルZ乙15081roL〃'

MYOXIDAEヤ マネ科

1170α 塗αノ!θ3ノ乙ρ01zたθ3

MYOCASTORIDAEヌ ートリア科

1180ル かoo∂3オoゾ00塑 α3

和名
スミスネス"ミ

カゲ ネズ ミ

ハタネズ ミ

サドハタネス"ミ

ハタネズ ミ

マスクラット

カヤネス"ミ

ツシマカヤネス"ミ

シコクカヤネス"ミ

ホンシュウカヤネス"ミ

セスシ"ネス"ミ

ハントウアカネス"ミ

カラフトアカネス"ミ

アカネズ ミ

エソ"アカネス"ミ

セク"ロアカネス"ミ

オオシマアカネス"ミ

ミヤケアカネス"ミ

オキアカネス"ミ

ホント"アカネス"ミ

サド アカネス"ミ

ツシマアカネス"ミ

ヒメネズ ミ

ホント"ヒメネス"ミ

オキヒメネス"ミ

エソ"ヒメネス"ミ

ツシマヒメネス"ミ

タネヒメネス"ミ

ヤクシマヒメネス"ミ

トゲ ネズ ミ

オキナワトケ"ネス"ミ

アマミトケ"ネス"ミ

ト"フ"ネス"ミ

ニホント"フ"ネス"ミ

ヨウシュウドフ"ネス"ミ

クマネズ ミ

マレーシアクマネス"ミ

ニホンクマネス"ミ

ケナカ"ネス"ミ

ハツカネス"ミ

ホント"ハツカネス"ミ

ヨウシュウハツカネス"ミ

オキナワハツカネス"ミ

ヤマネ

ヌートリア

RDB

CR

CR

EN

EN

NT
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種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧

コー ド 学 名

LAGOMORPHAウ サ ギ 目(兎 目)

OCHOTONIDAEナ キウサギ 科

119000カoオo/7∂ 」ろ～」っoθ1rわO!!「θ∂

1191yesoensls

LEPORIDAEウ サギ 科

1200ゐ ノ7オ∂危8・〃3伽 ηθ33∫

1210∠,qρ 乙13ご加 ズゴ"3

1211∂ ノ加

1220乙6㌧ ρ乙13わノ30乃yαrθ5・

1221∂ η8・乙15`1漉 ノ75・

1222わ ノ召oカγαr乙13

1223∠ γo/7/

12240/Uヲ ノ751孟3

12300甥oごo泡8・ α3α 〃7孟oα五15

和名

ナキウサギ

エソ"ナキウサキ"

アマミノクロウサキ"

ユキウサギ

エソ"ユキウサキ"

ノウサギ

トウホクノウサキ"

キュウシュウノウサキ"

サド ノウサキ"

オキノウサギ

アナウサギ

RDB

LP

EN

216



5.調 査対象種 変更 点一覧

調査開始(平 成9年4月)に 当た り、調査対象種 にっいて前回調査(平 成2年)時 か ら変

更 された点を示 した。
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第4回 自然環境保全基礎調査

種の多様性調査
調査対象種変更点一覧

種の多様性調査一 コー ド 学名

0010斤1〃 ∂oθ〃5θ 〃rρρヨθ〃5

和名

ナミハリネス"ミ

0003 30ア ε:X:9700/11ノ 〃7Z'5' カΣZ上ヒメトカ"リネス"ミ 0030Sorexgracillimus ヒメトカ"リネス"ミ

0004 Sorexshinto

807α ∫乃ノη'0∫ 乃沈0た θη∫ノ5

Sorexshintoshinto

507θ κ5乃 ノ班0∫ αεV麗5

シ≧卜立トカ"リネス"ミ

シコクトカ"リネス"ミ

ホンシュウトカ"リネス"ミ

エソ"トカ"リネス"ミ

0050

0051

0052

0053

307θXOヨ θω オ1θ〃ε

8乃読o舵 η3∫8

5ん η∫o

saevus

トカ"リ ネス"ミ

シコクトカ"リ ネス"ミ

ホンシュウトカ"リ ネス"ミ

エソ"ト カ"リ ネス"ミ

ooi2 C乃加26～r709671θ」ら1〃2α1ρy/067

C乃 ノ脚77・9α1θ 幽P1⑳ αψ乃α1α

新規対象種

和名変更

学名和名変:更

カワネズ ミ

三並 カワネズ ミ

0080Chimarrogaleplatycephala

C7001伽o乃o頑 θ妨

C700∫ 伽 α乃07珈1訪w伽 ∫θノ

カワネズ ミ

ooos オナカ"シ"ネ ス"ミ

ワタセシ"ネス"ミ

0100αoo漁 π油o柳 θ励 」

0101watasei

オナカ"シ"ネス"ミ

ワタセシ"ネス"ミ

0009

学名変更

σooノ ぬ7α 伽 ηθz㍑纏

C7001ぬ70ぬ 加θzπ枷o乃1∫ αノ

αooノ ぬ7α 伽 ηθz〃〃2ノ伽 〃θz㍑〃2ゴ

σooゴ ぬ70伽 ηθz卿2ノ〃〃7ゐ7加o

ジ ネズ ミ

ホンシュウシ"ネス"ミ

サィコ"クシ"ネス"ミ

迦 ジネズミ

0110

0111

0112

0113

0114

0115

αooゴ 伽70み 加 θz〃厩

oん8α ∫

み 加 θz〃加

1〃オθブ〃7θ07ヨ

okinoshimae

〃加67加 α

ジ ネズ ミ

ホンシュウシ"ネス"ミ

サイコ"クシ"ネス"ミ

タネシ"ネス"ミ

オキノシマシ"ネス"ミ

竺 ジ ネズ ミ

ooii Suncusmurinus

3躍o〃5溺 〃万η〃8'ε 〃2溺加o海

シ"ヤコウネス"ミ

リュウキュウシ"ヤコウネス"ミ

0130

0131

0132

8〃ηo〃5脚 〃η吻 ∫

〃 醗1〃 ∂〃∂

'θ脚 厩 〃o窺

シ"ヤコウネス"ミ

リュウキュウジ ャコウネス"ミ

リュウキュウシ"ヤコウネス"ミ



種の多様性調査
調査対象種変更点一覧

コー ド 学名

0015 Eπ705α 碑07〃2励m

E〃7050曜07〃2/Z7α 〃2/Z〃m

E脚5064,'07〃2∫Z700乃'α ノ

和名

ミス"ラモク"ラ

フシ"ミス"ラモク"ラ

シナノミス"ラモク"ラ

コー ド 学名

0160

0161

0162

0163

E〃ro5α 零μ07厩 〃m

〃 〃ヨθ〃513

mrzura

o乃`α ∫

和名

ミス"ラモク"ラ

ビワミス"ラモク"ラ

フシ"ミス"ラモク"ラ

シナノミス"ラモク"ラ

0170〃b8030ψ オo〆 〃oノケ10乞ア1 センカクモク"ラ 新規対象種

0016 λ4bgθ7α 」匹盟

.〃b廊θrθ 躍o烈!r∂ 〃o烈〃3

ル血9870wo9〃7α 〃吻07

モグ ラ

アス"マモク"ラ

コモグ ラ

oleo

0181

0182

コ ロ の の

Mo9θmノ 〃捌ZM〃 ノ1

1〃ヨノZ乙〃〃〃

厩 η07

アス"マ モク"ラ

距
コモグラ

学名変更

※注1

※注2

卜o
凶
0

oois 躍bgθ70'o肋 ぬ θ サドモグ ラ 0190Mo9θ 君o'o勧 ぬ θ

0191塑

0192オoノ ヒ〃oを7θ

サド モグ ラ

エチコ"モク"ラ

勘
001? ル血9θ70左oカ θ∂θ

ル勿9θ7α 励 θαθoo7ε αηo

ル1∂9ε7盈oろ θαθ肋 纏

班bgθ70んoゐ θoθんoろθαθ

コウへ"モク"ラ

幽 モグ ラ

ヤクシマモク"ラ

コウへ"モク"ラ

0200Mogeraw,aura

0201

0202

0203

0204

00ア「θαηα

初 〃α∫

ゐoわθαθ

灘

コウへ"モク"ラ

血fモ グ ラ

ヤクシマモク"ラ

コウへ"モゲ ラ

拙

学名変更

※注

0019 1)'θ79ρ〃∫4鰐 脚11〃 ∫

P'θκ脚8ぬ ミy〃2011〃5伽'oε η∫ノ∫

P'θ仰 ㍑∫吻 助2α11〃5ぬ 剛 脚11π5

P'ε79ρμ5ぬ ツ〃2α11〃5加卿 加 伽3

P'θ7ρρπ34鰐 襯11π5アoθ アα脚 θ

クビ ワオオコウモリ

タ"イトウオオコウモリ

エラフ"オオコウモリ

オリィオオコウモリ

ヤエヤマオオコウモリ

0210P疏 脚3ぬ 理〃2α11〃3

0211

0212

0213

0214

ぬ 吻 θη5ゴ5

ぬ 卿2α11〃 ∫

加吻 η伽5

α.zθo吻 αθ

クビ ワオオコウモリ

タ"イトウオオコウモリ

エラフ"オオコウモリ

オリィオオコウモリ

ヤエヤマオオコウモリ 学名変更



鵠
卜o
一

種の多様性調査
調査対象種変更点一覧一 一

0022 R乃 加01ρρ加 ψ 〃 〃〃7θ9〃ノη〃〃2

R伽o勿 伽 声77麗 〃2θ9〃ゴη襯 吻 ρoη

キクカ"シラコウモリ

ニホンキクカ"シラコウモリ

02401～12か201ρp乃 〃5ノ乙ア7ρ""2θ9F"'η""2

0241η 吻o〃

0242〃 〃ヒョob1

キクカ"シ ラコウモリ

ニホンキクカ"シ ラコウモリ

ミ""ξ 一=】 モ1

0024 R乃 加01(励 〃∫吻o伽 〃2∫' イリオモテコキクカ"シラコウモリ

0133 R乃加o勿 加3Pθ7∂ ノ'〃∫ ヤエヤマコキクカ"シラコウモリ

0270Rhinolophusperditus

O271imaizumii

O272perditus

ヤエヤマコキクカ"シラコウモリ

イリオモテコキクカ"シラコウモリ

ヤエヤマコキクカ"シラコウモリ

0028 ル加 〃5∂如 ゐθη'oηノ

ル加'∫5∂ ぬ ゐε刀'o加 〃∬〃7ゴθη∫ゴ∫

ド:へ"ン トンコウモリ

ウスリド ーへ"ン トンコウモリ

03101㌧ 《ンo"5ζね 〃ろθη'oη∫∠

0311ussuriensis

ト"一へ"ン トンコウモリ

ウスリド ーへ"ン トンコウモリ

0029

学名変更

ルかo'ノ597α6/1/5 ウスリホオヒケ"コ ウモリ 03202レ 〔ソ0〃∫ 〃7γ3オヨ01/7〃 ξ

0321gracilis

ホオヒゲ コウモリ

ウスリホオヒケ"コウモリ

0135 ルかo〃5動7θ η∫15 フシ"ホオヒケ"コ ウモリ

0032 ルか0'ノ3乃050〃0ノ シナノホオヒケ"コウモリ

0033 ル加'ゴ5ノた0η脈OVノ ヒメホオヒケ"コ ウモリ

0030 ルかo〃 ∫ozθ 〃5/5 オセ"ホオヒケ"コウモリ

エソ"ホオヒケ"コウモリ

0330

0134 ルゆo'ノ8ア θ∫oθη∫ノ3

0331

0332

0333

0334

0335

麺 〃 α7〃1んo〃

ノ砂∫θ〃5'5

乃030η0'

疏o朋 」ゐov'

ozensls

yesoensis

ヒメホオヒゲ コウモリ

フシ"ホオヒケ"コウモリ

シナノホオヒケ"コウモリ

ヒメホオヒケ"コウモリ

オセ"ホオヒケ"コウモリ

エゾ ホオヒケ"コウモリ



凶
卜●
凶

種の多様性調査
調査対象種変更点一覧

コー ド 学名

0039

Pψ ゴ5かθ11μ∬ αv〃

P廊 かθ11〃∬ 傭 ノvθ10κ

和名

オオアフ"ラコウモリ

クロオオアフ"ラコウモリ

0137 Pψ ノ∫かε11π500ア θθη5/3 コウライオオアフ"ラコウモリ

コ 」一 ド学名

03901)々 ワ'5∫rθ〃〃3501・レガ

0391velox

O392coreensis

ゆ ∠θ∫ゴoμ∫ηゴz∬oηゴ

ゆ アθ3ゴo〃M/z∬oη ψoハ 耀3

和名

オオアフ"ラコウモリ

クロオオアフ"ラコウモリ

コウライオオアフ"ラコウモリ

0040 ヒメホリカワコウモリ

ヒメホリカワコウモリ

04101蓼 ワ∠θ5∫o〃5η∫1550ηゴ.∠

0411narvus

ヒメホリカワコウモリ

ヒメホリカワコウモリ

0046 Barbastellaleucomelas

Barbastellaleucomelasdarjelingensis

チチプ コウモリ

チチブ コウモリ

0460Barbasttellaleucomelas

O461darjelingensis

チチフ"コウモリ

チチフ"コウモリ

学名変更

学名変更

0048

ル伽 曜 θ7〃550方rθ ノ加r51

ル伽9μ87〃530〃 θ1ゐθr51勲9加 ・∫〃∫

ユビ ナカ"コウモリ

ニホンユビ ナカ"コ ウモリ

0472ル1ゴ η∫qρ∫θr〃5 .ノ量41'97'η05〃5

ル勿 加α乃'z9εη4bが

ユビ ナカ"コウモリ

0138 ニホンテンク"コウモリ 0490」M〃 η'ηα1θ 〃o昭 ヨ3オθ1・

0491乃 ∫4gθη40が

テンク"コウモリ

ニホンテンク"コウモリ

0051 ルん7加 α5'1vo〃oα ニホンコテンク"コウモリ 0500.M〃 ガηo[〃55〃rノ θノ75/5b

O501silvatica

コテンク"コウモリ

ニホンコテンク"コウモリ

0053 距 吻71吻 加5ゴ9ηノ5 オヒキコウモリ 0520

0522

0521

7bぬ η.ぬ ゴη5∫9ηゴ5

znszgnzs

latouchei

オヒキコウモリ

オヒキコウモリ

スミイロオヒキコウモリ

0097 めo'θ7θ 躍 θ5P70の ・oηρ 漉5

ハケ0'ε7θ〃アε5P70の ノ0η0ノ漉M1ろ 鋸

ハケ0'θ7θ〃'θ5P70の ノ0η0ゴ漉5V/Vθ77伽5

タヌキ

エゾ タヌキ

ホンド タヌキ

0550

0551

0552

めo∫ θzθ〃'θ5P70(ツoη'∂2∫

α1ゐ〃3

viverrtnus

タヌキ

エゾ タヌキ

ホンドタヌキ

学名変更



卜o
凶
QO

種の多様性調査
調査対象種変更点一覧

コー ド 学名

0099 c・ηノψ 厩1ノαノノ∫

和名

ノイヌ

コー ド 学名

0570Canisfamilia/'is

和名

ノイヌ

0580

0581

0582

砺 〃15ん ρ〃5'

方ヨオオ∂1

〃α加 力〃ヨκ

オ肋 ミ

エゾ 材 力ミ

ニホン材 力ミ

0113 死1ゴ5θ μρが1〃7α

学名変更

新規対象種

ツシマヤマネコ 06001セ1∫5∠7θ 〃留1θ ノ7515

0601euptilura

へ"ンカ"ルヤマネコ

ツシマヤマネコ

0114 鯉 かノo〃20'θη5ゴ5 イリオモテヤマネコ 06101モ ヲ113'η ●o〃20彪 η5∫5 イリオモテヤマネコ 学名変更

oios 加 かo加70

加701π かα肋"θ1θ ヅ

カワウソ

ニホンカワウソ

0700Lutralutra

O701遡

0702whiteleyi

カワウソ

鋤

ニホンカワウソ

oils 040ゐ θη〃∫705溺 α7〃5

0ぬ ∂θηπ570∫脚7π5塑

セイウチ

セイウチ

072006表 っろθη〃∫703〃2017〃8

P乃ooo加 ρノぬ

P乃00α 乃砂 ノぬ00加 オθ〃315

セイウチ

0121 ワモンアサ"ラシ(ブイリアサ"ラシ)
ゆ コ も ゆ のも

ワモン'フ1'

07801)乃ooo112広 Ψ ゴ∂と1

5θノθη∂roオ05砺 加'oη 〃5

ワモンアサ"ラシ

0095

8θ1θη070'05試 励 θ'oη〃5ノρρoη'o〃5

ツキノワグ マ

ニホンツキノワク"マ

0840Ursusthibetanus

O841ノ 卯oη ∫o〃5

ツキノワグ マ

ニホンツキノワク"マ

0111 πθ膨3'θ5θ 伽rお1 佐 マンク㌧ス 0860Hervestesiavanicus 浬 マンク㌧ ス

和名変更

学名変更

学名和名変更



bO
鱒
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種の多様性調査
調査対象種変更点一覧

コー ド 学名

0124 Susleucomystax

和名

ニホンイノシシ

0125 8z∬7ノ 痴 〃o刀〃5 リュウキュウィノシシ

コー ド 学名

0870

0871

0872

8〃∫遡

1θ〃oo初ツ5燃

吻1勧 α刀〃5

Cervusnippon

Cε1w∫ 吻 ρo刀んε7α〃2αθ

CθノwM勿oη 吻 ρoη

Cαw5ゆ ρoηyαた励 ∫〃η ε

和名

イノシシ

ニホンイノシシ

リュウキュウィノシシ

0126 ニホンジ カ

ケラマジ カ

ニホンジ カ

ヤクシカ

0127 Cθ1w5以o乃 θ11〃5 ツシマジ カ

0128

Cθハノ〃5乃o吻10ア 襯

Cervushortulorumyesoensis

タイリクジ カ

エゾ之力

os80

0881

0882

0883

0884

0885

Cervusnippon

んθ照α切αθ

η卯oη

pulchellus

アα㎞5伽2α θ

yesoensts

ニホンジ カ

ケラマジ カ

ニホンジ カ

ツシマジ カ

ヤクシカ

エゾZカ

0890物 ノ7オ1ヨo〃5ノ'θθγθ5ゾ キョン

0129

Cgρ7100ア η1507砂z'5

C卿71007廊07碑 ・〃∫ 塑

カモシカ

ニホンカモシカ

0900Capricorniscrispus ニホンカモシカ一 0910(】 曜 フ7ro112'70ε4∫

0061

∠ヤギ

Cα110∫o珈'∫ 」遡

ω1050加 〃50傭o超 ρ∫'伽wα 刀θη51∫

曲 リス

タイワンリス

0920Co1〃050九fア 〃3θ ノ'レ'孟カノ9∂θ〃5

0921thaiwanensis

泄 リス

タイワンリス

和名変更

新規対象種

和名変更

学名和名変更



N
鱒
CTi

種の多様性調査
調査対象種変更点一覧

コー ド 学 名

0070

C1θ伽oηo〃2ア57ψcα η〃∫

C1θ伽oηo〃2ア ∫7ψooη 麗5∂θ⑳7伽 θ

和名

タイリクヤチネス"ミ

エゾ ヤチネス"ミ

0071 C1θ 伽o〃o〃2ア ∬ ノんo如 ηθη5/5 シコタンヤチネス"ミ

コー ド 学名

0990

0991

0992

C1θ伽 ●oηo〃那7ψoo鷹

わθ⑫ 肋 αθ

戯o如 ηθη5∫5

和名

タイリクヤチネス"ミ

エソ"ヤチネス"ミ

シコタンヤチネス"ミ

0073 C1ε'乃 吻 ηo〃2ア5〃20η'α ηπ5 ミヤマムクケ"ネス"ミ

0072 α 鋤 吻 ηo〃2ア57θx リシリムクケ"ネス"ミ

1000

1001

1002

C1θ 伽oηo〃 那7θx

montanus

rex

ムクケ"ネス"ミ

ミヤマムクケ"ネス"ミ

リシリムクケ"ネス"ミ

0075 Eo伽 η0〃2yM加 セ750ηノ トウホクヤチネス"ミ

0074 Eo'乃 θηo〃2アM/19α'oθ ニイカ"タヤチネス"ミ

0076 Eo'乃 θηo〃2ン∫ノ脚 伽 〃211 ワカヤマヤチネス"ミ

1020Eothenomysandersoni

1021

1022

1023

αη∂け50η'

niigatae

吻o'2〃 吻 〃

ヤチネズ ミ

トウホクヤチネス"ミ

ニイカ"タヤチネス"ミ

ワカヤマヤチネス"ミ

oo7s Eo伽 〃o〃2ア∬ 〃2痂

Eo'伽0〃2ン ∬ 〃21砺0た ∫θη∫ゴ∫

Eo伽 ηo〃2ア∬ 〃励 ゴ∫〃2痂

スミスネズ ミ

オキスミスネス"ミ

杢≧上ニスミスネス"ミ

0077 Eo'乃 θη0〃2ア∫たρ9ε〃∫ カゲ ネズ ミ

の

1030Eo〃2θ ηo〃 リノ∫5〃2∫〃2' _∠

10310痘 θ〃5∫5

10325〃2〃12'ノ

1033肱!gθ 〃5

ヘ へ 　 ヘ

スミス不ス ミ

オキスミスネス"ミ

ヘ へ 　 　

スミス不ス ミ

カゲ ネズ ミ

0079 ル方070∫ 〃3〃20〃'θ ゐθ11ゴ

ル方67伽5〃20〃'θ ∂θ11∫ろアθv/ooη,〃 ∫

ル方070'〃5〃20η'θ ゐθ11ノ〃70η'θみθ11ノ

ハタネズ ミ

サド ハタネス"ミ

粧_ハ タネス"ミ

1040ル1診070'〃5〃20η'θ ゐθ112

1041ろ7θv'ooη フ〃5

1042〃20η'θ ゐθ11ゴ

ハタネズ ミ

サドハタネス"ミ

ハタネズ ミ

学名変更

学名和名変更

和名変更



種の多様性調査
調査対象種変更点一覧

コー ド 学名

0086 ル倉oアo〃2ア5〃 励 伽3

ルカ070〃2y8〃2磁'πMoん ゴゴ

ル θ070〃2ア5〃 伽 吻5ノ ρρo〃ノo〃∫

和名

カヤネズ ミ

ツシマカヤネス"ミ

枇 カヤネズ ミ

コー ド 学名

1060ノ レ1ゴ070〃21y5〃11η 〃'〃5

1061

1062

1063

αo航

japonicas

加 〃ob〃13

和名

カヤネズ ミ

ツシマカヤネス"ミ

シ並 カヤネズ ミ

爪ンシュ ス"ミ

和名変更

凶
N
①

0081 ゆo伽2〃 理 ρθo/o∫〃5

ゆo漉 〃2π5Ψ θoゴo∫〃M伽

ゆo漉 〃7〃3ミρθo/05π3∂b7∫ α1ゴ∫

ゆo漉 〃2〃卵 ρε0103245加 ⑤ρθ7伽5

ノ望、ρ06た～〃2Zf∫卿 θ0ゴ0∫Z6∫ηαV∫gα'07

ゆ0伽2〃 ∫⑤ρθ0∫03〃5ゆ θ0'05π3

ゆo伽2〃5ミ ρθo/03〃 ∬ α4bε η5/5

ゆo伽2〃53ρ θo∫05π3'〃3ノ 〃2αθη5/5

アカネズ ミ

エソ"アカネス"ミ

セク"ロアカネス"ミ

オオシマアカネス"ミ

オキアカネス"ミ

ホンド アカネス"ミ

サド アカネス"ミ

ツシマアカネス"ミ

0082 ゆo漉 〃7〃5〃7ノアαたεη5/3 ミヤケアカネス"ミ

1090Apodemusspeciosus

1091

1092

1093

1094

1095

1096

1097

1098

α加〃

4bア ∫α1∫5

加 卿 θ剛 〃3

吻 ノαんθ細 ∫

navigator

卿 θo'05〃5

sadoensis

tusimaensis

アカネズ ミ

エソ"アカネス"ミ

セク"ロアカネス"ミ

オオシマアカネス"ミ

ミヤケアカネス"ミ

オキアカネス"ミ

ホンド アカネス"ミ

サド アカネス"ミ

ツシマアカネス"ミ

0084 ゆo砲 〃2πMア9θ η魏 ∫

Apodemusargenteusargenteus

Apodemusargenteuscelatus

ノ望、ρ04診 〃2〃5079θ1π θZ4∫乃0んん0ノ∂ノ

Apodemusargenteussagax

ゆo伽7麗50㎎ θη'8〃∫纏 θゴ

ゆo伽2〃M79θ 鷹 〃5ア 盈 πノ

ヒメネズ ミ

ホンド ヒメネス"ミ

オキヒメネス"ミ

エソ"ヒメネス"ミ

ツシマヒメネス"ミ

タネヒメネス"ミ

並 ヒメネズ ミ

11004pα 加 〃M耽9θη伽5

1101

1102

1103

1104

1105

1106

argenteus

oθ10ご〃3

乃oん勉 幼

sagax

tanei

アα勧'

ヒメネズ ミ

ホンド ヒメネス"ミ

オキヒメネス"ミ

エソ"ヒメネス"ミ

ツシマヒメネス"ミ

タネヒメネス"ミ

迦 ヒメネズ ミ 和名変更

0089 7bん 〃吻 ∫αo∫ 吻 θη5/5

1bん 〃吻100∫ 肋 εη5な 吻 〃θηη加 んゴ

7b肋 吻1α05吻 εη5/505肋 θη515

ヱヱ玉トケ"ネス"ミ

オキナワトケ"ネス"ミ

アマミトケ"ネス"ミ

1110

1111

1112

Tokudaiaosimensis

刑 〃θη刀加 勘

ostmenszs

トゲ ネズ ミ

オキナワトケ"ネス"ミ

アマミトケ"ネス"ミ

和名変:更



種の多様性調査
調査対象種変更点一覧

コー ド 学名

0091 Rα"Z45η0ハ ノε9ゴOZ4∫

Rattusnorvegicuscaraco

Ro'∫Z4∫170ハ ノθ9ゴOZ4∫η0ハ ノθ9/OZ45

和名

ド ブ"ネス"ミ

ニホンド ブ"ネス"ミ

旦立シュ ド ブ"ネス"ミ

コー ド 学 名

1120Rattusnorvegicus

1121caraco

1122norvegicus

和名

ド ブ"ネス"ミ

ニホンド ブ"ネス"ミ

ュウシ』]皇ド ブ"ネス"ミ 和名変更

0092 舶 オオ〃51θgo雌 ケナカ"ネス"ミ 1140∠Z∠ ρ∠ρ迦1θo∫ 互 ケナカ"ネス"ミ 学名変更

oos7 ルん5〃7㍑ ∫o〃 〃5

Musmusculusmolossinus

Musmusculusmusculus

ハツカネス"ミ

三丞≧ハツカネス"ミ

旦ウ重乙ユノ・ツカネス"ミ

1150Musmusculus

1151molossinus

1152musculus

bO
鱒
刈

ハツカネス"ミ

謎_ハ ツカネス"ミ

ヨ立シュ立ハツカネス"ミ

和名変更

和名変更

0056 06乃o'o朋 塑

Oo乃o'oη α⑫ ノηαアε80θη5/3

ナキウサギ

エソ"ナキウサキ"

1190

1191

Oo乃o∫oη α 加 ρθr加rθ ∂

yesoensts

ナキウサギ

エソ"ナキウサキ"

0060

学名変更

αyo'01α9〃50脚oぬ3 虹ウサギ 12300ryctolaguscuniculus ヱ土ウサギ 和名変更

※ 注1Abe,H(1995)RevisionoftheAsianmolesofthegenus〃b8θr∂.J.

※ 注2調 査 開 始 後 、 〃 〃fηorは 命 名 規 約 上 無 効 名 で あ る こ と が指 摘 され て い る。

Mamm.Soc.Japan,20:51-68



6.調 査協力者名簿

今回調査に関 し、デー タを提供頂 いた調査協力者一覧(敬 称 略 ・50音 順)

哺乳類

① 専 門 家

調 査 者 氏 名

コ ー ド

0740089

0740052

0751029

0750800

0740001

0750087

0740140

0060092

0740092

0740126

0750689

0740003

0751091

0060437

0050057

0750691

0750492

0750965

0740013

0010015

0740120

0750343

0060473

0750717

0750421

0740102

0740125

0740085

0750693

0750077

0720305

0740138

0750072

0740038

0740124

0750853

0751092

0060265

相見 満

青井 俊樹

青木 雄司

青木 良夫

赤間 徹

秋葉 保夫

浅川 満彦

阿部 東

阿部 永

阿部 学

荒井 秋晴

有本 誠

安齋 知巳

飯田 囲昌

池崎 善博

池田 浩一

池田 透

池田 亨嘉

石井 信夫

石原 龍雄

泉山 茂之

磯部 浩

伊藤 哲夫

伊藤 雅男

伊東 善之

井上 行雄

今泉 吉典

今泉 忠明

岩本 俊孝

植松 康

楳内 典明

浦口 宏二

椀 まゆみ

大津 正英

大西(鈴木)さち子

大野 知多夫

大野 正男

岡 義人

居住地

(都道府県)

愛知県

北海道

神奈川県

長崎県

宮城県

宮城県

北海道

青森県

北海道

新潟県

福岡県

東京都

東京都

岐阜県

長崎県

福岡県

北海道

北海道

東京都

神奈川県

長野県

福岡県

神奈川県

長崎県

高知県

埼玉県

東京都

東京都

宮崎県

愛知県

岩手県

北海道

神奈川県

山形県

岩手県

神奈川県

埼玉県

山形県

調 査 者

コ ー ド

0060399

0750193

0750493

0740035

0740072

0740121

0740036

0740141

0750089

0740099

0740114

0750073

0740090

0750242

0750195

0720303

0740063

020012

0750494

0740018

0740064

0740051

0740019

0750495

0750079

0020029

0740020

0750698

0740167

0750080

0750061

0750065

0750496

0751030

0060062

0060444

0740098

0740159

氏名

尾形 之善

岡山 健仁

奥村 栄朗

奥山 幸子

織田 銑一

小野山 敬一

小原 巖

小原 良孝

小山 均

恩地 実

梶浦 敬一

片山 敦司

片山 一

加藤 哲男

加藤 ゆき

加藤 良

門崎 允昭

門脇 正史

金森 弘樹

金子 之史

兼松 仁郎

川路 則友

川辺 百樹

河原 淳

岸本 真弓

北見 健彦

木村 吉幸

清水 善吉

清水 博文

清水 博文

桐畑 哲雄

雲野 明

黒沢 信道

桑原 弘道

原子 保

神山 廣司

向山 満

子安 和弘

居住地

(都道府県)

鹿児島県

愛媛県

茨城県

東京都

愛知県

北海道

東京都

青森県

宮城県

兵庫県

岐阜県

兵庫県

静岡県

静岡県

鹿児島県

岩手県

北海道

静岡県

島根県

香川県

長崎県

茨城県

北海道

北海道

兵庫県

新潟県

福島県

三重県

長野県

長野県

千葉県

北海道

北海道

島根県

青森県

岐阜県

青森県

愛知県

228



調 査 者

コ ー ド

0740168

0740066

0740110

0740136

0010185

0750158

0060083

0750075

0740165

0740144

0750307

0750761

0750360

0750766

0750225

0750497

0750759

0750498

0750086

0750499

0740015

0751064

0740022

0750474

0750064

0750081

0060200

0720304

0740035

0750082

0750500

0750501

0740074

0090052

0740145

0740076

0750083

0060385

0750502

0750157

0750088

0740094

0750699

0740040

0750780

0740122

氏名

近藤 明子

近藤 憲久

斉藤 貴

斉藤 隆

斉藤 秀治

斉藤 裕也

斉藤 龍司

坂田 拓司

笹森 聡

佐藤 孝則

佐藤 俊男

佐藤 文彦

佐藤 文保

佐藤 理夫

澤 信史

澤井 謙二

山村 辰美

信太 照夫

芝野 伸策

渋間 淳一

島(岩野)泰 三

下畑 五夫

小金澤 正昭

小賀野 大一

菅原 寛

鈴木 仁

鈴木 友之

鈴木 秀

西方 幸子

関 敏雄

関谷 圭史

副島 和則

大泰司 紀之

高井 泰

高田 靖司

高津 昭三

高橋 修

高橋 義寛

滝澤 均

田島 正敏

田代 憲次

田代 道彌

鐘 雅哉

立花 繁信

立澤 史郎

伊達 功

居住地

(都道府県)

東京都

北海道

埼玉県

北海道

静岡県

埼玉県

北海道

熊本県

埼玉県

奈良県

新潟県

東京都

沖縄県

北海道

奈良県

東京都

長崎県

北海道

北海道

山形県

東京都

岐阜県

栃木県

千葉県

長野県

北海道

愛知県

岩手県

東京都

群:馬県

長野県

佐賀県

北海道

岐阜県

愛知県

神奈川県

宮城県

宮城県

石川県

佐賀県

岐阜県

神奈川県

長崎県

宮城県

京都府

岩手県

調 査 者

コ ー ド

0060269

0720302

0750084

0740006

0750058

0060556

0750503

0740158

0740007

020022

0740044

0740087

0740146

0740043

0750461

0720314

0750957

0720277

0740032

0740029

0060284

0060480

0740084

0720271

0740160

0751070

0080128

0750006

0740034

0710052

0750413

0060251

0751043

0740055

0750958

0740148

0750840

0750964

0750701

0740097

0740164

0750506

0720284

0751090

0710226

0740058

氏名

田村 昭夫

田村 松見

千々岩 哲

千葉 彬司

中原 敏晴

土田 秀実

常田 英士

寺西 敏夫

出羽 寛

当山 昌直

遠竹 行俊

土岐 惣亮

友成 孟宏

鳥居 春巳

鳥崎 洋一

長岡 浩子

長岐 昭彦

長沢 武

中園 敏之

中田 圭亮

中村 慎吾

中山 紘一

夏 目 道生

奈良 典明

名和 明

西 良郎

西尾 規孝

西村 公夫

野崎 英吉

野沢 義幸

野津 幸夫

登 日 邦明

野紫木 洋

芳賀 良一

橋本 信宏

橋本 正雄

羽角 正人

服部 正策

馬場 稔

浜田 俊

林 勝治

林 哲

早瀬 長利

早矢任 邦男

原田 猪津夫

原田 正史

229

居住地

(都道府県)

鳥取県

岩手県

滋賀県

長野県

鹿児島県

長野県

長野県

愛知県

北海道

沖縄県

東京都

東京都

徳島県

静岡県

宮城県

東京都

秋田県

長野県

熊本県

北海道

広島県

高知県

東京都

青森県

愛知県

北海道

長野県

岐阜県

石川県

山梨県

島根県

兵庫県

新潟県

北海道

神奈川県

北海道

新潟県

鹿児島県

福岡県

静岡県

広島県

石川県

茨城県

愛知県

大阪府



調 査 者

コ ー ド

0750758

0710286

0740005

0010187

0750721

0750772

0050014

0740009

0020042

0750770

0740056

0060477

0720272

0720064

0750707

0740023

0750775

0720206

0750507

0750959

0750159

0740152

0750704

0060458

0750972

0740070

0740150

0750067

0750508

氏名

春田 亜紀

稗田 一俊

東 滋

東 良雄

樋 口 信義

蛭田 密

廣瀬 誠

藤巻 裕蔵

藤本 武

二村 一男

船越 公威

別府 隆守

星野 善一郎

堀田 和弘

本川 雅治

前田 喜四雄

前田 菜穂子

前田 憲男

増田 泰

町田 和彦

松井 一晃

松村 澄子

丸山 勝彦

水野 重紀

三谷 雅純

宮尾 嶽雄

三宅 隆

村井 仁志

邑井 良守

居住地

(都道府県)

静岡県

北海道

愛知県

兵庫県

宮崎県

福岡県

茨城県

北海道

茨城県

京都府

鹿児島県

高知県

岩手県

千葉県

京都府

奈良県

北海道

東京都

北海道

埼玉県

長野県

山口県

沖縄県

山形県

兵庫県

愛知県

静岡県

富山県

千葉県

調 査 者

コ ー ド

0750509

0750708

0740161

0740028

0740155

0750510

0740153

0740047

0740049

0750960

0750961

0710446

0750783

0750778

0740082

020222

0740137

0740078

0740077

0750841

0740127

0050043

0750671

0750996

0751065

0740123

0060193

0750771

0750511

氏名

村山 美佳

森井 隆三

森 田 忠義

両角 徹郎

八神 徳彦

矢田 豊

柳川 久

矢部 辰男

山内 昇

山岸 学

山崎 晃司

山田 勝己

山本 茂行

山本 貴仁

湯浅 純孝

湯本 光子

横畑 泰志

吉倉 真

吉田 博一

吉武 和治郎

吉行 瑞子

淀江 賢一郎

立脇 康嗣

若林 郁夫

渡辺 邦夫

渡辺 鋼樹

渡辺 通人

渡部 孝

渡部 満

居住地

(都道府県)

富山県

香川県

福岡県

長野県

石川県

石川県

北海道

神奈川県

北海道

神奈川県

茨城県

兵庫県

富山県

愛媛県

富山県

山梨県

富山県

熊本県

福岡県

茨城県

東京都

島根県

大阪府

三重県

愛知県

北海道

山梨県

高知県

北海道

②鳥獣保護員

氏名

間安広

相原福一

青木巌

青木敬人

青木喜彦

青澤孝志

青野達一

赤木徳雄

赤座久明

赤瀬川淳二

赤間萬寿夫

赤嶺得信

居住地

(都道府県)

長崎県

徳島県

島根県

島根県

徳島県

秋田県

愛媛県

岡山県

富山県

鹿児島県

宮城県

沖縄県

氏名

會川昇

浅井潤治

浅井善一

浅井勝

浅野益道

浅野賢二

浅野貴男

浅野寿一

芦澤八郎

芦田茂

足立守

安達由之

居住地

(都道府県)

福島県

大阪府

岐阜県

静岡県

宮城県

秋田県

宮城県

富山県

山梨県

京都府

茨城県

山口県

氏名

東孝一

東高行

後 口明

後呂豊

穴井史侶

穴原美奈

阿部清人

阿部武史

阿部経夫

阿部祐治

天野彰

天野靖明

居住地

(都道府県)

三重県

鹿児島県

和歌山県

和歌山県

大分県

東京都

宮城県

埼玉県

神奈川県

山形県

山梨県

北海道
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氏名

雨宮千里

天羽昭雄

綾野雄次

新井勝之

荒井孝一

新井茂明

新井昭司

新井真

荒井昌

荒木隆

荒家順市

有井晴之

有村元

有吉睦男

安西恒夫

安藤昭夫

安藤重行

安藤忠幸

安藤保徳

安藤譲

安藤嘉和

案西義人

飯塚昭

飯塚一義

飯塚一夫 ・

飯塚隆

飯塚虎次

飯塚英孝

筏津義人

五十嵐正

井口茂弥

池井恵

池内秀宣

池田敬治

池田長一

池田久一

池田義明

池野昭二

伊沢敏幸

石川哲太郎

石川博敏

石崎利造

石田昭夫

石中富雄

石畑一馬

石原隆市

居住地

(都道府県)

山梨県

千葉県

北海道

埼玉県

北海道

埼玉県

埼玉県

静岡県

栃木県

岡山県

岐阜県

島根県

千葉県

鹿児島県

千葉県

山梨県

東京都

神奈川県

神奈川県

宮城県

福島県

福岡県

茨城県

静岡県

栃木県

埼玉県

新潟県

埼玉県

鳥取県

新潟県

和歌山県

岐阜県

富山県

福島県

新潟県

佐賀県

茨城県

北海道

北海道

岩手県

愛知県

高知県

兵庫県

大阪府

岡山県

島根県

氏名

石本猛

石森充

石山壬一

泉岩雄

和泉勝美

泉建夫

礒貝敏寛

磯貝光章

磯崎徳孝

磯山隆幸

板尾喜雄

板倉稔

井立田定美

市川誠一

市瀬誠

井出存明

井手武夫

伊藤一良

伊藤幸二

伊東昭二

伊東征之

伊藤武氏

伊藤誠

伊藤光政

伊藤都一

伊藤泰夫

伊藤良一

伊藤和三郎

糸賀明

伊奈信也

稲葉勝

稲森要二

井上清

井上武治

井上正雄

井上宗和

井野俊男

井畑萬

指宿圭之輔

今井償

今井鉄夫

今井隆一

今川和博

今城守政

今西隆次

今村光男

居住地

(都道府県)

宮崎県

北海道

山形県

群馬県

和歌山県

石川県

茨城県

千葉県

香川県

青森県

愛媛県

北海道

鹿児島県

新潟県

長崎県

東京都

佐賀県

愛知県

秋 田県

北海道

岩手県

埼玉県

栃木県

福岡県

静岡県

新潟県

愛知県

新潟県

茨城県

北海道

茨城県

三重県

徳島県

新潟県

北海道

愛媛県

埼玉県

岐阜県

鹿児島県

長野県

群馬県

北海道

北海道

高知県
三重県

富山県
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氏名

入澤洋治

岩井勝

巌崎道隆

岩崎一政

岩崎登

岩沢信衛

岩下敬司

岩瀬貴弘

岩見芳博

岩村茂満

上原子廣志

上田利文

上田富男

上田幹

植 田義治

上西行雄

上野和昌

上野武志

上野廣勝

上原松栄

上原守

上山一郎

上脇宗雄

宇佐美正勝

内田邦久

内田春人

内田秀文

内田博

内山聖之助

内山勇

内海利男

梅沢勝行

梅屋豊一

浦中孝義

海野明彦

江頭久人

江田進

江田弘之進

江連定利

榎本二夫

海老澤健治

遠藤幸一

遠藤周寿

遠藤保人

遠藤浩

及川寛

居住地

(都道府県)

群馬県

京都府

静岡県

岡山県

長崎県

福島県

佐賀県

千葉県

広島県

長崎県

青森県

和歌山県

北海道

岐阜県

広島県

京都府

沖縄県

宮崎県

北海道

鹿児島県

兵庫県

愛媛県

鹿児島県

秋田県

山口県

佐賀県

長崎県

埼玉県

東京都

北海道

埼玉県

新潟県

和歌山県

愛媛県

静岡県

佐賀県

福岡県

福岡県

栃木県

新潟県

埼玉県

長野県

福島県

鳥取県

福島県

宮城県



氏名

及川定吉

及川章

大井勲

大石齋

大井繁昌

大井富士雄

大岡宗明

大川房義

大川原公平

大 口清

大久保茂徳

大澤眞美

大澤光男

大城剛

大高三郎

大滝登

太田黒興七

大竹栄一

大谷英行

大田保文

太田豊

大塚明宏

大塚博康

大槻勝

大友孝一

大西秀一

大西克尚

大野忠昌

大野廣宣

大宮優

大村雄一郎

大森隆男

大森昌文

大山勝彦

大山武

大矢陽次郎

岡崎昭

岡田兼藤

岡田昭一

尾形藤雄

岡田祐雄

岡田豊

岡野稔

岡秀夫

岡弘

岡本健策

居住地

(都道府県)

岩手県

北海道

山口県

静岡県

山口県

北海道

奈良県

北海道

福島県

新潟県

埼玉県

岐阜県

岐阜県

沖縄県

茨城県

茨城県

福岡県

福島県

鹿児島県

富山県

秋田県

千葉県

島根県

北海道

宮城県

岡山県

奈良県

福島県

長崎県

宮城県

静岡県

埼玉県

茨城県

茨城県

北海道

千葉県

新潟県

愛媛県

石川県

千葉県

山梨県

愛媛県

茨城県

大阪府

山口県

徳島県

氏名

岡留守

小川一夫

小川定信

尾川亨

沖崎正吉

荻野正利

奥嶋健次

奥瀬弘

奥田眞行

奥津七郎

奥村三郎

小椋伊佐夫

小倉喜蔵

小越時夫

尾崎静四郎

長田智剛

長見和夫

小澤力

小澤敏男

尾下弘一

小田昭

小高周一

小田俊明

落合宏一

越智彰

小野関光治

小野雅俊

小保方宗夫

甲斐徳男

甲斐弘美

甲斐嘉敬

掛川岩太

影山源造

笠原豊太郎

梶井陽一

梶尾英志

数藤悌一

片岡義廣

片山博美

片山芳昌

勝又利雄

加藤孝志

金沢俊二郎

金澤一

金澤佑

金山輝義

居住地

(都道府県)

鹿児島県

愛媛県

島根県

長崎県

青森県

埼玉県

滋賀県

青森県

北海道

宮城県

福島県
三重県

京都府

愛媛県

岡山県

兵庫県

山口県

北海道

山梨県

兵庫県

北海道

千葉県

熊本県

愛知県

愛媛県

北海道

山梨県

群馬県

宮崎県

大分県

宮崎県

北海道

栃木県

新潟県

岐阜県

広島県

新潟県

北海道

岡山県

岡山県

静岡県

鳥取県

静岡県

福島県

茨城県

岐阜県
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氏名

金子靖

金城道男

金田幸太郎

鎌田育卓

神岡治

上坪賢

上村和敏

上村豊

紙屋清輝

亀田博

亀山隆重

鴨居明彦

賀屋雅尚

唐澤寛

唐津正

苅田耕一

川内一

川枝清隆

川上貢

川 口行芳

川添通

川田光義

河津一郎

河野忠臣

河野辰男

河野一二三

川端甲志

河原守

河辺愼吾

川本篤二

川門前誠一

川良眞二

記伊正義

義永正

木治壽房

菊地紀孝

菊池庄市

岸田慶雄

岸本和夫

北風保造

北里和教

北沢善知

北嶋幸一

北村勲

北村智賢

北村裕生

居住地

(都道府県)

神奈川県

沖縄県

北海道

宮城県

埼玉県

鹿児島県

宮崎県

鹿児島県

鹿児島県

栃木県

静岡県

新潟県

山口県

長野県

北海道

愛媛県

福島県

鹿児島県

北海道

鹿児島県

鹿児島県

群馬県

熊本県

大分県

京都府

大分県

京都府

山梨県

和歌山県

東京都

青森県

大分県

北海道

山口県

奈良県

北海道

新潟県

島根県

岡山県

群馬県

熊本県

長野県

栃木県

石川県

高知県

三重県



氏名

北脇芳和

城戸駒夫

木下淳

木下哲夫

木下徹

喜聞一男

君島昌夫

木村邦蔵

木村守

木和田敏裕

櫛川文男

具志堅實

櫛田一夫

楠優

葛谷尋之

沓澤武夫
工藤章

工藤忠一郎

久保明志

久保勲

久保田伸三

窪田正雄

久保博

久保藤士継

熊木茂樹

熊倉了一

倉科建吾

倉科義則

倉田昭雄

栗林量教

黒川孝

黒沢紀栄

黒澤重男

黒澤嘉昭

黒田悌之助

黒田博明

黒田勇

桑野好男

桑原英雄

桑原秀樹

郡司正四

気仙昌明

研屋明生

小泉幸三郎

小泉俊一

高原伸市

居住地

(都道府県)

滋賀県

福岡県

和歌山県

青森県

新潟県

鹿児島県

栃木県

山形県

福岡県

愛知県

広島県

沖縄県

島根県

鹿児島県

岐阜県

山形県

北海道

青森県

群馬県

埼玉県

長野県

高知県

熊本県

福井県

埼玉県

新潟県

長野県

長野県

鳥取県

大分県

千葉県

北海道

群馬県

神奈川県

栃木県

岐阜県

静岡県

福岡県

神奈川県

千葉県

北海道

青森県

三重県

静岡県

北海道

愛媛県

氏名

高見誠

高山久七

高山鎮彦

神戸武司

神戸寅雄

高木春男

高木幹

高木吉男

高木義人

小海途銀次郎

広野毅

古閑孝之

小形喜代夫

小口孝市

小坂富雄

小坂正克

小笹直一

越善言是

小嶋才喜

小嶋正雄

小助川福蔵

小竹良一

木立豊治

後藤昭

後藤重幸

後藤実

後藤安紘

木幡信一朗

小林彰

小林健保

小林先

小林章吾

小林進

小林守男

小林洋春

駒木根平次

小松俊男

小宮清

小守速夫

小山栄司

小山孝一

近藤正

近藤渡

根本和

斎藤功

斉藤五九七

居住地

(都道府県)

京都府

滋賀県

愛媛県

群馬県

群馬県

三重県

群馬県

福島県

滋賀県

大阪府

福島県

熊本県

岩手県

埼玉県

石川県

大分県

北海道

北海道

北海道

三重県

北海道

神奈川県

青森県

千葉県

大分県

静岡県

大分県

島根県

北海道

山梨県

静岡県

山梨県

群馬県

長野県

滋賀県

福島県

北海道

山梨県

岡山県

福島県

群馬県

愛知県

長野県

福島県

宮城県

新潟県
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氏名

斉藤成克

斎藤七郎

斎藤惣三郎

斉藤次男

斉藤八郎

斉藤正宏

齋藤實郎

酒井毅

酒井民男

酒井暉雄

酒井信行

阪上憲平

坂本圭一

坂本寿児

坂本茂

坂元瑞穂

佐久間新

佐久間真一

桜井勝仁

酒向朝也

佐々木孝平

佐々木末夫

佐々木俊晴

佐々木實行

佐々布直志

笹埜博

笹本重忠

笹山治一

佐宗徳重

定岡一照

佐藤昭秀

佐藤岩雄

佐藤健作

佐藤忍

佐藤順夫

佐藤俊二

佐藤正一

佐藤昭三

佐藤武彦

佐藤辰 巳

佐藤司

佐藤敏治

佐藤壽男

佐藤昌司

佐藤正人

佐藤正洋

居住地

(都道府県)

熊本県

長野県

福島県

岩手県

新潟県

青森県

長野県

兵庫県

鳥取県

岐阜県

香川県

兵庫県

茨城県

岩手県

岡山県

鹿児島県

新潟県

福島県

埼玉県

岐阜県

宮城県

大分県

愛知県

岩手県

熊本県

岡山県

東京都

富山県

東京都

北海道

福島県

宮城県

山形県

北海道

福島県

山形県

宮城県

北海道

富山県

岩手県

宮城県

長野県

岩手県

福島県

大分県

北海道



氏名

佐藤嘉昭

佐藤利吉

鮫島勲

澤田大蔵

沢田健一

澤村義則

澤本等

山中一之

山中富士夫

山中征夫

椎葉武昌

塩谷秀和

塩見一幸

鹿子田儀i男

鴫原一

下牟田盛利

地主信夫

篠原和晴

篠原幸四郎

信夫正明

澁谷一男

四方旬

島田昌・泰

嶋田守

島春信

島袋正俊

清水幸一

清水俊雄

志村勝麿

志村信一

下谷巧

下村吉信

下元隆千代

祝部儀三郎

首藤功

首藤昭一

小縣亨

小掠一光

初田遊高

白原徳雄

志和保三郎

新田栄

新田宗仁

新戸利和

菅井安好

菅繁良

居住地

(都道府県)

熊本県

宮城県

鹿児島県

鳥取県

石川県

富山県

静岡県

兵庫県

鳥取県

千葉県

宮崎県

北海道

京都府

福島県

福島県

宮崎県

島根県

山梨県

群馬県

山形県

北海道

京都府

北海道

岡山県

徳島県

沖縄県

岩手県

大阪府

東京都

山梨県

島根県

岩手県

高知県

島根県

大分県

福岡県

三重県

宮城県

岐阜県

鹿児島県

高知県

愛媛県

沖縄県

神奈川県

千葉県

愛媛県

氏名

菅孝允

菅原勘一

菅原治男

杉浦保

杉垣一郎

杉田栄一

杉本勲

杉本健

杉本祐二

杉山昭五

鈴木勝巳

鈴木五六

鈴木昭吾

鈴木昌三

鈴木正太郎

鈴木初三

鈴木代助

鈴木忠治

鈴木忠次

鈴木肇

鈴木春幸

鈴木仁

鈴木正雄

鈴木義之

鈴木良一

須田勇造

砂川友弘

住田益信

陶山聖二

駿河盛

諏訪下吉彦

星光百

関川實

関千代衛

瀬 口吉秋

是末準

妹尾成康

芹澤友治

善家信景

先崎晋

千澤勝

副島桂

曽根原光

大金恒夫

大藏文雄

大坊幸志郎

居住地

(都道府県)

富山県

宮城県

宮城県

千葉県

岐阜県

千葉県

静岡県

大阪府

栃木県

茨城県

静岡県

山梨県

茨城県

北海道

宮城県

福島県

愛知県

埼玉県

北海道

岐阜県

岐阜県

福島県

鹿児島県

滋賀県

山形県

千葉県

沖縄県

京都府

香川県

青森県

鹿児島県

福島県

岩手県

群馬県

富山県

大分県

岡山県

静岡県

愛媛県

福島県

静岡県

佐賀県

長野県

栃木県

静岡県

青森県

234

氏名

大洞撮雄

高尾敏彦

高沢次男

高田見諒

高谷茂

高添一文

高梨豊

鷹野武男

高橋勇幸

高橋喜八

高橋清

高橋計一

高橋章

高橋志郎

高橋誠一

高橋竹光

高橋恒也

高橋哲男

高橋利勝

高橋治彦

高橋秀雄

高橋仁右 エ門

高橋源

高橋康

高橋安之

高橋慶喜

高畠耕作

高日寒二

高本典昭

高森恵二,

宝満徳二

滝之入新一

滝沢寅雄

田極公市

詫間孝

武井進

武井義明

武内功

竹内修五郎

竹下敦

武田一雄

武田正一

武田正男

武正隆

竹村和成

竹村康次

居住地

(都道府県)

岐阜県

福岡県

熊本県

沖縄県

北海道

佐賀県

千葉県

山梨県

秋田県

北海道

宮城県

香川県

群馬県

宮城県

岩手県

岐阜県

秋田県

静岡県

愛媛県

岐阜県

秋田県

岩手県

岩手県

北海道

栃木県

北海道

埼玉県

熊本県

兵庫県

新潟県

鹿児島県

東京都

北海道

東京都

香川県

東京都

福岡県

宮崎県

北海道

広島県

秋 田県

石川県

宮城県

鹿児島県

奈良県

北海道



氏名

竹本嘉伸

武山清隆

田澤誠治

佐藤喜英

田添正隆

多田周治

多田秀夫

橘倉次郎

立花富男

巽升士也

田知行哲彦

田中一豊

田中繁男

田中末貞

田中照夫

田中敏昭

田中久夫

田中秀伸

田中広

田中弘

田中利穂

田邊晶三

田辺栄一

田邉松平

谷上照好

谷川重次郎

谷 口徳五郎

谷口頼利

谷田市郎

谷村昭男

谷本一昭

種村正照

田上政勇喜

田端龍一

田部薫

玉城宏

田宮満

田村友幸

溜島聰明

近岡一雄

千葉洋晃

千葉義一

長岩嘉悦

槻木初男

佃清次

辻井正美

居住地

(都道府県)

京都府

宮城県

東京都

茨城県

長崎県

秋 田県

石川県

北海道

愛媛県

奈良県

鹿児島県

新潟県,

徳島県

山口県

北海道

佐賀県

大分県

島根県

東京都

青森県

高知県

静岡県

新潟県

埼玉県

香川県

青森県

鳥取県

熊本県

滋賀県

鹿児島県

石川県

新潟県

宮崎県

新潟県

島根県

沖縄県

新潟県

群馬県

徳島県

群馬県

岩手県

岩手県

秋田県

熊本県

滋賀県

茨城県

氏名

土田和衛

土屋貞一

土屋定見

土谷睦雄

堤武敏

常木利一

恒見洋二

常少啓一

常田輝知

常見勝

角田豊治

角田弘人

角田文雄

坪井利二

坪野秀樹

露木正雄

劔山栄司

鶴丸次郎

出口昇

出水逸郎

寺井久雄

寺岡義治

寺地直

居住地

(都道府県)

北海道

静岡県

岩手県

大分県

福岡県

埼玉県

茨城県

石川県

新潟県

埼玉県

福島県

鳥取県

埼玉県

静岡県

神奈川県

神奈川県

三重県

富山県

千葉県

宮崎県

岐阜県

長野県

鹿児島県

東海 林彌右衛 山形県

門

堂坂良幸

堂山好弘

常盤茂

鳥羽馨

富岡政善

冨田正和

冨永四郎

冨永誠

冨谷茂

豊田一夫

豊田照彦

豊永幸和

鳥海征嗣

永井昭昌

長岡照夫

中上芳夫

中越二郎

中島秋男

中島継夫

中島光正

中世古太輔

北海道

和歌山県

福島県

岡山県

群馬県

愛知県

福島県

福岡県

岡山県

愛知県

三重県

熊本県

北海道

岐阜県

山形県

愛媛県

愛媛県

岐阜県

熊本県

埼玉県

三重県

235

氏名

中田粂雄

永田等

中田秀夫

仲藤和一

中富実

長友直利

中野孝廣

中野友博

中野義男

中道五夫

中村市夫

中村一二

中村静雄

中村信一

中村進

中村忠

中村廣次

中村博幸

中村三千夫

中村實通

中村義雄

中村芳夫

永元静馬

中山桂

中谷将之

中山末吉

中山信義

中山力雄

長屋義弘

那須袈裟矩

那須孝雄

夏原市三

名取栄一

波濤崎 次男

成 田晃

難波哲夫

新井田清一

西岡英和

西川文麿

西間章

錦戸勝生

西澤二

西野一雄

西畑須佐男

西光雄

西村茂

居住地

(都道府県)

愛媛県

宮崎県

北海道

長野県

北海道

鹿児島県 、

愛媛県

山口県

岐阜県

鹿児島県

鹿児島県

北海道

鹿児島県

北海道

和歌山県

香川県

長野県

滋賀県

新潟県

北海道

熊本県

埼玉県

長崎県

栃木県

北海道

新潟県

岡山県

北海道

奈良県

宮崎県

岩手県

滋賀県

山梨県

兵庫県

北海道

岡山県

北海道

愛媛県

宮崎県

岩手県

熊本県

長野県

東京都

福岡県

宮崎県

岡山県



氏名

西村英次

西本武昭

新 田正次

日原 甲子男

日原章

二瓶久

二本松誠

布川正俊

布谷末男

里予力1博日召

野口和雄

野 口忠昭

野中孝

野々下聰

萩野雄三

橋本敬一

蓮:沼勇

長谷川正二

畠山辰夫

畑祐二

八須賀長男

服部朝明

月艮音βイ彦禾ロ

服部久雄

初山明夫

花澤茂

花 田親明

羽田太郎

馬場武

羽場富男

早坂勇男

林伊那夫

林修

早矢仕邦男

林七郎

林守

林幸雄

原一夫

原田哲人

原田量介

原久俊

針生忠治

東倉辰雄

樋 口友義

菱山強太郎

日高輝美

居住地

(都道府県)

京都府

広島県

山形県

山梨県

静岡県

宮城県

岩手県

神奈川県

秋田県

神奈川県

長崎県

北海道

佐賀県

北海道

高知県

宮崎県

静岡県

静岡県

奈良県

京都府

福島県

島根県

兵庫県

茨城県

北海道

千葉県

福岡県

愛知県

山形県

岩手県

宮城県

長野県

福岡県

岐阜県

愛知県

熊本県

北海道

長野県

山口県

山口県

山口県

宮城県

鹿児島県

岡山県

神奈川県

宮崎県

氏名

左座克也

日野展義

檜山忠男

平岡正

平研

平沢善栄

平田秀雄

平本博

平山忠一郎

平山実

蛭田眞

広江恒満

深沢定富

深沢幸男

深沼千代司

福井末治

福岡賢造

福崎徳一

福島忠

福島正男

福田正 巳

福間魏

福元孝行

藤井長夫

藤井光雄

藤井録郎

藤川政男

藤 田光夫

藤野喜市

藤部博

藤本勝二

藤本順一

藤本仙三郎

藤本忠臣

富士元寿彦

藤本春正

藤本博

藤盛健司

藤源章夫

藤原知

藤原眞

藤原通明

藤源 良平

布施晃

二見武秋

船瀬茂信

居住地

(都道府県)

熊本県

徳島県

茨城県

山口県

大阪府

長野県

鹿児島県

栃木県

長崎県

鹿児島県

神奈川県

石川県

山梨県

静岡県

宮城県

京都府

大阪府

青森県

熊本県

福島県

栃木県

島根県

広島県

滋賀県

山口県

北海道

徳島県

福岡県

山口県

北海道

広島県

兵庫県

静岡県

熊本県

北海道

三重県

愛媛県

静岡県

岡山県

岡山県

静岡県

愛媛県

石川県

石川県

宮崎県

京都府

236

氏名

古川隆夫

古川守

古里主一郎

古谷貞喜

古山薫

星健蔵

星田孝之

星野太加志

堀内公雄

堀内弘

堀米喜一郎

堀司郎

堀之内一郎

堀之内七衛

堀之内幸雄

本田健治

本田佐久衛

前田卓己

前田政男

前橋利洋

前原忠

牧尾正恒

牧保

牧田義博

牧野勝

槙野光

真栄平清
正木莞爾

増岡学

増田博'

又野芳徳

町田新太郎

松井正

松井宏悦

松浦浮男

松浦秀男

松浦良木

松岡忠孝

松尾正道

松掛芳郎

松川善男

松木春海

松下工

松田尉

松田忠一

松田利一

居住地

(都道府県)

千葉県

岐阜県

鹿児島県

熊本県

千葉県

北海道

和歌山県

群馬県

山梨県
三重県

長野県

神奈川県

鹿児島県

岐阜県

北海道

香川県

愛知県

愛知県

和歌山県

千葉県

千葉県

鹿児島県

大分県

福井県

岐阜県

大阪府

沖縄県

静岡県

愛媛県

茨城県

大阪府

埼玉県

愛知県

静岡県

岩手県

岡山県

宮城県

秋田県

佐賀県

宮崎県

新潟県

福岡県

鹿児島県

宮崎県

愛媛県

山形県



氏名

松 田泰臣

松永康夫

松橋文男

松丸登志郎

松村巌

松本輝之

松本俊和

松本正敏

松本護

松本芳明

松山平

真鍋哲也

丸山隆

丸山仁
三浦治

三浦哲太郎

三浦紀彦

三木学

水相修躬

水野三吉

溝 口仙一

道上一三

三井親志

三石正信

光永江

水戸勲
三冨一裕

峰内克明

峯林清実
三原利幸

三村宏司

宮井行男

宮川与四男

宮木弘

宮崎信吾

宮崎政寛

宮田省三

宮原英二

宮原幹雄

宮本明芳

宮本勝海

宮本生一

宮本昭治

三好剛

三輪好春

向田馨

居住地

(都道府県)

岡山県

福岡県

青森県

埼玉県

滋賀県

鳥取県

熊本県

北海道

宮城県

北海道

千葉県

香川県

長野県

長野県

宮城県

宮城県

福島県

岡山県

滋賀県

北海道

静岡県

和歌山県

長野県

長野県

熊本県

北海道

新潟県

千葉県

奈良県

長野県

長野県

和歌山県

北海道

山口県

高知県

北海道

宮崎県

岡山県

鹿児島県

三重県

静岡県

静岡県

広島県

岡山県

岐阜県

神奈川県

氏名

武者紀衛

村岡忠幸

村上昭次郎

村川武雄

村川渉

村口新吉

村瀬昭雄

村田矩宏

村田智秋

村田清作

村田武文

恵良好敏

目黒一男

目黒只治

目時弘忠

面屋武

望月徳宝

望月肇

茂木武俊

茂木光雄

元木清吉

百瀬進

森秋夫

森岡巌

森方徹

森隆夫

森田賢一

森 田修史

森田一

森守

森本幸次

森本潤一

森本富喜男

森本嘉人

森山國臣

森山幸司

森山春樹

森喜弘

諸田富男

八重尾筑雄

八木敬理

八木澤武志

八木雄二

矢崎順一郎

矢嶋豊二

安岡昭一

居住地

(都道府県)

新潟県

鳥取県

神奈川県

大阪府

三重県

青森県

岐阜県

鹿児島県

広島県

静岡県

長野県

千葉県

北海道

福島県

青森県

広島県

静岡県

静岡県

千葉県

茨城県

香川県

神奈川県

北海道

愛媛県

京都府

栃木県

東京都

茨城県

埼玉県

滋賀県

山口県
三重県

宮崎県

福岡県

島根県
三重県

大阪府

千葉県

静岡県

宮崎県

大阪府

北海道

東京都

神奈川県

岐阜県

高知県
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氏名

柳瀬芳三

梁取静五

矢野武光

籔内義夫

山石利夫

山内直三

山内達男

山川弘一

山元利仁

山口晃

山ロー男

山口和則

山口忠

山口恒夫

山口寅雄

山口雅生

山崎修

山崎典大

山崎博嗣

山下明伸

山下栄治

山下貞雄

山下智見

山下善一

山田清

山田孝夫

山田忠孝

山田博

山田太三

山宮芳夫

山本幸次郎

山本孝三

山本鋭二

山本純郎

山本忠敏

山本俊夫

山本智彦

山本信弘

山本光男

山本實

山本嘉樹

有宗泰明

湯 口藤雄

遊佐正直

横川照

横坂登志之

居住地

(都道府県)

和歌山県

新潟県

鹿児島県

大阪府

愛媛県

三重県

福岡県

福島県

宮崎県

神奈川県

石川県

福岡県

島根県
三重県

北海道

大分県

長野県

静岡県

岡山県

鹿児島県

富山県

北海道

長崎県

福岡県

新潟県

群馬県

北海道

新潟県

山口県

新潟県

石川県

北海道

愛知県

北海道

岐阜県

京都府

愛媛県

北海道

石川県

和歌山県

三重県

岡山県

石川県

宮城県

高知県

群馬県



氏名

横林英利

横 山光高

吉沢清美

吉田一博

吉田貞夫

吉田佐藤次

吉田重男

吉田茂之

吉田任治

吉田東栄

吉田徳郎

居住地

(都道府県)

岡山県

鳥取県

長崎県

三重県

福井県

鹿児島県

宮城県

北海道

岩手県

新潟県

茨城県

氏名

吉田正芳

吉本隆夫

吉本克

吉原秋義

吉原英明

吉原秀雄

米倉清喜

米満勝

立棒一夫

若木節男

若林光爾

居住地

(都道府県)

福島県

熊本県

岐阜県

宮崎県

長野県

新潟県

宮城県

鹿児島県

徳島県

島根県

佐賀県

氏名

若松弘巳

鷲巣政夫

和田直人

渡辺英一

渡辺喜久雄

渡辺宏也

渡辺政己

和 田紀明

渡部錬一

渡 口富蔵

和智義夫

居住地

(都道府県)

鹿児島県

静岡県

新潟県

福島県

山形県

神奈川県

宮崎県

大分県

秋 田県

鹿児島県 ・

山梨県
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7.分 布図索 引(和 名50音 順)

哺乳類確認種和名 リス ト

1090

0soo

oleo

OO40

1230

0690

0370

1200

0sio

O660

0640

0s70

0610

0470

0070

0390

0230

0260

1160

0670

0750

0ioo

O520

0120

0350

0280

1060

0700

00so

O240

0930

0560

0890

0510

0210

0420

1130

0790

0290

0630

0340

1140

ナカネズ ミ

アゴヒゲアザ ラシ

アズマモグラ

アズ ミ トガ リネズ ミ

アナ ウサギ

アナグマ

アブラコウモ リ

アマ ミノクロウサギ

アライ グマ

イイズナ

イ タチ

イ ノシシ

イ リオモテヤマネコ

ウサ ギコウモ リ

オオアシ トガ リネズ ミ

オオアブラコウモ リ

オガサ ワラオオコ ウモ リ

オキナ ワコキクガシラコウモ リ

オキナ ワハツカネズ ミ

オコジ ヨ

オ ッ トセイ

オナガジネズ ミ

オ ヒキコ ウモ リ

オ リイ ジネズ ミ

カ グヤコウモ リ

カ グラコウモ リ

カヤネズ ミ

カ ワウソ

カ ワネズ ミ ・

キクガシラコウモ リ

キタ リス

キツネ

キ ョン

クチバテ ングコウモ リ

クビワオオ コウモ リ

クビワコウモ リ

クマネズ ミ

クラカケアザラシ

クロアカコウモ リ ・・…

クロテ ン

クロホオ ヒゲコ ウモ リ

ケナガネズ ミ

239

135

108

50

36

149

99

68

146

109

96

94

114

91

77

39

70

54

57

142

97

103

42

83

44

66

59

132

100

40

55

120

87

116

82

53

72

139

107

60

93

65

140



0200

0250

0090

0500

0770

0440

0060

0190

0110

0950

0130

0860

1030

1070

0760

0170

0970

0990

0540

0920

0550

0460

0020

0650

0840

0620

0490

0310

0050

1110

0740

1120

1190

0900

0530

0sso

O940

1180

0570

1220

0590

0910

0360

0850

1040

1150

1080

0830

コ ウベモ グラ

コキクガ シラコウモ リ

コジネズ ミ

コテ ングコウモ リ

ゴマ フアザラシ

コヤマ コウモ リ

サ ドトガ リネズ ミ

サ ドモ グ ラ

ジネズ ミ

シマ リス

ジャコ ウネズ ミ

ジャワマ ングース

ス ミスネズ ミ

セスジネズ ミ

ゼニガタアザラシ

セ ンカクモ グラ

タイ リクモモンガ

タイ リクヤチネズ ミ

タイ ワンザル

タイ ワン リス

タヌ キ

チチブ コウモ リ

チ ビ トガ リネズ ミ

チ ョウセ ンイ タチ

ツキ ノワグマ

テ ン

テ ングコ ウモ リ

ドーベ ン トンコウモ リ

トガ リネズ ミ

トゲネズ ミ

トド

ドブネズ ミ

ナキ ウサギ

ニホンカモシカ

ニホンザル

ニホンジカ

ニホン リス

ヌー トリア

ノイヌ

ノ ウサ ギ

ノネ コ

ノヤギ

ノレン コウモ リ

ハ ク ビシ ン

ハ タネ ズ ミ

ハ ツカネ ズ ミ

ハ ン トウアカネズ ミ

ヒグマ
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52

56

41

81

105

74

38

51

43

122

45

113

130

133

104

49

124

126

85

119

86

76

34

95

111

92

80

62

37

137

102

138

145

117

84

115

121

144

88

148

89

118

67

112

131

141

134

110



0450

0150

0030

1100

0140

0330

0410

1010

0600

0320

0960

0160

0680

1000

0980

0300

0380

0270

1020

0430

1170

1210

0472

0710

0480

07so

ヒナ コウモ リ

ヒミズ

ヒメ トガ リネズ ミ

ヒメネズ ミ

ヒメ ヒミズ

ヒメホオ ヒゲ コウモ リ

ヒメホ リカワコウモ リ

ヒメヤチネズ ミ

ベ ンガルヤマネコ

ホオ ヒゲ コウモ リ

ホン ドモモ ンガ

ミズ ラモグラ

ミンク

ムクゲネズミ

ムササ ビ

モモ ジロコウモ リ

モ リアブラコウモ リ

ヤチネズ ミ

ヤマ コウモ リ

ヤマネ

ユキ ウサ ギ

ユ ビナガ コウモ リ

フツコ

ワモンアザラシ

ヤ エ ヤマ コキ クガ シ ラ コ ウモ リ

リュ ウキ ュ ウユ ビナ ガ コ ウモ リ

..

..

..
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75

47

35

136

46

64

71

128

90

63

123

48

98

127

125

61

69

58

129

73

143

147

78

101

79

106
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